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			再臨勇者の復讐譚～勇者やめて元魔王と組みます～④

			羽咲うさぎ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　英雄たる資格とは

			第一話　聖都シュメルツ

			第二話　ジョージ・イグナス・エルヴァナヒト

			第三話　復讐か、心象か

			第四話　幸せの裏側

			第五話　英雄を騙る人形

			第六話　でき損ない

			第七話　秘めていた想いを

			第八話　偽らざる摯実の咆哮(インデリブル・ロア)

			第九話　その遺志を引き継いで

			第十話　愚者の処刑場

			第十一話　墓前の涙

			第十二話　真夜中の来訪者

			第十三話　騎士二人、推測と嘲笑

			第十四話　関係と奸計

			第十五話　屋敷への道

			第十六話　マルクス・ピエトロ・サンダルフォン

			第十七話　復讐者は爪を立て

			第十八話　嗤う愚者、暴く聖女

			第十九話　無敵の騎士団

			第二十話　騎士の矜持と聖女の誓い

			第二十一話　狂食の果てに

			第二十二話　復讐者は月に嗤い

			閑話　嵐の前の静かな時間

		

	
		
			　

			プロローグ　『英雄たる資格とは』

			　

			　――英雄たる資格とは何か、と何度か考えたことがある。

			　他を寄せ付けない、圧倒的な力だろうか。

			　特別であると、神に認められた『証』だろうか。

			　それとも、正真正銘の『本物』であるという事実だろうか。

			　きっと、今挙げたすべてが正しいのだと思う。

			　力がなければ戦えない。証(あかし)がなければ英雄たる証明がない。

			　そして、本物でなければ認められない。

			　――そういった意味では、自分に英雄である資格などないのだろう。

			『アマツを名乗る青年』は、何度もそう考えた。

			　けれど、僅(わず)かに存在する記憶の残(ざん)滓(し)の中に、こんな会話があった。

			『英雄の資格……ですか？　もう、また貴方は悩んでいるんですね』

			　鎧(よろい)姿の金髪の女性が、苦笑を浮かべる。

			　慈しむような表情に、魂が疼(うず)く。

			『確かに、過去に英雄なんて呼ばれている人は、みんな強いですし、メルト様から神託を下された……なんて言い伝えも多くあります。でも、それだけではないと思いますよ』

			　そう言ってから、いいえ、と金髪の女性は首を振った。

			『そもそも、そんなに難しく考える必要はありません』

			　銀色の瞳が、こちらを優しく見つめる。

			『――誰かのために、戦うことができる。それができる人は、きっと英雄です』

			　だから、誰もが英雄になる権利を持っているんです、と彼女は言った。

			『語り継がれるような英雄になるには、誰かのための戦いを、より多くの人に知ってもらわなければいけません。それは、難しいことかもしれません』

			　でも、と彼女は続けた。

			『誰かのために戦った人は、もうその時点で「誰かにとっての英雄」なんですよ』

			　そう、はにかんだ女性の顔が記憶にある。

			「……なら」

			　弱くて、証もなくて、本物ですらなくても。

			　

			　

			「――それでも、英雄になれるのかな」

		

	
		
			　

			第一話　『聖都シュメルツ』

			　

			　木々を避け、大地を踏みしめて、俺を抱えたままのエルフィが山を駆け下りる。

			　目まぐるしく変わる風景の中、背後から選定者達が追ってくる気配はない。あの落星で殺せなかったのを警戒して、様子見に移ったのかもしれない。

			　数分後、何事もなく霊山の麓へと到達した。

			「はぁ……はぁ……」

			　相当な体力と魔力を消耗したらしく、エルフィの息は荒い。滝のように汗を流している。ポーチから布を取り出し、ゴシゴシと汗を拭ってやる。

			　俺達は王国の最大戦力である選定者と、リューザスの襲撃を受けた。想像していた以上の規模の攻撃を〝心象魔術〟で切り抜け、戦闘から離脱してきたのだ。

			　空が降ってきた星は、間違いなくリューザスの魔術だろう。心象魔術が使えなければ、あの場でやられていたかもしれない。

			「〝妨害結界(マジツク・デイスターバー)〟やあの星のことを考えると、連中は相応の準備をしてきたはずだ。それも恐らく、今回の襲撃である程度使いきっている」

			「……とすれば、すぐに次の襲撃はないということか」

			「多分な。仮にすぐに襲撃があったとしても、あれだけの魔術は連発できないだろう。油断はできないがな」

			　霊山を見上げ、歯噛みする。リューザスが近くにいるというのに、すぐに殺しに行けない。こんなに苛立たしいことはないな。

			　だが、返り討ちにあっては目も当てられない。

			　接近できれば良いが、さっきのように距離を取られていれば一方的に狙い撃ちされるだけだ。殺すなら、それなりの準備をしておかなければならない。

			「悪いが、しばらくの間は周囲の警戒を怠らないでくれ。俺も自分で策敵するが、エルフィの魔眼の方が、効率がいい」

			「うむ、任された。伊(い)織(おり)は龍に乗った気持ちで復(ふく)讐(しゆう)方法でも考えておけ」

			「ああ、そうするよ。……っと」

			　エルフィの体がよろめいた。とっさに手を伸ばし、体を抱きとめる。

			「大丈夫か？」

			「う……うむ。三十年ぶりに全力で足を使ったせいで……見ろ、膝が笑っている。はぁ……これは絶対明日筋肉痛だ……」

			　……魔族にも筋肉痛とかあるんだな。

			「あまり無理はするなよ」

			「ならばその言葉、ありがたく受け取ろう。伊織よ、聖都まで私をおぶっていくがよい」

			　膝をガクガクと震わせながらも、エルフィは尊大に胸を張ることを忘れない。

			「……分かったよ」

			「!?　本当か!?」

			　自分から言い出しておいて、エルフィは驚いたような表情を浮かべた。

			「……何だ、そのリアクションは」

			「こういう時、伊織はいつも私の言うことを聞いてくれないからな。爪とか、食事とか」

			「当たり前だ。というか、料理は俺が作ってるだろ」

			「む……そうだな。だが、伊織がやってくれないから爪は自分でやっているのだぞ！　見ろ！　昨日、適当にやったら変な風になった！」

			　まったくこの女……。

			　溜息を吐き、エルフィを背負う。

			「わっ」

			「もう分かったから、先へ進むぞ。ここに長居するのも危険だ」

			「ま、待て。まだ話は終わっていないぞ！」

			「うるさい、黙れ」

			　エルフィの体は見た目相応に軽かった。これなら、大して負担にもならないな。

			　聖都までここから一日も掛からないだろう。今日の夜には到着しているはずだ。

			　騒ぐエルフィを背負ったまま、俺は聖都へ向かって歩き出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　聖都シュメルツ。

			　ペテロ教国が誇る、神に縁があるとされる聖なる都の一つだ。教国にいくつかある聖都の中でも、トップレベルの大きさで、人口も多い。

			「ようやく見えてきたな。……背中が冷たいんだが、お前よだれ垂らしてないか？」

			「……んっ。寝てない、私は寝てないぞ」

			「…………」

			　霊山の麓から街道を進み、半日と少し。日が傾いてきた頃になって、俺達は聖都シュメルツに到着した。

			　道中、警戒は怠らなかったが、リューザス達からの襲撃はない。

			　監視されている気配もなかった。ここの周囲は開けているため、相手も警戒して距離を取っているのだろう。

			「風が気持ち良いな」

			　聖都シュメルツは、青々と広がる草原地帯の中に存在する。

			　都市は純白の大聖門に囲まれており、東西南北に存在する四つの入り口からしか入ることができない。

			　体力を取り戻したエルフィを地面に下ろし、大聖門の入り口で手続きを行う。エルフィの魔力付与品(マジツクアイテム)は優秀で、門兵に見破られることはなかった。

			　無事に大聖門を越え、俺達は都市の中へと足を踏み入れた。

			「……ここに来るのも久しぶりだな」

			「伊織は来たことがあるのか？」

			「ああ……。前に、一度だけな」

			　この聖都を色で表すなら、間違いなく白だろう。王都や帝都のような勇ましさは感じないが、他にはない清潔さ、美しさを感じる。

			「……ほぅ」

			　茜(あかね)色に染まった純白の都を見て、エルフィが息を呑んだ。

			「……この都を見たのは初めてだが、綺麗な街だな」

			「ああ。俺も初めて来た時は驚いたよ」

			　教国の街並みは、基本的に白で成り立っている。

			〝聖光神〟メルトが身に纏(まと)っていた色が白らしく、それを大事にしているのだろう。そのため、他の国では出せない統一感を感じられる。

			　感心するエルフィとともに、都市を進んでいく。

			　この都市は、いくつかの区画に分けられている。俺達が今いるのは『商業区』と呼ばれる区画だ。名前の通り、『商業区』には宿場や飲食店などがある。

			　外から来た人間の大半が最初に向かうのが『商業区』だ。

			〝聖光神〟メルトを祀る大聖堂や教会、聖堂騎士団の拠点地なんかは、『聖光区』にある。

			　他にもいくつか区画があるが、俺達には関係ないだろう。

			「ここにいる間は、それほど襲撃を気にしなくても良いだろう。聖都を荒らしたとあれば、聖堂騎士団が黙っていない。リューザス達でも、連中とことを起こすのは避けたいはずだ」

			「……聖堂騎士の連中は厄(やつ)介(かい)だからな」

			　エルフィはやや青い顔で頷いた。過去に何かあったのか？

			「ひとまず宿へ行くか。情報収集は明日にしておこう」

			「待て伊織。私はお腹が減ったぞ。屋台で何か買う!!」

			　屋台の商品を買い占める勢いのエルフィをなだめながら適当に夕食を取り、俺達は宿へ向かった。

			　

			　宿場街の周囲は、聖都といえど雑多な雰囲気だった。温泉都市ほどではないが、活気があり人も多い。

			　キョロキョロと周囲を見回し、エルフィは不思議そうな表情を浮かべた。

			「さっきから亜人を見掛けるが、あんなに堂々と街にいて大丈夫なのか？」

			「三十年前だったら聖堂騎士団が飛んできただろうが、今は昔ほどキツイ差別はしてないらしい」

			　亜人への差別は軽くなり、今では『亜人迎合派』という派閥ができていると聞く。

			『聖光区』への立ち入りは流石に禁止されているが、亜人でも他の区画を歩くぐらいなら問題はないようだ。

			　しばらく宿場街を歩き、エルフィが選んだ『麗しの青林檎亭』という名前の宿に入った。

			　エルフィが選んだ理由は、「美味しそうだから」。

			　聖都の近くで採れた青林檎を使った美味しい料理を出すのがウリの宿らしい。少し高価だが、清潔そうなところだった。

			「すいません。部屋を二つ借り――」

			「部屋を一つ頼む」

			「あいよ。部屋一つね」

			　……まあ、リューザス達の襲撃を警戒しなければならないから、同じ部屋の方が都合がいいな。

			　夕飯に出た青林檎のパイなどの料理を堪能し、一日を終えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日、朝早くから宿の外へと繰り出す。

			　寝る前に、今日中にやるべきことはまとめておいた。用事は三つある。

			　一つ、死沼迷宮で手に入れた〝覇王烏賊(クラーケン)〟の魔結晶を使って新しい装備を鍛冶屋に依頼する。

			　二つ、復(ふく)讐(しゆう)対象の情報収集。

			　三つ、教国の五将迷宮である〝忌(き)光(こう)迷宮〟の情報収集。

			　心象魔術が使えると言っても、ほんの数秒の間だけで、発動条件も不明瞭だ。戦闘能力はまだ完全からはほど遠い。装備を少しでも良い物にしておくに越したことはない。

			　情報収集は、教会図書館という場所で行うつもりだ。

			　神に関しての資料が多いだろうが、復(ふく)讐(しゆう)対象と迷宮の情報があるといいな。

			　孤児院と忌光迷宮の情報はもちろん、都を守る聖堂騎士団の情報も欲しい。死沼迷宮でディオニスを拷(ごう)問(もん)した時に、聖堂騎士の名前を出していたからな。

			　その騎士も、俺の復(ふく)讐(しゆう)対象の一人だ。

			「行くぞ、エルフィ」

			　やることを頭の中に浮かべながら、エルフィを連れてキビキビと行動する。

			　最初に向かうのは、『商業区』の中にあるという武器屋だ。宿の店主に聞いたところ、聖堂騎士団御用達の良い武器屋があるらしい。

			「……武器屋か。ゾォルツ達を思い出すな」

			「あの偉そうな男か」

			「だからお前が言うな」

			「私は、本当に偉かったんだ!!」

			　過去形で騒ぐエルフィに苦笑しながら、温泉都市のことを思い出す。

			　ミーシャやニャンメルは元気にやっているだろうか。

			「――――。……はは」

			　そこで、思わず笑ってしまった。

			　俺は今、他人を思い出して、心配するようなことを考えたのだ。いつの間にそんな余裕ができたのかと、自嘲する。

			「……少し、温(ぬる)くなりすぎたか」

			　雑踏に紛れる程度の声で、小さく呟いた。

			　こんなことでは、いざという時に動けなくなる。

			『助けたい』という心象(きもち)を思い出したのはいいが、俺がやるべきことは復(ふく)讐(しゆう)だ。

			「私は別に、良いと思うがな」

			　聞こえたらしく、エルフィが穏やかな口調で言った。

			「その感情と、復(ふく)讐(しゆう)心は矛盾しないだろう？」

			　誰かを助けたいという気持ちと、誰かを殺したいという気持ち。

			　これは、矛盾しないのか……？

			「……ま。伊織が答えを出せるまで考えるといい」

			「……ああ」

			　労るような、優しい声でエルフィはそう言った。

			　復(ふく)讐(しゆう)は決定事項だが、それ以外のところで悩みすぎだな、俺は。

			　くだらないとは言わないが、初心を見失いようにしなければ。

			　……まったく、こいつは本当に分からない。

			　ただの腹ペコ大魔王に見えたり、威厳ある元魔王に見えたり。安定しない奴だ。

			「それはそれとして伊織、私はお腹が減ったぞ」

			「朝食食ったばっかりだろうが」

			　うん。やっぱり腹ペコ大魔王だ、こいつは。

			　

			　それから、目的の武器屋に到着した。

			　街の景観を損なわないよう、白を基調とした看板に青で文字が書かれている。

			　教国が誇る最強戦力である聖堂騎士団御用達の店ということで、外装はしっかりしていた。

			「いらっしゃいませ」

			　中に入ると、店員に出迎えられた。今度の店員は人間だ。

			「……大変申し訳ないのですが、ただいま武器と防具は品切れになっております」

			　俺達を見るなり、店員は申し訳なさそうに言った。

			「……品切れ？」

			「はい。聖堂騎士の方々が、武具を大量に購入されていったので」

			　聖堂騎士団が購入、か。この時期に武器を大量に集めるとなると、用途は限られるな。

			　おおよその見当はつく。あまり、ゆっくりはしてられないようだ。

			「では、魔力付与品(マジツクアイテム)の製造をお願いできませんか？」

			　俺はポーチから魔結晶を取り出した。薄く青い光を放つ、〝覇王烏賊(クラーケン)〟の魔結晶だ。

			　ブツを見て、店員が目を剥いている。

			「これで『靴』をお願いできますか？」

			　剣も鎧(よろい)ももう間に合っている。今の俺に必要なのは機動力だ。

			　そのために、上等な靴の魔力付与品(マジツクアイテム)が欲しい。

			「承知いたしました。何か要望はございますか？」

			「じゃあ……」

			　要望を伝えた後、足のサイズを図った。アマツの時よりも小さくなっている。

			　店員曰く、靴は三日ぐらいで完成するらしい。また取りに来よう。

			　退屈そうに店内をブラブラするエルフィを引っ張り、外へ出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　次に『商業区』の北部を目指して歩く。

			　北に進んだ先に『聖光区』があり、教会図書館は『聖光区』寄りの『商業区』にある。武器屋から徒歩で三十分くらいの位置だ。

			　人混みを避けながら、歩いていた時だった。

			「……ッ」

			「きゃっ!?」

			　曲がり角から飛び出してきた少女とぶつかった。悲鳴をあげ、少女が地面に尻餅をつく。

			　リューザスからの襲撃かと、思わず剣を抜きかけた。

			「いったぁ……！」

			　後ろでエルフィが魔眼を使っている気配があるが、何も言わないところを見ると襲撃者ではないらしい。

			「……大丈夫か？」

			　警戒を解かぬまま、少女へ声を掛ける。

			「もう、どこ見て歩いてるのさ……！」

			　少女は文句を言いながら起き上がった。

			　……ぶつかってきたのはそっちなんだがな。

			　涙目のままプリプリと怒っている少女に視線を向ける。

			　ピンク色の髪の少女だった。黒い帽子に、白いマント。グレーのスカート、膝まである長いブーツに太腿を覆うニーソックスを身に着けている。

			　少女は黒みがかった桃色の瞳に涙を浮かべながら、上目遣いで俺を睨んでいる。

			「怪我はないか？」

			「あのね！　ボクの綺麗な体が傷付いたら、キミはどうするつもりだったのさ!?　まったくもう！」

			　この様子なら怪我はなさそうだな。

			「行くぞ、エルフィ」

			「む……いいのか？」

			「ああ」

			　時間は有限だ。今日の予定のうち、まだ一つしか消化していないからな。

			　早いところ情報収集を始めなければ。

			「よくなぁい!!」

			　だが、先を進もうとした俺を少女は遮(さえぎ)ってきた。

			「……まだ何かあるのか」

			「ある！　大ありだよ！　ていうか！　こんな可愛い女の子を転ばせておいて、キミちょっと冷めすぎじゃない!?」

			　こいつ、ちょっとエルフィに似ているな。自分で綺麗とか可愛いとか言い出すあたりが。

			「……な、なんだこの女は。変な奴だな、伊織」

			「お前が言うな」

			「えぇ……」

			　とにかく！　と少女が指を突き付けてくる。

			「可愛い女の子の体を傷付けたんだから、こう、もうちょっとあるでしょ!?　じゃないと罰が当たるぞ！」

			「そうか。悪かったな。次から気を付ける。……これでいいか？」

			「ふふん、分かればいいのさ」

			　……こいつ本当にエルフィに似てるな。

			「それじゃあ、俺達はもう行くから」

			「うん。それじゃバイバイ。……ああ、ちょっと待って」

			　やけにしつこい女だな。何か企んでいるのか？

			　敵意はないようだが、リューザス達の仲間で、俺達をここに釘付けにする要員の可能性があるな。

			　気配はないが、狙撃でもするつもりか？

			　裏路地へ連れて行って尋問した方が良いかもしれないな。

			　そう考えながら、少女の方へ振り返る。

			「――――」

			　桃色の双(そう)眸(ぼう)が、俺を覗(のぞ)き込んでいた。

			　エルフィが放つような威圧感も、敵意も悪意も何も感じない。あるのはただ、心を覗(のぞ)かれているような感覚だ。

			　無意識に手が翡(ひ)翠(すい)の太刀に伸びる。

			「……何だ」

			「ううん、何でもない。ただ、そうだね、君達に忠告しておいてあげよう」

			「……忠告？」

			「この場所から、早めに離れた方がいいかもよ」

			「何故だ」

			「ちょっと八つ当たり気味に、この街に長く滞在しすぎたからね。ま、他にも理由はあるんだけどさ」

			　何だ？　何を言っているのか要領を得ない。

			「……どうしてそれが離れた方が良い理由になるんだ」

			「それはね」

			　一呼吸置き、

			「――ボクは災いを呼んじゃうからさ」

			　少女はそう言った。

			「――――」

			　固まる俺へ、なんてね、と少女は舌を出した。
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			　片目を瞑(つぶ)り、いたずらっ子のような表情で笑うと、

			「じゃ、またね！」

			　こちらに手を振ると、来た時と同じように走り去っていってしまった。

			「……またね？」

			　何だったんだ、あいつは。

			「エルフィ。念のために聞いておくが、何も感じなかったか？」

			「……うむ。大した魔力量ではなかったし、特別な魔力付与品(マジツクアイテム)を持ってもいなかった。丸っきり、何も感じなかった」

			　エルフィと同じで、俺も特に何も感じなかった。

			　意味深なことを言っていたのは気になるが。

			「まあ、気にしていても仕方ない。行こうか、エルフィ」

			「うむ！」

			「……？　少し機嫌が良さそうだな」

			「そうか？　まあ、伊織の他者への態度を見て、少し思うところがあっただけだよ」

			「…………？」

			　こいつもよく分からないな。

			「気にするな。ほら、先へ進むぞ」

			「あ、ああ」

			　気を取り直して、教会図書館へ向かって歩き出す。

			　早いところ、今日中に必要な情報を収集し、ピックアップしなければ。

			「…………」

			　そこで、ふいに周囲が暗くなった。

			　一瞬、太陽が雲に隠れたのかと考えたが、すぐにその考えを否定する。

			「……影か」

			　何か大きな物が、空を飛んでいるのだ。

			「なんだと……」

			「……あれは」

			　空を見上げると、〝翼竜(ワイバーン)〟が飛んでいた。

			　大聖門を越え、聖都上空へ複数の翼竜が飛来しているのだ。

			「……馬鹿な。この辺りに龍種は生息していないはずだ」

			　翼竜は小型の龍種だ。

			　炎龍や岩窟龍には遠く及ばないものの、厄(やつ)介(かい)な魔物として知られている。

			『――ギァアアアア!!』

			　聖都の空で、甲高く翼竜が吼(ほ)える。

			「な、龍!?　龍だ！」

			「そんな!?　どうしてここに翼竜が!?」

			　周囲の人間が、遅れて翼竜に気付いた。

			　空を見上げて固まる者、ただ叫び声を上げる者、我先にと逃げ出す者。一瞬で街がパニックに陥る。

			「あいつの仕業か……？」

			　あの少女は、ここから離れた方が良いと言っていた。

			　それは、この襲撃を予見していたからか？

			　あいつが魔王軍の関係者だったのなら、あらかじめ知っていてもおかしくはない。

			　少女が去った方を見るが、当然もうあのピンク髪は見当たらなかった。やはり、捕らえるべきだったか？

			「……来るぞ！」

			　思考を切り裂くエルフィの叫び。

			　上空にいた翼竜が、一斉に地上に向かって降りてきた。耳を劈(つんざ)く咆(ほう)哮(こう)をあげながら、逃げ惑っている人間へ喰らいつこうと牙を剥く。

			「……チッ」

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀を抜き、龍と人の間に割り込んだ。

			〝魔毀封殺(イル・アタラクシア)〟で、翼竜の突進を受け止める。

			　魔核のお陰で魔力が少しずつ戻ってきている。魔力の盾が、翼竜の攻撃を完全に防いだ。

			「おい、早く逃げろ！」

			「は、はい……！」

			　巨大な爪を持ち上げ、翼竜が振り下ろしてくる。邪魔者を逃がし、柔剣でそれを受け止めた。

			　衝撃を地面に逃がし、即座に翡(ひ)翠(すい)の太刀を振るう。

			『ギイイィイッ!?』

			　刃が片目を抉(えぐ)り、翼竜が悲鳴を上げる。

			「――横に避けろ！」

			　そこに、エルフィが魔眼を撃ち込んできた。痛みに悶えていた翼竜は躱(かわ)すこともできず、勢い良く四散する。

			『ガアァアアアアアア!?』

			『ギィィイイイ!?』

			　仲間の死を見て、他の翼竜の注意がこちらに向いた。咆(ほう)哮(こう)しながら、一斉に向かってくる。

			「エルフィ、魔眼で動きを止めてくれ。俺が一網打尽にする」

			「分かった」

			　頷き、エルフィが〝重圧潰〟を放とうとした時だった。

			「――神聖な都を穢(けが)した罪、贖(あがな)ってもらうぞ」

			　声とともに、鋭い斬撃が翼竜に襲いかかった。

			「……ほう」

			　斬撃を放ったのは、蒼銀の鎧(よろい)を身に付けた男だった。

			　龍の片翼が切断され、地面に落ちる。そこへ、鎧(よろい)の男の背後から無数の魔術が雨のように降り注いだ。

			「あの鎧(よろい)、〝聖堂騎士〟か」

			　教国が誇る、最高戦力。神へ仇なす者や異端を排除する、熟練の騎士達だ。

			　聖堂騎士であることを表す蒼銀の鎧(よろい)は、魔族にも恐れられていた。

			　気付けば、あちこちで蒼銀の鎧(よろい)を身に纏(まと)った者が戦っていた。

			　ある者は魔術で龍を撃ち落とし、ある者はそこへ斬撃を撃ち込む。それぞれが高い実力を見せながら、連携の取れた動きで翼竜を斬り伏せていく。

			「翼を切断しろ！　一匹足りとも、逃がすんじゃない!!」

			　その中央にいるのが、最初に斬撃を放った男だった。

			　騎士達を率い、男はあちこちへ的確な指示を出しながら戦っている。

			　迷宮都市で見たＡランク冒険者達よりも、この騎士達は強いかもしれない。かなりの練度だ。

			「私達の出る幕はなさそうだな」

			「ああ」

			　それから瞬く間に、翼竜は殲滅させられた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「私は聖堂騎士団・第二番隊副隊長……レオ・ウィリアム・ディスフレンダーという。龍種の殲滅へ協力してくれたことを感謝する」

			　すべての龍が殲滅されてから、藍色の髪の男がこちらへやってきて、礼を口にした。

			　二十代半ばくらいの、ショートカットの長身の男だ。

			　身に纏(まと)う蒼銀の鎧(よろい)には、他の騎士とは違う紋章が刻まれている。

			　名前の間に入っているウィリアムは、恐らく洗礼名だろう。

			「……だが」

			　レオは礼を言った後、小さく鼻を鳴らした。

			「ここは神聖な都だ。我々聖堂騎士団以外が剣を振るうのは好ましくない。君達は余所者だろう？　次からは戦わず、我々聖堂騎士団に任せてくれないか？」

			「……ああ。気を付ける」

			「以上だ。もう安全だから、好きにしてくれていい」

			　こちらの返事に満足すると、レオは仲間の騎士の下に戻っていった。

			「……面白くないな。私達は魔物から街を守ってやったというのに」

			「相手にしない方がいい。聖堂騎士団と絡んでもろくなことはないぞ」

			　エルフィが魔族とバレれば、あいつらの剣が向けられるのは俺達だからな。

			　魔族が相手となれば、見境なしに向かってくる連中だ。負けるとは思えないが、タダでは済まない。

			「……だが、二番隊の副隊長と言ったな」

			　レオが歩いていった方へ視線を向ける。

			　彼の周囲にいる騎士の一人ひとりへ、念入りに視線を向けていく。

			　やがて、五十代ほどの男に目が留まった。

			　短く揃えられた黄緑の髪、不機嫌そうな青色の瞳。よく鍛えられており、ガタイは非常に大きい。

			　その男を見て、俺は既視感を覚えた。

			　召喚されてすぐに、老いたリューザスを見た時のような――。

			「……ビンゴだ」

			「……？」

			「聖堂騎士の中にも、俺の復(ふく)讐(しゆう)対象がいると話したよな」

			「……まさか」

			「ああ」

			　三十年前、あの男は聖堂騎士団の物資運搬を担当していた。

			　名をマルクス・ピエトロ・サンダルフォンといったか。

			　リューザスの記憶には出てこなかったが、ディオニスを拷(ごう)問(もん)した時に出てきた名前だ。

			　俺に渡るはずだった『身代わりの護符』を、ディオニスに高値で売りつけたらしい。

			「……調べる手間が省けたかもな」

			「では、あの男から復(ふく)讐(しゆう)していくのか？」

			「いや。まずは孤児院について調べる。聖堂騎士に手を出すのはリスクが高いからな」

			　選定者を率いてやってきているリューザス。

			　聖都近郊に住んでいる孤児院の老夫婦。

			　そして、聖堂騎士団に所属している男。

			「良くもまあ、ここまで集まってくれたもんだな」

			　思わず、笑みが零れてしまう。

			　どうやら、教国で一気に復(ふく)讐(しゆう)を果たすことができそうだ。

		

	
		
			　

			第二話　『ジョージ・イグナス・エルヴァナヒト』

			　

			　かつて教国で出会った、二人の錬金術師(アルケミスト)のことを思い出す。

			　ジョージ・イグナス・エルヴァナヒト。

			　リリー・ファミナ・アンブラム。

			　イグナス、ファミナと、聖都の名から取った洗礼名を持つ二人は、当時聖堂騎士団に所属していた。ジョージは四番隊の隊長、リリーは四番隊の副隊長だ。

			「お会いできて嬉しいです。私はジョージ・イグナス・エルヴァナヒト。四番隊の隊長を務めています」

			「同じく四番隊の副隊長の、リリー・ファミナ・アンブラムです」

			　パーティとともに教国にやってきた俺に、二人が話し掛けてきたのを覚えている。

			　ジョージは恰幅の良い中年の男で、リリーは神経質そうな二十代前半くらいの女だった。

			　二人は聖堂騎士団に所属する傍ら、錬金術を利用して、人のためになる実験をしていると言った。

			「アマツ殿、単刀直入に言います。我々に貴方の髪や血などといった体の一部を提供していただきたいのです」

			　二人は言った。錬金術は金を作るだけの魔術ではないと。

			「我々は今、人体の一部を作り出す研究をしております」

			「内臓、それに手足が完全に欠損してしまった場合、治癒魔術では失った部位を取り戻すことはできません。それを、錬金術でカバーできないかと考えているんですよ」

			　二人の研究は秘密裏に行われていた。メルト教信者の者が見れば、人体を人工的に生み出すなど、神への冒涜だと考える内容だからだ。

			「メルト様への冒涜になるのかもしれない。……それでも私達は、戦争や事故、病気で肉体を欠損した人達を救いたい」

			「そのために、高い魔力を持つ貴方に協力して欲しいんです。お願いします、アマツ殿……！」

			　そんな二人の懇願に、当時の俺は当然の如く応えた。

			　メルト教団の事情は知らないが、二人の研究は人を『助けるため』だという。

			　それを聞き、断る理由はないと、俺は喜んで研究に協力した。他言はしないで欲しいという頼みも、受け入れた。

			　髪、爪、皮膚、血液、唾液、それに魔力。俺はそれを、連中に惜しむことなく提供した。

			「流石(さすが)、人々を救うために立ち上がってくれた、我らの救世主〝英雄アマツ〟殿だ！　心から、感謝いたします」

			「ありがとうございます。これで私達の研究は、次の段階に進むことができます！」

			「アマツ殿は世界の平和を求めていると聞きました。貴方の理想を叶えるために、協力させて欲しい」

			「聖堂騎士団の一員として、尽力致します」

			　そんな台詞を聞いて、俺は喜んでいた。

			　自分の馬鹿さ加減に、吐き気がする。

			　会って日のない連中の言うことを丸っきり信じるなど、正気じゃない。黒歴史というにはキツすぎる失敗だ。

			　結局、その研究がどうなったのかを俺は知らない。

			　ただ、三十年たった今でも、欠損した肉体を修復する術はない。

			　……まあ、そういうことなのだろう。

			　あいつらが俺の体を何に使っているのかは分からない。

			　分かるのは、あいつらが自分の私欲のために俺の殺害に加担したということだ。

			　あいつらは、俺の体を研究材料として渡すように、リューザス達に言っていた。

			　同じ条件を出していたオリヴィアとは折り合いが付いていたらしい。もしかしたら、ジョージ達はあの女と繋がりがあったのかもしれない。

			「我々はアマツに送る装備に細工をするとします。魔力耐性を低くし、脆(もろ)くしましょう」

			「ああ、あと当日の聖堂騎士の動きもお伝えします。他国の方と協力して、城に入るのが遅れるようにしましょう」

			「当日、最初に突撃していくのは三番隊だろう。連中の装備に細工するのも良いな」

			　いやらしく笑みを浮かべ、二人が計画を立てていく。

			　

			「ああ、あと、まだハッキリは言えませんが、利用できそうな者がいます。魔力付与品(マジツクアイテム)の運搬係を押さえれば、色々と仕込むことができるかもしれません」

			　リューザスの記憶で見た会話。その中で、一番記憶に残っているモノがある。

			「何故、アマツの体を求めるかですかな？」

			「あら、そんなこと、決まっているじゃないですか。ねえ？」

			「はははは、その通りだな」

			　涎(よだれ)を啜(すす)るような。丸々と太った豚のステーキから滴る、肉汁のような。

			　欲望に塗れきった表情で二人は言っていた。

			　

			「「――金になるからに、決まっているじゃないですか」」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翼竜(ワイバーン)の襲撃があった日から、二日が経過した。

			　教会図書館と都市での情報収集により、知りたかった情報の多くが手に入っている。

			　まず、忌(き)光(こう)迷宮の情報について。前回の召喚で突破した時と、さほど変わってはいないことが分かった。迷宮への対策は、前回と同じで良さそうだ。ただし、魔物は強化されている。エルフィとのタッグでも、苦戦は覚悟しなければならない。

			　それから、聖堂騎士団が迷宮の討伐に向けて準備をしていることも分かっている。

			　王国、連合国、帝国と各国が迷宮を討伐しているのに感化され、教国でも討伐への機運が高まっている。大方それを受けた教国の上層部――メルト教団の連中が他国に負けられないと、聖堂騎士団へ討伐命令を出したんだろうな。

			　聖堂騎士団の戦闘能力は、他国の戦闘組織と比べても高い水準にある。前回の魔王軍との戦いでも、聖堂騎士団には何度かお世話になった。現在の実力は分からないが、迷宮への対策を万全にした聖堂騎士団が最大戦力で迷宮に挑めば、あるいは討伐が可能かもしれないな。

			　具体的にいつ討伐に向かうかまでは分からないが、聖堂騎士団の動向には注意しておこう。

			　他には、都市で定期的に行方不明者が出ており、聖堂騎士団が調査中だということが分かっている。まあ、これは俺達の行動には関わりがないだろう。

			　次に復(ふく)讐(しゆう)対象の情報について。

			　聖堂騎士団・第二番隊隊長の名前が分かった。俺の復(ふく)讐(しゆう)対象、マルクス・ピエトロ・サンダルフォンだ。

			　何ヶ月か前に、前任の隊長が失踪し、その後任としてマルクスが隊長の座についたようだ。

			　現在も、前隊長は行方不明のまま見つかっていないらしい。

			　それ以外は、大した情報は手に入らなかった。この男については、もう少し情報が欲しいところだな。

			　そして、俺がここに来る原因となった孤児院の老夫婦について。

			　シュメルツから少し離れたところに、小さな森がある。その森に囲まれた場所に、例の孤児院が存在しているようだ。主に戦争などで身寄りを失った子供を引き取っているらしい。

			　孤児院を運営しているのは、かつて聖堂騎士団に所属していた夫婦。ジョージとリリーだ。

			　ルシフィナ達の提案に乗って、俺を裏切った奴らだ。

			　錬金術師(アルケミスト)らしく、俺を殺そうとあれこれと細工してくれやがったクズども。

			　しかし、俺への所業とは裏腹に、連中の評判は良かった。

			　引き取った子供のために尽くす、親切な夫婦。帝国でカレンから聞いた、聖父母という評判そのものだった。

			『孤児院？　ああ、ジョージさんのところですか。身寄りのない子供を引き取っている……本当に良い人達ですよ』

			『前に子供を連れて街を歩いているのを見たよ。子供達はとても楽しそうにしていたよ』

			『ああ、知ってるとも。聖父母、なんて呼んでいる人もいるくらいだからね』

			　誰も彼もが、肯定的な意見ばかりだった。

			　……ふざけるな。私欲のために人を裏切るような連中が聖父母だと？　あの欲望にまみれたクズどもが？

			　冗談じゃない。信じられるわけがない。

			　――だから、孤児院の様子を直接見に行くことにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　聖都シュメルツを離れ、孤児院へ向かう。

			　孤児院は北東の方角にあり、徒歩でもさほど時間は掛からない。

			「はむ……はむ」

			　隣にはエルフィが歩いている。『麗しの青林檎亭』で買ったリンゴパイのようなモノを食べながら。

			「…………」

			　……俺は今、苛立っている。

			　間接的ではあるが、俺を殺した連中を多くの人が褒めている。こんなに腹立たしいことがあるか。聖父母などという表現には、吐き気すら覚える。

			　だから、なるべく一人で行動しようと思ったのだ。偵察にいくだけだから自由にしていいと、エルフィに伝えて。

			　その時のエルフィの呆れた表情は今でも思い出せる。

			『馬鹿者。お前を一人にして、そこを王国の連中に攻撃されたらどうするつもりだ』

			　そう言われて、ようやく冷静さを失っていることに気付いた。あの二人に気を取られすぎて、襲撃される可能性を忘れていたのだ。

			　英雄時代からそうだったか、一つのことに集中しすぎて視野を狭めてしまうのは大きな欠点だな。

			「あむ……。うむ、これはいいものだ。生地の外はサクサク、中はトロトロ、という食感がたまらん。林檎のシャクシャク感もたまらんな」

			　エルフィには、感謝しなくてはならないな。

			「伊織よ。そんなに私を見つめて、どうかしたか？」

			「……いや、なんでもないさ」

			「む。さてはお前、やっぱり私に惚れているな？　奈落迷宮の時から怪しいと思っていたが」

			「違う」

			「ふふん、照れるな照れるな。この青林檎のパイのように麗しく聡明な私に惚れるのは必然だ」

			　その例えがもう既に聡明じゃない。

			「私のセクシーな体を見ることを許そう。感謝するが良い。部下なら泣いて喜んでいただろうからな」

			「違うって言ってるだろ」

			「大丈夫だ、分かってる。ほれ、もっと見るが良い。ほれほれ」

			「…………」

			「ほれほれ、ほれほ――あいたぁ!?」

			　エルフィのお陰で少しだけ、苛立ちが収まった。素直に、感謝しておこう。

			　俺の苛立ちを紛らわすために、わざと道化ぶっているのだろう。

			　……多分。恐らく。きっと。

			　

			　それから数十分後。

			「……あそこか」

			　孤児院があるという森が見えてきた。

			　森といっても、王国と連合国の間にあったウルグスの森ほど深くない。ほとんど魔物が生まれないほどに、小さな森だ。

			「この辺りで……アマツが目撃されているという話だったな」

			　情報収集の中で、聖都の近辺で目撃されたという俺の情報も耳にした。

			　灰色の髪の、長身の男性。数年ほど前に、何度かこの辺りで目撃されたらしい。

			　これだけ聞くとただ俺に似た男を見ただけ、と思わなくもない。灰髪で長身の男など、この世界にも腐るほどいるだろうからな。

			　思わなくもない、が……。偶然の一致とも思えないな。

			「連中に殺されたアマツの怨念が、この森に現れているのかもしれんぞ」

			「だったら、ここにいる俺はどうなるんだよ」

			「…………つまり、アマツは二人いた？」

			　そんなわけあるか。

			　森の中を進む。会話しながらも、警戒は怠らない。

			「……あちこちに〝土巨人(ゴーレム)〟がいるな」

			　エルフィの魔眼で、森のあちこちに土巨人がいることが分かった。近付いても攻撃してこないことから、監視用なのだろう。

			　情報収集の時にも、この森にはごく稀に生まれる魔物や、迷子になる子供を守るために土巨人がいると聞いている。

			　あちらは、既に俺達に気付いているだろう。今回はあくまで偵察だ。バレても問題ない。

			　監視の方法や、位置、数などを把(は)握(あく)しながら先へ進む。次にここへ来る時に、バレずに侵入できるように。

			　それから十数分後、俺達は何事もなく孤児院に到着した。

			「……外見は、普通だな」

			　森の奥にあったのは、ごくごく普通の孤児院だった。

			　夫婦で運営しているというだけあって、規模はそれほど大きくない。庭には遊具が並んでおり、子供が遊んでいるのが見えた。

			　特に、おかしな様子はない。

			　外見を眺めていると、中から人が出てきた。

			　緑髪の三十代後半くらいの、神経質そうなツリ目の女性だ。

			　……おかしい。外見が以前とほとんど変わっていないだと？

			「……どうかされましたか？」

			　やってきたリリーが声を掛けてきた。明らかに、こちらを警戒している。

			　それに、俺達はあらかじめ決めていた台詞で対応した。

			「すいません。シュメルツの近くに孤児院があると聞いてきたのですが、ここで間違いないですか？」

			「ええ、そうですよ。何か用でも……？」

			「はい、ここに知り合いがいないか、と思いまして」

			「……知り合い？」

			　リリーに対して、嘘の名前と設定を語っていく。

			　自分達は以前、教国のある村に住んでいたが、魔王軍の攻撃によって村が滅び、皆バラバラに散ってしまった。だから、村の知り合いを探して、教国にある孤児院を見て回っている、と。

			「そうでしたか……」

			　リリーは気の毒そうな表情で、俺達の話を聞いていた。

			　それが、苛立つ。リューザスの記憶で見たような、欲望にまみれた表情が嘘のようだ。

			「分かりました。中へお入りください」

			　思惑通り、孤児院の中に入れてもらえることになった。

			　断られることも想定していたのだが、驚くほど上手くいった。

			　……スムーズすぎる。悩む素振りも見せないなんてな。

			「ああ……申し遅れました。私はリリー・ファミナ・エルヴァナヒトと申します。この孤児院を主人とともに運営しております」

			　姓は変わっているが、リリーで間違いないな。

			「ご評判は伺っています。聖父母と呼ばれているとか」

			「そんな大げさな。私達はただ、自分達のために孤児院を運営しているにすぎません。子供の顔を見るのが好きなんです」

			「それは素晴らしい……。どうやら噂に違わぬ人達のようです」

			　自分で言っていて吐きそうだ。

			　それから、気になっていたことを聞いてみた。随分と、お若いんですね、と。

			　あれから三十年経過している。だというのに、ほとんど老けていない。

			　オリヴィアも、そうだった。

			　俺の言葉に、リリーは嬉しそうに笑って言った。

			　――子供と触れ合っていると、若さがもらえるんですよ、と。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――結果から言おう。

			　魔術的な仕掛けはいくつも見つけたが、おかしなモノはなかった。

			　やや監視の目が多かったが、トラウマを抱える戦争孤児が多いここでは不自然ではない数だ。

			　唯一怪しかったのは、奥の方にあった厳重に封印を施された部屋だ。

			　さり気なくリリーに尋ねると、自分達は錬金術師だと説明した上で、あれは錬金術の実験室だと答えた。研究の結果を売って得た金と、教国からの支援で孤児院を運営しているらしい。

			　危ないから、子供が立ち入りできないようにしているようだ。

			　説明に、おかしな点はない。

			　ここにいる子供にも、変わった点はなかった。

			　小さな子供達は、元気そうにしていた。

			　亜人の子供を何人か見掛けたが、亜人に対する当たりが弱くなった教国ではそれほど珍しくはない。こっそりとエルフィとともに話し掛けたが、変なことをされている風でもなかった。

			　それどころか、

			「二人はとっても優しいんだよ！」

			「おやつたくさんくれるし！」

			「二人が僕の家族を見つけてくれたんだ！　もうすぐ会えるの！」

			「昨日、シーナが家族に会いに行ったんだよ」

			　と、かなり、好意的なようだった。

			　念のために洗脳されていないか調べたが、それもなかった。

			　ジョージにも会った。

			　こいつも、かなり若々しかった。当時とほとんど外見が変わっていない。

			　だが、おかしな点は、それだけだ。

			　二人は孤児のために尽くしており、子供達も幸せそうにしていた。

			　普通以上に、良い孤児院だった。

			　何も、なかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　当然、孤児院の中に知り合いがいるはずもなく、俺達は礼を言って帰ることになった。

			「ファミナの方にも孤児院があります。そちらにも行ってみたらどうでしょう」

			「お力になれなくて申し訳ない。お二人が同じ村の人に出会えるのを祈っております」

			　別れ際、二人は気の毒そうな表情でそう言っていた。

			　俺を殺した時とは違う、善良な夫婦に見えた。

			「……善良、すぎる」

			「作り物かと思えるほどにな」

			　何もなかった。

			　しかし、あいつらが何もしていないわけがない。何か、裏で悪事を働いているはずだ。

			「……だが」

			　そんな思考は、エルフィの一言に断ち切られた。

			「子供達は、幸せそうにしていたな」

			「――――」

			「……どうするんだ？」

			　静かに、エルフィは聞いてくる。

			　あの二人を殺すのかと。

			「もし、あの二人がお前を裏切ったことを悔いていて」

			「…………」

			「その償いとして、この孤児院を運営しているとしたら。伊織、お前はどうするんだ？」

			　俺は。あいつらのせいで、死んだんだ。

			　あいつらに殺されたんだ。

			　あいつらが、後悔して、償いなどしていたとしても、それは変わらない。

			　憎い。後悔していようが、自己満足の償いをしていようが。何も変わらず、俺はあいつらが憎い。今すぐに戻って殺してやりたいくらいに。

			　だけど。

			　本当に二人が償いのために、この孤児院で子供を育てているとしたら。俺があの二人を殺したら、子供達はどうなるんだ。

			「伊織がどんな選択をしようと、私はそれを尊重する」

			　俺は。

			「それでも、俺は……」

			　――結局。

			　その先の言葉は、シュメルツに到着しても出てこなかった。

		

	
		
			　

			第三話　『復(ふく)讐(しゆう)か、心象か』

			　

			　孤児院から帰ってきた翌日。ベッドで横になったまま、孤児院での光景を思い出していた。

			　戦争で家族や住む場所を失った子供達。英雄として戦ってきた時も、彼らのような存在は幾度となく目にしてきた。大切な人を殺され、住んでいた村や街を奪われ、泣いている子供達を。

			　――その泣き顔を笑顔に変えられたら、どれだけ良いだろうと。

			　英雄時代に俺はそう思った。それは今も変わっていない。助けたいという心象(こころ)は何一つとして。綺麗事だとか、偽善だとか、そういう言葉は振りきって、確固たる意志として持っている。

			　――だが。

			　腕を斬り落とされ、胸を貫かれた痛みを覚えている。

			　用無しだと嘲(あざ)笑(わら)うあいつらの顔を覚えている。

			　リューザスの記憶で見た、私欲のために俺を裏切ったあいつらの顔が頭に焼き付いている。

			「……許せない」

			　憎い。あいつらは許せない。

			　改心？　俺の知ったことか。

			　どれだけ謝ろうが、覆水は盆に返らない。俺を裏切ったという過去は変わらない。

			　四肢を斬り落として、傷口を火で炙って、眼球を抉(えぐ)りとって、鼻と唇をそぎ落とし、際限ない苦痛と絶望に叩き落として。俺を裏切ったのは間違いだったと後悔させて、謝罪させて、その上で殺してやりたい。

			　そんな憎しみで塗りつぶされた思考を、あの孤児院の子供達の笑顔が凍らせる。

			「……笑っていた」

			　そう。子供達は、笑っていた。

			　まだ五、六歳の小さな子もいた。教国では肩身が狭いであろう亜人もいた。それぞれが家族や友達や住んでいる場所を失ったというのに、笑っていたのだ。

			　彼らを笑顔にしたのは、ジョージとリリーだ。二人を殺せば、俺が彼らの笑顔を奪うことになる。

			　復(ふく)讐(しゆう)を優先するのか、心象(りそう)を優先するのか。

			「俺は……俺は――」

			「――魔王キィィック!!」

			「ごはッ!?」

			　脇腹に衝撃が走り、ベッドから叩き落とされた。顔面から床に落下して、ゴロゴロと転がる。

			「……痛ってぇ」

			　俺のベッドの上に、憮然とした表情のエルフィが立っていた。

			　それも、右足を突き出して、蹴りの格好で。
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			「……何しやがる！」

			　体を起こして睨みつけると、エルフィは「ふん」と鼻を鳴らした。

			「さっきから悩みすぎだ」

			「な……。お前、俺がどんな選択をしても尊重するって言ってたじゃねえか」

			「うむ。それはその通りだ。伊織の選択は尊重するし、私はそれを受け入れよう」

			　だがな、と指を突き付けてくる。

			「さっきから一人でブツブツブツブツと……。辛気臭いにも程がある。せっかくの林檎パイが不(ま)味(ず)くなるだろう」

			「あのなぁ……！　俺は、むぐっ」

			　口を開いた瞬間、林檎パイを突っ込まれた。

			「見ておれん。このまま部屋にいても暗くなるばかりだ。外に出るぞ外に」

			　今日は注文していた靴が完成する日だろう、とエルフィが外へ出る支度を始めた。

			　その横暴さに憤(ふん)慨(がい)しながら、口の中のパイを咀(そ)嚼(しやく)する。

			「……ほら、行くぞ」

			　倒れたままの俺に、エルフィが手を差し伸べてくる。

			「……ああ」

			　その手を取り、気分転換がてら、靴を取りに行くことにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いらっしゃいませ。ご注文頂いた靴は完成しております……！」

			　やや興奮した面持ちの店員から渡されたのは、靴型の魔力付与品(マジツクアイテム)だった。

			　冒険者が好んで履くような、機動性と頑丈さを重視した魔物の皮で作られたブーツ。そこに、分割された覇王烏賊(クラーケン)の魔核が埋め込まれていた。

			　その靴が持っている効果は二つあるようだ。

			　一つ目は魔力を流すことで発動する加速(ブースト)だ。水の魔力を靴から放出することで、瞬間的な加速が可能なようだ。

			　直線上にしか動けないから注意しろ、という店員の言葉に頷く。

			　そして二つ目。これは覇王烏賊(クラーケン)の魔核の性質を利用した効果だ。靴に魔力を流すと、足元の状況に関係なく、移動することが可能になるらしい。

			　これがあれば、霊山のような足場が不安定な場所でも、関係なく戦うことができる。しかも、水の上を滑って移動することも可能のようだ。

			　かなりいい物が手に入った。多めに代金を支払い、ホクホクとした気分で店を後にする。

			「剣といい、鎧(よろい)といい、また、良い装備を手に入れたな」

			「ああ、良い靴だ。『蒼(そう)碧(へき)の靴』とでも名付けようか」

			　帰ったら、早速この靴に履き替えて効果を試そう。

			「そういえば、お前は何か装備を買わなくてもいいのか？」

			　出会ってから、エルフィはずっと同じ服を着ている。漆黒のドレスだ。

			　洗濯しているところも見たことがない。

			「…………」

			「失礼なことを考えているな。魔王キックしていいか？」

			「考えてない」

			　まあいい、とエルフィは自分のドレスを摘(つま)む。

			「これは私の魔力で構成した物でな。フルプレートの鎧(よろい)なんかよりも、よっぽど防御力は高いぞ。……洗わなくてもいいしな」

			「へぇ。いいな。魔力で作れるんだったら、俺の装備も何か作ってくれよ」

			「別にいいが……私の強力な魔力を直に纏(まと)い続けることになるから、多分今の伊織だと魔力に耐えられないぞ」

			「耐えられない？」

			「ああ。全身の穴という穴から血が噴き出ることになる。それでもいいなら作るぞ？」

			「いらん」

			　死ぬわ。

			「伊織が何か買ってくれるなら、受け取ってやってもいいぞ」

			「お前、金は十分持ってるだろ」

			「贈り物は別腹だ」

			「……考えておく」

			　それから、ぶらぶらと聖都の中を歩きまわった。温泉都市などと比べると清掃が行き届いていて、街は比較的綺麗だ。エルフィも感心していた。

			「しかし、ものものしい連中が多いな」

			　都市のあちこちにいる聖堂騎士団を見て、エルフィがそう呟いた。

			「最近、行方不明になる人がポツポツいるらしい。それを警戒してるのかもしれないな」

			　そんな話をしながら、エルフィに引っ張られ、食い歩きをしながら都市を歩いた。

			　宿に帰ってきた頃には、すっかり日が暮れていた。知らないうちに、結構な時間歩き回っていたらしい。

			　夕食を終え、部屋で落ち着いた頃。俺は、自分の中である答えを出していた。

			「エルフィ、俺は――――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――孤児院に来訪者があった翌日の早朝。

			「ユーマ君！　バイバイ！」

			「元気でね！」

			　孤児院の入り口で、子供達が涙を流しながらユーマの見送りをしていた。

			　ユーマは魔王軍のせいで村を焼かれ、家族と離ればなれになってしまった妖精種(エルフ)だ。去年、ジョージとリリーに連れられて、この孤児院にやってきた。

			「みんなぁ……！　また、会いに来るからね……！」

			　見送られるユーマは、顔をクシャクシャにし、子供達に手を振る。

			　孤児院には亜人が多くいる。ジョージ達は分け隔てなく人間にも亜人にも接しているため、孤児院の中には差別はない。人間も亜人も関係なく、皆が家族だ。

			「行っちゃった……」

			　ジョージとリリーに連れられて、ユーマは森の方へ歩いていった。

			　ユーマの家族はすぐ近くに来ていて、聖都で再会するんだとジョージは言っていた。

			「……いいな」

			　ユーマに手を振っていた子供の一人――ミシェルは小さな声でそう呟いた。

			　これからユーマは家族と幸せに暮らすのだろう。孤児院には皆がいるから寂しくないが、それでも本当の家族に会えるのは羨ましい。

			「シーナちゃんも、家族に会いに行っちゃったし……」

			　森の中に消えていったユーマを見て、ミシェルは寂しそうに呟いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミシェルは聖都シュメルツから南西の方角にある、のどかな村で暮らしていた。

			　裕福というわけではなかったが、父、母、姉とともに過ごす日々は幸せだった。

			　父がくだらないことを言い、ミシェルと姉が冷たい目をして、母だけが大笑いする。姉と一緒に畑仕事のお手伝いをして、父と母に褒めてもらう。月に一度、父が街で買ってきてくれる果実のパイを皆で楽しみにする。

			　そんな他愛もない生活が、ミシェルは好きだった。

			　しかし、長続きはしなかった。二年前、村の近くで大量の魔物が発生したのだ。

			　村は魔物で埋め尽くされ、その時にミシェルは家族と離ればなれになってしまった。

			「パパ、ママ……お姉ちゃん。どこ……」

			　家族は見つからず、お腹が減って、どうしていいか分からない。そんな時に、たまたま聖堂騎士団の人に拾われた。そして、この孤児院に連れてこられたのだ。

			「ミシェル。家族が見つかるまでは、ここが君の家だ」

			「遠慮せず、何でも言ってちょうだいね」

			　不安で仕方なかったミシェルを迎えたのは、優しそうな夫婦だった。

			　ジョージとリリー。二人は家族が見つかるまで、ミシェルの面倒を見てくれると言った。

			　孤児院は聖都シュメルツから少し離れたところにある、森に囲まれた場所にあった。建物は綺麗で、中には子供のための玩具(おもちや)や絵本がたくさん置いてある。庭には遊具もあった。

			「今日から新しい仲間が増える。ミシェルだ。皆、仲良くしてあげて欲しい」

			　孤児院にやってきたミシェルを待っていたのは、たくさんの子供達だった。

			　ミシェルと同じように家族と離れ離れになった子、家族を失ってしまった子。人猫種(ワーキヤツト)や、妖精種(エルフ)の子供もいた。

			「亜人がいるなんて……ちょっと怖い」

			　ミシェルは最初、そんな風に思っていた。

			　村に亜人は一人もいなかったし、亜人はメルト様の教えに背く存在、なんて言う人もいる。

			　亜人は悪い存在なんじゃないか。そう不安に思うミシェルに、リリーは言った。

			「人も亜人も何も変わらないわ。皆それぞれ、いいところがあるのよ？」

			　半信半疑のミシェルだったが、すぐにリリーの言ったことが正しいと分かった。

			　孤児院にいる子供は皆、分け隔てなくミシェルに接してくれた。

			　それでも、家族と離れ離れになり、ミシェルは心細かった。それに、ミシェルは元々口下手で、あまり他人と喋るのが得意ではなかった。分け隔てなく接してくれても、上手く返せず、あまり馴染めずにいた。

			　そんなミシェルを元気づけてくれたのが、シーナだった。

			「私、シーナっていうの。ミシェルちゃん、よろしくね！」

			　活発そうな短めの茶髪と、頭から生えた二本の猫耳。太陽のような明るい笑顔を浮かべた、人猫種(ワーキヤツト)の少女だ。

			　シーナは、ミシェルが寂しい思いをする暇がないくらい、一緒にいてくれた。

			『ねねね！　ミシェルちゃんの髪、綺麗だよね？　何かしてるの？』

			『ねぇ！　遊ぼうよ！　眠い？　駄目駄目!!　行くよ！』

			『じゃーん！　ミシェルちゃん誕生日だったよね？　これ！　花で作ってみた！』

			　正直、最初は鬱陶しかった。声が大きいし、強引だったから。

			　だけど、そんなシーナの明るさに触れているうちに、落ち込んでいるのが馬鹿らしくなってきた。

			　自分と同じ境遇の子がこんなに元気なのに、自分は何をグズグズしているのかと。

			　そう思ってからすぐに、お互いに親友と呼べる存在になっていった。

			　シーナのお陰で、二(ふた)月(つき)も経つ頃にはミシェルも孤児院に馴染むことができた。

			　メルト様の教えを勉強しなくちゃいけないとか、勝手に外に出ちゃいけないとか、夜は出歩いちゃいけないとか、面倒くさいこともあったけど、孤児院での生活が楽しくなっていた。

			　友達もたくさんできたし、ジョージとリリーはとても優しい。

			　たまに友達が家族を見つけて出て行ってしまうのは寂しいし、家族に会えないのは辛かったが、それでもミシェルは幸せだった。

			「ミシェルちゃん！　いつか家族が見つかったら、私のこと紹介してよ」

			「どうして……？」

			「私の家族にも、ミシェルちゃんのこと紹介するから！　そしたら、私達二人の家族と一緒に、温泉都市とかに旅行に行ってみない？」

			「……旅行。行きたい」

			「でしょでしょ！」

			　二人で作った料理をお互いの家族に振る舞うとか、お泊り会をするとか。シーナと、そんな約束をしたりもした。

			　そんな生活が二年も続き……、ジョージとリリーから、シーナの家族が見つかったという報せが届いた。

			「そっかぁ……。お母さん達に会えるんだ……」

			　ポロポロと涙を零し、シーナは喜んでいた。

			　いつもは明るく、はっちゃけていたシーナが涙を流して喜んでいる。それを見て、ミシェルは心の底から、「良かったね」と思った。シーナと離ればなれになるのは、凄く寂しかったけれど。

			　少し落ち込むミシェルに、涙を拭ったシーナは言った。

			「ミシェル。そんな顔しないで！　ミシェルの家族もすぐに見つかるよ」

			「……でも」

			「大丈夫。それに、またミシェルに会いに来るから。旅行、約束したもんね」

			「……うん。約束」

			　約束を胸に刻む。そうして二日前に、シーナは孤児院を去っていった。

			「ん……っ」

			　頬をペチっと叩き、ミシェルは気を取り直す。

			　こんな風に落ち込んでいては、シーナに笑われてしまう。

			　それに、十二歳のミシェルは、孤児院の中では比較的大きな方だ。自分が落ち込んでいては、年下の子も不安になってしまう。

			「……よし」

			　ジョージ達はユーマを送りに出て行った。あとのことを頼むと、二人に言われている。

			「皆、中に戻るよ」

			　シーナや家族と再会するまでに、精一杯成長して驚かせてやろう。

			　他の子達に指示を出しながら、ミシェルはそう決意するのだった。

		

	
		
			　

			第四話　『幸せの裏側』

			　

			　ユーマを見送った夜。

			　夕食を終え、入浴した子供達は性別ごとに寝室に分かれ、布団で寝入っていた。

			「ん……」

			　ふと、ミシェルは喉の渇きで目を覚ました。

			　外はまだ暗く、周囲からは眠りについた子供達の寝息が聞こえている。

			　変な時間に起きちゃったな、と思いながら、ミシェルは静かに部屋から出た。

			　灯りはなく、廊下はシンと静まり返っていた。とっくに消灯時間を迎えているため、起きている者もいない。いつもの賑やかな孤児院とはかけ離れた静けさが、ミシェルは少し怖かった。

			（けど……怖がってちゃシーナに笑われる）

			　今の自分を見られたら、間違いなくシーナにからかわれてしまう。昼に成長すると決めたのだから、いつまでも夜におびえてはいられない。

			　フンと鼻を鳴らすと、ミシェルは堂々とした足取りで下に降り、水を飲んで喉を潤した。

			　用を済ませ、部屋に戻ろうとした時だ。

			「――――」

			　遠くから、リリーとジョージの声がした。よく聞こえないが、何か慌てているような様子だ。

			「……どうしたんだろう」

			　二人に何かあったのかもしれない。シーナがいなくなった今、彼女の分まで自分がリリー達を支えなくてはならない。

			「……よし」

			　一瞬の逡(しゆん)巡(じゆん)の後、二人を心配したミシェルは声の聞こえた方に行ってみることにした。

			　声の方向へ進んでいくと、大きな扉が見えてきた。リリー達から、入ってはいけないと厳しく言われている部屋だ。

			「……？」

			　いつもはどうやっても開かない扉が、何故か小さく開いていた。今なら、扉の先へ進むことも可能だろう。

			　言いつけを守って帰るか、この部屋の先へ進むか。

			　悩んだ末、ミシェルは先へ進んでみることに決めた。

			　万が一、リリー達に何かが起きていたら心配だ。

			　……それに、正直中がどうなっているのか気になる。

			　音を立てないように扉を開けると、ミシェルは忍び足で中に踏み入った。

			　中には一切の灯りがなく、薄暗い。

			　姉から習った魔術で灯りを付け、ミシェルはゆっくりと先へ進んでいく。

			　しばらく進んだ先に階段があった。その下は暗闇に覆われていて、何があるのか分からない。

			　階段の先がポッカリと開いた怪物の口のように見えて、ミシェルはブルリと体を震わせた。

			　恐る恐る、ミシェルは下へと降りていく。

			「リリー……ジョージ……？」

			　呼び掛けてみるも声はない。ただ、グワングワンと何かが動く音が遠くから聞こえている。

			「……！」

			　長い階段を降りきって、ミシェルは息を呑んだ。進んだ先にあったのは、かなり広い通路だったからだ。いくつかに枝分かれしており、色々な部屋が見える。

			　天井に設置された灯りが、地下を照らしていた。

			（地下にもう一つ、お家があるみたい）

			　試しにいくつかある扉の一つに手を伸ばすも、鍵が閉まっているのかまったく開かない。

			　耳を当ててみるも、中から音は聞こえない。

			「……む」

			　開いている部屋を探して、ミシェルは先へ進んでいく。

			　この時既に、最初の目的よりも、地下の探検という好奇心が勝っていた。

			　秘密基地みたいな地下を、キョロキョロしながら歩き回る。

			　廊下は頻繁に掃除されているのか、埃がほとんどなく綺麗だ。夜なのに灯りが付いていて、少し目がチカチカする。

			「――――」

			「…………？」

			　しばらく歩いていると、遠くから小さく声が聞こえてきた。

			　進んで行った先には今までとは少し雰囲気の違う、鉄の扉があった。扉の隙間から灯りが漏れている。

			　中に誰かがいるようで、ブツブツと小さな声が聞こえてきた。

			「ジョージ……？」

			　恐る恐るミシェルはその鉄扉に近づき、音を立てないように中を覗(のぞ)いてみた。

			「……っ」

			　扉を開けた瞬間、中から形容しがたい悪臭が漂ってきた。この部屋は掃除をしていないのか、酷く生臭い。昔、父親が釣ってきた魚のような臭いだとミシェルは思った。

			　扉から見える範囲に、見たことのない器具があった。奥には大きな椅子のような物がいくつも並んでいる。

			（実験室……かな？）

			　二人は昔、凄腕の錬金術師だったという話を聞いたことがある。

			　この部屋は、その実験をしている部屋なのかもしれない。

			　どんな実験をしているのかに興味を惹かれ、ミシェルはさらに扉を開いた。

			（……え？）

			　部屋に並んでいる椅子に、見知らぬ人が座っていた。

			　布で目隠しされており、口にも猿(さる)轡(ぐつわ)を噛まされている。両手足を椅子に縛り付けられており、身動きが取れなくされていた。

			　ジョージではない。

			「……！　……!?」

			　猿轡の下で何かを叫んでいるのか、くぐもった声が聞こえてくる。縛られた手足を解こうと藻掻いており、カタカタと小刻みに椅子が揺れている。

			「――んふふぅ」

			「……っ」

			　その時、ミシェルの死角から上機嫌そうな男の笑い声が聞こえてきた。生理的な嫌悪感を覚える、にちゃにちゃと湿った音が混ざっている。

			　こちらも、ジョージの声ではない。

			　声の主が見えるまでに扉を開き、ミシェルは叫びそうになった。

			「はぁ……はぁ……」

			　豚の魔物のように肥え太った、全裸の男がいた。

			　息を荒くしており、全身が汗塗れでテラテラと光っている。全身に蓄えられた贅(ぜい)肉(にく)が、呼吸の度にプルプルと揺れている。髪型だけは綺麗に整えられており、それが余計に気持ち悪さを増していた。

			（なに……あれ……）

			　さっきから漂っているこの臭いは、あの男から漂っているようだ。吐き気を催すようなおぞましさに、ミシェルは体を凍らせていた。

			「あー、可愛いよぉ。んふー、んふー」

			　見れば、その男は何かに跨(またが)っていた。何をしているのかは分からないが、汗塗れの体をニチョニチョと擦りつけている。

			（何を、して……）

			　扉を少し開けて、その男が何をしているのかを覗(のぞ)き見る。そして、呼吸が止まった。

			「ぁ……え……？」

			　男の下にある何かをミシェルは知っていた。

			　肩口まであるクリーム色の髪に、髪と同じ色の猫耳。家族に会えると、喜びながら孤児院を出て行った親友。

			「シーナ、ちゃん……？」

			　あり得ない。そう否定するも、男の下にいる人猫種(ワーキヤツト)は、どう見てもシーナだった。

			　服は着ておらず、全裸の状態で転がっている。殴られたのか、肌には痛々しい痣がいくつも浮かんでいた。まるで何日も食事をしていないかのように痩せ細っており、意識を失っている。

			（なんで……？　どうして……？）

			　シーナは二日前にリリー達に連れられて、孤児院から出て行ったはずだ。

			　どうして、こんなところにいる？　シーナに跨(またが)っているあの気持ち悪い男は一体誰？

			「んふ、こんなに痩せちゃって、可哀想にぃ。寒いでしょぉ？　僕が温めてあげるからねぇ」

			　ねっとりとした口調で、男がシーナに声を掛けている。脂ぎった体をシーナに押し付け、ニタニタと吐き気のするような笑みを浮かべて。

			「……!?　……!?」

			　ガタガタと、奥の椅子が一際大きな音を立てた。椅子に乗せられている男が暴れているのだ。

			「……」

			　動きを止め、豚のような男が椅子の方を見た。

			「うるさいなぁ!!　僕は今、この子と仲良くしてるの!!」

			「…………！」

			「んぁあああああ!?　僕はうるさいって言ってるのにッ！」

			　癇(かん)癪(しやく)を起こした男が叫びながら体を震わせる。勢い良く起き上がると、脂肪を震わせながら男は椅子の元へ歩いていく。

			「僕の言うことを聞かない奴はなぁ、こうだぞ!?」

			　椅子から延びているコードの先に、無色の大きな石のような物がある。

			　男はそれに触れて、何かの呪文を唱えた。

			　――直後。

			「んんんんんんん――――！」

			　椅子の上に乗っている男が跳ね上がった。

			　陸に打ち上げられた魚のように、縛られた状態のまま暴れ回る。その間、猿轡の下からくぐもった絶叫が響く。

			「……！」

			　変化は劇的に現れた。

			　男性の体が、徐々に痩せ細っていく。全身の水分が抜け落ちていくかのように、肌が土気色に変わっていった。体が細くなったことで、目隠しと猿轡が地面に落ちた。

			「ががががばっがばばばっ」

			　泡を吹き、目を見開き、男が叫ぶ。

			　あまりの光景に、ミシェルは声を出すことすらできない。

			　数分後、糞(ふん)尿(によう)を垂れ流しながら暴れ回る男の勢いが、徐々に弱くなっていく。そして、ガリガリのミイラのような状態で男は息絶えた。窪みきった目と、大きく開かれた口は、男が受けた苦痛の大きさを物語っていた。

			　コードの先にあった無色の石が、いつの間にか血のように赤くなっている。まるで男の血を吸ったかのような、おぞましい赤だった。

			「シーナちゃん！　これで僕達の邪魔をする奴はいなくなったよ！」

			　その光景を見ても何も感じていないのか、男は嬉しそうに床で眠るシーナに声を掛けた。

			「んふー、眠ってる顔、可愛いよぉ」

			　男がシーナに顔を近づけ、頬を舌で舐める。

			「んっ、ふひゅ！　美味しいッ！　んおいしぃよぉ！」

			　あまりの光景に、ミシェルの理解が追いつかない。何が起きているのか、まったく分からない。

			「んんぅ」

			　興奮が最高潮に達したのか、男はビクビクと体を震わせながら仰け反った。部屋の生臭さが、より一層増す。

			「ふぅぅ。んじゃあシーナちゃん。もう一回あの椅子に座ろうねぇ。ちょっとずつ魔力を吸い取ってあげるからね」

			　男は息を吐いた後、シーナを持ち上げて椅子の方へ引きずっていく。ズルズルと、衰弱しきったシーナは無抵抗で運ばれていくだけだ。

			「シーナちゃんの叫び声はぁ、さっきのカスと違って可愛いんだよねぇ。あはぁ、こんな可愛い女の子がガリガリになって死ぬなんてぇ、たまらないよぉ……」

			　助けなければ。ミシェルの頭にそんな考えが浮かぶ。

			　しかし、体は一向に動かなかった。それどころか、カタカタと震えて、今にも倒れこんでしまいそうだった。

			　その時、キィと鉄扉が音を立てた。

			「だぁれ」

			「ひっ」

			　男がバッとこちらを振り返る。目があった。

			「だれ……？　お前、ママじゃないな!?」

			「ひ、あああああああっ!?」

			　次の瞬間には、ミシェルは逃げ出していた。部屋に背を向けて、無茶苦茶に走る。

			　頭の中にあった考えはすべて恐怖に塗りつぶされ、グチャグチャになっていた。

			（逃げなきゃ、逃げなきゃ、逃げなきゃ、逃げなきゃ！）

			　走る。走る。走る。走る。

			　躓(つまず)きそうになりながら、ただ走り続ける。

			　後ろから男の声がした。扉を開けて、外に出てきたのだろう。

			（隠れなきゃ……）

			　近くにあった部屋に入ろうとするも、鍵が閉まっている。

			　次も、その次も開かない。

			　泣きながら開く扉を探し、六個目の扉がようやく開いた。

			　一目散に中へ飛び込もうとして、想像を絶する悪臭に、ミシェルの動きが止まった。

			「うっ……」

			　先程の部屋など比べ物にならないほどの臭い。

			　それが死臭であると、ミシェルはすぐに気が付いた。死体が山積みになっていた。

			　椅子に座らされていた男のように、ガリガリになっている。

			　この臭いは、この死体達のものだ。

			「ぁ……あぁ」

			　大人も子供も、男も女も関係なく、数十の死体が無造作に転がっている。

			「…………え？」

			　その中の死体の一つが、目についた。

			　山の上にある、割りと新しい、小さな男の子の死体だ。

			　黄色の髪と、干からびた長い耳には見覚えがある。つい、今日の朝に孤児院を出て行った、妖精種(エルフ)の少年。

			「ユーマ……くん？」

			　そう口にした瞬間に、ミシェルは気付いた。

			　気付いて、しまった。

			　――転がっている死体のいくつかに、見覚えがあるということに。

			　家族が見つかったと、孤児院を後にした子供達だということに。

			「うぶ……」

			　吐瀉物を床にぶちまけ、ミシェルはフラフラと後退る。

			　部屋の扉が、乾いた音を立てて閉まった。

			「見てしまったようだね」

			　不意に声を掛けられ、ミシェルはバッと振り返る。そこには、悲しそうな顔をしたジョージとリリーが立っていた。

			「どうして私達の言いつけを破ったの？　入っちゃ駄目だと言ったでしょう」

			「あ、あ。ゆ、ユーマ君が、ユーマ君が！　それだけじゃないの、他の子も！　み、みんな死んでて、その部屋で……」

			　支離滅裂な言葉で訴えるも、二人は酷く落ち着いた顔をしている。

			「ああ、知っているとも」

			「それがどうかしたのかしら？」

			　その冷静さに、ミシェルは自分の体が急速に冷えていくのを感じた。

			「まったく……貴方は間が悪いわね。よりによって、こんな時に入ってくるなんて」

			「封印し忘れていたか」

			「ジョージ、今後は気をつけてちょうだい。それで前も子供が入ってきちゃったんだから」

			（二人は一体、何を言っているの……？）

			「残念だよ、ミシェル」

			「ええ、本当に」

			　二人が見てくる。

			　いつものように、穏やかな笑みを浮かべている。

			　ただし、その目は人間に向けているとは思えないほど、無機質だった。

			「何を言ってるの……!?　そ、そんなことより、シーナちゃんが！　ば、化物に襲われて!!」

			　ピクリと、二人が動きを止めた。

			「……化物？」

			「そ、そう！　ぶ、豚のッ！　豚の化物が――」

			　刹(せつ)那(な)、ミシェルの視界が赤く染まった。床に勢い良く倒れこみ、地面に背中を強打する。

			　殴られたのだと気付いたのは、数秒後のことだった。

			「貴様ァアアア!!　私達の息子を化物呼ばわりするなぁ!!」

			「ダーちゃんを馬鹿にするんじゃないわよ、このブスッ!!」

			　ジョージが顔を真っ赤にして怒鳴り散らし、リリーは甲高い金切り声をあげる。

			「家畜の分際でぇ！　今すぐ魔力を搾り取って殺してやるッ！」

			　ミシェルはもう、何も理解できていなかった。

			　一杯一杯で、脳に情報が入ってこない。

			　その場から走りだしていたのは、命の危機が迫っているということを本能が悟っていたからだろう。背後から、二人の絶叫が聞こえている。振り返ることなく、ミシェルは走り続けた。

			「――――」

			　ボゴッ、と奇妙な音が響いた。直後、目の前の通路の床が大きく盛り上がる。

			「な、なに……」

			　それは徐々に大きくなっていき、やがて三メートルほどの人型になった。

			　全身が床の材質で構成された土巨人(ゴーレム)だ。

			　固まるミシェルに向けて、土巨人が大きく腕を振りかぶった。

			「ぁ――」

			　大人の胴ほどもある土巨人の腕が振り下ろされた。

			　ミシェルを押し潰そうと、豪速で腕が迫る。死の恐怖に身が竦(すく)み、ミシェルはそれを見ていることしかできなかった。

			「助けて……」

			　走馬灯はなかった。

			　死の直前。最期にミシェルは絞りだすようにそう呟いて、土巨人の腕に押し潰され――。

			「――――ああ」

			　――その呟きに、応える者がいた。

			　ズドンと音がした。地下を震わせるその音に、ミシェルが瞑(つぶ)った目を開く。ミシェルを潰すはずだった土巨人の腕が、地面に落ちていた。

			「――――」

			　最初に目に入ってきたのは、長い灰色の髪だった。布を体に巻いただけの簡素な格好をした、長身の男性。見知らぬその男が、土巨人から庇(かば)うようにミシェルの前に立っている。

			「……だ、れ……？」

			　男がゆっくりと振り向く。ミシェルを見て、男は少し困ったような顔をしながら言った。

			「――アマツ、らしいよ」

		

	
		
			　

			第五話　『英雄を騙る人形』

			　

			　死の危機を迎えたミシェルの下へ、颯(さつ)爽(そう)と現れた男。灰色の髪に、黒い瞳、スラリとした長身の青年だ。

			「アマ……ツ」

			　目の前の青年が語ったのは、英雄の名前だった。

			　かつて、王国で召喚され、世界を救う一歩手前にまで至った勇者。

			　いくつものお伽話で語られるその存在を、当然ミシェルも知っていた。

			　灰色の髪と、逞しい長身。強い意志を灯した、黒い瞳。人外の領域にまで踏み込んだ、最強の戦士。

			　眼前の青年は、確かに灰色の髪を持つ長身だ。瞳の色も、伝承と同じ黒。

			　しかし、英雄と呼ぶにはあまりに覇気がない。

			　村で畑仕事をしていても違和感のない、そんなおとなしそうな顔つきをしていた。

			　また、髪も手入れされていないのか、腰まで伸びてしまっている。

			「あー」

			　ミシェルの視線に、青年は気まずそうな表情で頭を掻いた。

			「……呼び名ってだけで、別に本物のアマツってわけではないよ。ぼくはただの……でき損ないだからね」

			　寂しそうな、切なそうな――そんな声色だった。でき損ない、その言葉の意味を理解できず、ミシェルが問いを口にしようとした時だ。

			　青年――アマツの背後で、それまで沈黙していた土巨人(ゴーレム)が動き始めた。

			　無防備なアマツの頭上から、文字通りの鉄槌が降ってくる。

			「あ……あぶな――」

			「……大丈夫」

			　険しい表情ながらも、アマツの声色は穏やかだった。

			　緩やかに、アマツが何の武器も持たぬ右腕を頭上に掲げる。

			　その時にミシェルは気付いた。土巨人の腕を斬り落としたアマツだが、彼は一切の武器を持たぬ無手であるということに。

			　では、アマツはどうやって土巨人を斬ったのか。

			　その答えを刹(せつ)那(な)、ミシェルは見た。

			　――持ち上げられたアマツの腕がグニャリと歪(ゆが)み、刃の形に変容したのを。
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			「フッ……！」

			　刃が鞭のようにしなり、落下してきた土巨人の腕を切断する。それに留まらず、刃はその巨体へ絡みつくように襲い掛かると、瞬く間に細切れにしてしまった。

			　鉄の塊が音を立てて地面へ落ちる中、アマツの腕は元の形へと戻っていった。

			　人間離れした光景に、ミシェルは固まりながらも疑問を口にする。

			「お兄さんは……なに？」

			　その問いに、アマツは静かな声色で答えた。

			「ぼくは〝ホムンクルス〟――この実験場で作られた、英雄のでき損ないだよ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――ホムンクルス。

			　ミシェルも、その呼称は聞いたことがあった。魔術師によって生み出される〝人造人間〟。それがホムンクルスだ。

			　かつては、多くの錬金術師(アルケミスト)が最高のホムンクルスを作り出そうと試行錯誤を重ねていたという。しかし、現在は教国では教義に反するとして、ホムンクルスの研究は禁止されている。

			　アマツが本当にホムンクルスならば、リリー達はその禁を破っていたことになる。

			「さあ、行こうか」

			　アマツは尻もちを突いていたミシェルを起こすと、手を引いて歩き始めた。

			「ど……どこに？」

			「ひとまず、この孤児院の外に。ここは危険だ。リリー達は地下に来てしまった君を生かしてはおかないだろうからね」

			　その言葉を聞いて、ミシェルはようやく自分の置かれている状況を思い出した。

			　囚われたシーナ、出て行った子供達の亡(なき)骸(がら)、襲いかかってきたジョージとリリー。

			　信じたくない。あんなことが現実に起きているなんて。

			（……そうだ。シーナ）

			　親友が、あの気持ち悪い男に捕まっている。置いていけば、あの椅子のような機械で殺されてしまうかもしれない。

			「待って……。まだ、シーナがいる」

			「……それは、君の友達かい？」

			「親友なの……。置いていけないよ」

			　アマツは小さく首を横に振った。

			「駄目だ。君を逃がすことを優先しないと」

			「どうして！」

			「ここはリリー達の魔術工房だ。さっきみたいな罠(わな)がたくさんある。君じゃ、その子の下に辿りつけない」

			「でも……っ」

			　シーナを見捨てていくなど、ミシェルには考えられなかった。

			　辛い時に、自分を支えて、助けてくれた親友。今度は自分が彼女を助けてあげるべきだ。

			　アマツが助けてくれないというのなら、一人ででもシーナを助けに行く。

			（でも……私だけじゃ）

			　さっきのような土巨人が出てくれば、ミシェルでは対処できない。

			（シーナ……シーナぁ……。嫌だよぉ……）

			　自分では、助けられない。

			　それが分からないほど、ミシェルは馬鹿ではない。だからこそ、現実に絶望して、足元から崩れ落ちそうになった。

			「……そんな顔しないで」

			　ぽん、と。そんなミシェルの頭に、アマツの手が乗せられた。

			「君の友達は、ぼくが助ける」

			「え……？　でも、駄目だって……」

			「確かに、君を連れていては無理かもしれない。だから先に君を逃がして、ぼくはここに戻ってくるよ」

			　アマツは、ミシェルの頭を撫でながらそう言った。

			「二人は、ぼく達を逃すまいと必死になると思う。だからその間は、他の子に構っている余裕はないはずだよ」

			　そう言われても不安を拭い切れないミシェルに、アマツは言った。

			「そのシーナちゃんも、君の他の友達も、ぼくが助けてみせるから」

			「……お兄さん」

			　自分に任せておけと、アマツは力強い表情で頷いた。その時、「あ、そうだ」とアマツが何かを思いついたように呟く。

			「君の名前、まだ聞いてなかったね。良かったら、教えて欲しいな」

			「……ミシェル」

			「ありがとう。うん……いい名前だね」

			　そう、アマツが微笑を浮かべた時だった。

			「ミシェル。そこにいるのかい？」

			　遠くから、ジョージの声が聞こえてきた。

			「さっきは怒ってしまって悪かったね。少し、誤解させてしまったようだ」

			　そこへリリーの声が加わる。

			「ええ、ごめんなさいミシェル。貴方にちゃんと謝って、ちゃんと事情を説明するわ」

			　二人は穏やかな口調で、ミシェルに呼び掛けている。

			　少しずつ、足音が近付いて来ていた。

			「――だから、その場を動かないでおくれ」

			　ミシェルは、グッと息を呑んだ。

			　二人の言っていることは、本当なのだろうか。この状況は全部ミシェルの誤解で、二人はちゃんと自分に謝ってくれるのだろうか。

			　元の幸せな生活に、戻れるのだろうか――――。

			「……駄目だよ」

			　二人の言葉に縋(すが)りそうになったミシェルに、アマツは首を振った。

			「君が何を見たかは分からないけど、それはきっと誤解なんかじゃない」

			「で、でも……」

			「リリー達は長い間、ここで色々な実験をしてきたんだ。多くの人が実験材料にされるのを……ぼくは、ずっと見ていた」

			　逃げるんだ、とアマツがミシェルの手を引いて走りだす。

			「大丈夫。君は絶対に、ぼくが安全なところまで連れていってあげるから」

			　一瞬の逡(しゆん)巡(じゆん)。

			　リリー達を信じるのか、アマツを信じるのか。

			　悩んだ結果――、

			「……うん」

			　ミシェルは、アマツを信じることした。

			　彼に手を引かれたまま、ミシェルは通路を走りだす。

			「……ミシェル！　どこに行くんだ！」

			「戻って来なさい！」

			　後ろから、ジョージとリリーの叫び声が聞こえる。

			　目を瞑(つぶ)り、ミシェルはそれを振りきって走った。

			「……悪い子だ」

			「ええ……本当ね」

			「勝手に地下に入って、息子を馬鹿にして、大切な研究成果を誑(たぶら)かして……」

			「そんな子には、キツイお仕置きが必要よね」

			　そんな悍(おぞ)ましい言葉が、通路を曲がる寸前、ミシェルの耳に入ってきた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　地上への入り口に向かって、二人は通路を疾走する。

			　先導して走るアマツの足取りに迷いはなく、この地下の構造を詳しく把(は)握(あく)しているようだった。

			「……！」

			　ボコボコと音を立てて、床や壁が変形し始めた。無数の土巨人(ゴーレム)が姿を現し、襲い掛かってくる。

			「ぼくから離れないで」

			　アマツの腕が鈍色に煌めき、土巨人を切り刻んでいく。一瞬の出来事だ。

			　ただの一体も、アマツに傷一つ付けることすらできない。

			「……すごい」

			　思わず感嘆の言葉をこぼしたミシェルに、アマツは首を横に振った。

			「凄くなんかないさ。……ぼくにはコレしかできないからね」

			「…………」

			「さ、早く進もう。ここはあの二人の魔術工房だ。長居するのは危険だよ」

			　現れる土巨人を難なく倒しながら、アマツは進んでいく。

			　その過程で、ミシェル一人では到底突破できないような、無数の罠(わな)に襲われることになる。

			「――――」

			　床や壁から這い出してくる、無数の土巨人。アマツは一刀の下に切り払う。

			　天井から降り注ぐ、無数の刃。アマツはミシェルを抱え、最小の動きで回避する。

			　四方八方から迫り来る大量の魔術。アマツは変形させた腕で魔術を消し飛ばす。

			　この地下が牙を剥こうとも、如何なる罠(わな)が襲いかかろうとも、アマツはそれを正面から粉砕していく。

			「…………」

			　何故、アマツが自分を助けてくれるかは分からない。

			　彼の言っていることが本当なら、アマツを作ったのはリリー達だ。何故、彼は親と呼べる存在に逆らっているのだろうか。

			　分からない、分からないが……。

			　ミシェルには、目の前で戦うアマツが、本物の英雄のように見えた。

			「どうして、助けてくれるの……？」

			　走りながら、ミシェルはアマツに尋ねた。

			「それは……」

			　困っているような、どこか切なそうな。それでいて、強い意志が窺(うかが)える表情で、アマツは答えた。

			「――君の声を、聞いたからね」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「土巨人(ゴーレム)では歯がたたんか」

			　作動させた魔術攻撃が次々と突破されていくのを、当然ジョージとリリーは気付いていた。

			　二人は魔術工房の最奥で、孤児院とその周辺すべてのモニタリングを行っている。

			「……はっ、でき損ない風情が頑張るものね」

			　念入りに仕掛けておいた罠(わな)も、あの研究成果の前では大して役に立たないらしい。

			〝でき損ない風情〟でもあれだけの罠(わな)を突破できるのかと誇らしくなる反面、創造主たる自分達に逆らったことは看過できない問題だ。

			「パパ、ママー」

			　扉を開けて、一人の男が部屋に入ってきた。

			　醜悪という言葉が相応しい、丸々と肥え太った豚のような男だ。着ている服は裏表逆で、履いている靴の紐すら結べていない。

			「あらあらダーちゃん！」

			　誰が見ても顔をしかめるような醜い存在に対して、リリーは満面の笑みを浮かべながら駆け寄り、勢い良く抱きついた。そのまま唇を押し付け、ねっとりとした情熱的な口づけを行う。

			　それまで悪意を剥き出しにしていたジョージも、ニッコリと微笑みを浮かべて見ていた。

			　ダーティス・メルト・エルヴァナヒト。リリーとジョージの間に生まれた、最愛の一人息子である。

			「ママ、靴紐結んで」

			「もー、また解いちゃったの？　仕方ないわねぇ」

			　とろけるような笑みを浮かべて、リリーはダーティスの解けた靴紐を結ぶ。

			　とうに齢二十を超えた息子の靴紐を母親が結んでいるというおかしな状況だというのに、その場にいる全員が当たり前のこととして捉えていた。それほどまでに、ジョージとリリーは息子であるダーティスを溺愛しているのだ。

			　ダーティスの洗礼名に〝メルト〟と付けたのも、その愛情の現れだろう。

			　神の名を洗礼名にするなど、メルト教の信者ならば絶対にやらない最大の禁忌だ。

			　そういった点からも、ダーティスへの愛情の深さが窺(うかが)える。

			「ねえねえ、さっき僕の部屋に女の子が来たよ」

			「あの女ね！」

			「ダーティス、変なことはされなかったか!?」

			　コクリとダーティスが頷くのを見て、二人は心底安心したような表情を浮かべる。

			　それから、愛する息子に近付いたミシェルへの怒りで顔を真っ赤にする。

			「絶対に、生かしてはおけん！」

			「でき損ないもろとも、グチャグチャにして処分してやるわ！」

			　ヒステリックに叫ぶ二人に、「だめ！」とダーティスは首を振った。

			「あいつは僕の部屋に連れてきて」

			「で、でもダーちゃん？　あの女は……」

			「やめておきなさい。もっといい子を連れてきてやるから」

			　ダーティスは地面に倒れこみ、ジタバタと手足を振り回して叫ぶ。

			「僕はあの女で遊びたいの!!　あいつがいいの!!　パパ達は僕のお願いを聞いてくれないの!?　僕に嫌われてもいいの!?」

			　その言葉に、二人の顔は真っ青になった。最愛の息子に嫌われるなら、自殺した方がマシだ。

			「よ、よし、分かったぞ。パパ達に任せておきなさい」

			「ええ、すぐに連れてきてあげるわ」

			「うん！　パパ、ママ、大好き！」

			　二人の言葉にダーティスは体を起こすと、ニッコリと満面の笑みを浮かべた。

			　二人は息子の天使のような笑顔に感極まったように震え、勢い良くダーティスを抱き締める。

			「ダーティスのために、〝オルガ〟を向かわせよう」

			「アレなら、ミシェルもすぐに捕まえられるわね」

			　それから、最愛の息子の願いを叶えるために動き出した。

			　でき損ないを殺し、ミシェルを生け捕りにできる兵器を起動させに。

			「……ん？」

			〝オルガ〟の元へ行くため、工房を後にする直前だった。

			　ふと、ジョージはアマツとミシェル以外の反応を感知したような気がした。

			　確認してみるも、感知した存在を見つけられない。

			「気のせいか」

			　ジョージはそう切り捨て、

			「さて、でき損ないに真の英雄というものを教えてやらねばな」

			　ほくそ笑みながら、部屋を後にした。

		

	
		
			　

			第六話　『でき損ない』

			　

			　封鎖された扉を切り刻み、アマツとミシェルは地下室から上階へ上がってきた。

			　ミシェルの視界に広がる、見慣れた孤児院の風景。それが今は、異世界のように感じられた。

			　上の階ではまだ、子供達が何も知らずに眠っている。

			「…………」

			「今はぼく達だけで逃げるんだ」

			「……うん」

			　いくらアマツでも、自分という足手まといがいては戦えない。

			　今は一刻も早く孤児院の外に出て、街に助けを呼びに行くべきだ。ミシェルはそう自分を納得させ、先へ進むことに決めた。

			　孤児院を後にし、二人は周囲を囲む森の中に踏み入れた。

			　夜闇に覆われた森の中を、木々の隙間から差し込む月光が薄っすらと照らしている。

			　ここまで全力疾走したミシェルの体力は既に限界を迎えており、二人は一度、森の中で呼吸を整えることに決めた。

			　樹にもたれ掛かり、荒い呼吸と心臓の鼓動を抑えこむ。

			「……妙だ」

			　ポツリと、樹にもたれず周囲を警戒していたアマツが呟いた。青白い月光に照らされたアマツの表情はどこか厳しい。

			「……どうしたの？」

			「地下の途中から、突然追撃の手が緩くなった。今も、周囲に何の気配もない」

			　それは良いことじゃないか、とミシェルは思った。

			　もしかしたら、リリー達はアマツの強さに、追跡を諦めてしまったのかもしれない。

			　そうアマツに尋ねると、

			「それはないと思うよ」

			　険しい表情のままアマツはそう答えた。

			「彼らはこれくらいで諦めるような人達じゃないからね」

			「……じゃあ、どうして攻撃してこないんだろ」

			「分からない……。まだ何か、隠している手があるのかもしれない」

			　森からの脱出は万全を期そう、とアマツは言った。

			　呼吸を整えて体力を回復させた後、全力でこの森を離脱する。そのまま近辺の街に駆け込んでミシェルが助けを呼び、アマツはシーナ達を助けに孤児院に戻る。

			　そういう計画を立てた。

			「……もしここから出られたら、私はどうなるんだろう」

			　住む場所もなく、家族がどこにいるかも分からない。

			　シーナ達を助けられても、自分達を引き取ってくれる場所はあるのだろうか。

			　今後のことを考えると、恐ろしくて体が震えてくる。

			「生きて、いけるのかな……」

			「……大丈夫さ」

			　ミシェルの頭に、アマツの温かい手が乗せられた。おずおずと、少しためらうような手つきで、アマツは頭を撫でてくる。

			　不器用だけど、優しさを感じられた。

			「外の世界は広い。君達が生きていける場所もきっとあるはずだよ」

			「……そうかな」

			「そうさ」

			　優しげな口調で、アマツは喋る。

			「……それに孤児院なんて、ここ以外にもたくさんあるしな」

			「…………？」

			　不意にアマツの口調が変わった。まるで、その目で見てきたような、そんな口調だった。

			「お兄さんは、外の世界を見たことがあるの？」

			「――え？」

			　不意を突かれたかのような、呆気に取られた表情だった。

			「いや。……あれ、おか……しいな」

			　困惑した様子で、アマツは自分の記憶を辿るように顔に手を当てる。

			　それからすぐに、「いいや」と顔を上げた。

			「……本当はね、外に出たことはないんだ。あの地下室の培養器の中が、ぼくにとってのすべてだったから」

			「じゃあ……外に出たのは、今日が初めて？」

			「よく考えると、そうだね。必死で気付いてなかったけど……。月の光とか、風とか、揺れる葉っぱとか、全部初めて見たよ」

			　初体験だ、とアマツは嬉しそうに顔を綻(ほころ)ばせた。ミシェルには、その顔は悲しげにも見えた。

			「全部初めてで、何も知らないぼくだけどね。一つだけ、強く思っていることがあるんだ」

			「……なに？」

			　遠い日のことを思い出すような表情で、アマツは告げた。

			「この世界にはたくさんの幸せがあって……ぼくは、それを守るために生まれてきたんだって」

			「お兄さん……本当に、お伽話の英雄さんみたい」

			　ミシェルの何気ない言葉に、アマツは痛みを堪えるように顔をしかめた。

			「ぼくは……そんなんじゃない。英雄なんかじゃ、ないんだ」

			　声を、アマツは思い出す。生まれてから、ずっと聴き続けてきた言葉を。

			　――今回も失敗作のようだな。英雄にはほど遠い、ただのでき損ないだ。

			　――あれだけの材料を無駄にさせるなんて……ゴミそのものね。恥を知りなさい。

			　――えぇー、こいつ失敗作なのぉ？　でき損ないの偽物なんて、何のために生まれたのか分かんないねぇ。

			　……そう、言われ続けてきた。

			　自分は英雄ではないのだと。偽物で、でき損ないの、無価値な失敗作なのだと。

			「……僕は本物の英雄(アマツ)になりきれない、でき損ないの偽物なんだから」

			　偽物。でき損ない。

			　アマツの口から零れ落ちるその言葉に、ミシェルは首を傾げた。

			「お兄さんは、偽物なの？」

			「……うん、そうだよ」

			　アマツは肯定した。それに対して、ミシェルは問い掛ける。

			「――それって、駄目なことなの？」

			　え、とアマツが固まる。言葉を出せずにいる彼に、ミシェルは言葉を続けた。

			「お兄さんは私を助けてくれた。偽物とか、関係ないと思う」

			「……でも、ぼくは」

			「私を助けようとしてくれる心も、ニセモノ？」

			「それは……」

			　それは――違う。違う、はずだ。

			　曖(あい)昧(まい)な意思とは裏腹に、アマツの心は違うと叫んでいた。

			「だったら、それでいいと思う」

			「――――」

			　小さく微笑みを浮かべたミシェルの言葉に、アマツは絶句した。それから、

			「……ありがとう。ミシェル」

			　そう礼を告げた。

			「なんか変。お兄さんが礼を言うのはおかしい」

			「いや、変なんかじゃないよ」

			「ううん、変。おかしい。ついでに格好も変。ほとんど裸だよ」

			「し、仕方ないよ。逃げる時に、とっさにカーテン破って服にしたから……」

			「露出多い。お兄さん、あんまり筋肉ないね。ナヨナヨしてる」

			「……そこまで言う？」

			　ほんの僅かな間だが、そんな穏やかな会話が交わされた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　呼吸を整えた二人は移動を開始した。

			　暗い夜道を、アマツは迷いなく進んでいく。

			　ミシェルがついていけるのは、アマツがゆっくり走ってくれているお陰だろう。

			　どうして夜道を進めるのかとミシェルが尋ねると、「生まれつきなんだ」と答えが返ってきた。アマツは〝英雄アマツ〟を再現しようと生み出されたホムンクルスらしい。そのため、元から身体機能は高く、夜目も利くようになっている。

			「……魔術はほんの少ししか使えないけどね」

			〝英雄アマツ〟は強大な魔術をいくつも使用できたというが、アマツに使用できるのは二つの魔術だけ。

			〝変容〟と〝硬化〟。体を変形させる魔術と、固くする魔術だけらしい。

			　人間とは構造の異なるホムンクルスだからこそ、習得できた魔術だ。

			　英雄どころか魔物や魔族のようだと、アマツは自嘲するように言った。

			「それでも、お兄さんは十分凄い」

			「……そうかな？」

			「そうだよ。その魔術があったら、冒険者とか聖堂騎士になれるよ」

			「冒険者……聖堂騎士か……」

			　走りながら、アマツはミシェルの言葉に考え込む。

			「……子供達を皆助けたら、目指してみても良いかもしれないな」

			　そうしなよ、とミシェルは頷いた。

			　アマツならきっと、どこへ行っても、たくさんの人を救えるだろう。

			「……外に出たら、そうやってたくさんの人を助けてみたいな」

			　噛みしめるように、アマツは呟いた。

			「……！　ミシェル、来るよ！」

			　その直後、樹の陰から巨大な人型が姿を現した。

			　地下で見掛けたのとは違う、巡回型の土巨人(ゴーレム)だ。あちこちから二人を囲むように、小さく地面を揺らしながら土巨人が押し寄せてくる。

			「……不(ま)味(ず)いね。ミシェル、こっちだ」

			　その数を見て、アマツは不利だと判断し、即座に離脱を開始した。

			　ミシェルの手を引いたまま、土巨人の包囲網の隙間を潜り抜けて前進する。後ろから、大量の土巨人が追い掛けてくる音が聞こえた。

			「――――」

			　腕を変容させ、アマツは背後にある木々を纏(まと)めて斬り裂いた。倒れていく木々が土巨人に激突し、その足取りを緩める。

			「……よし、あとちょっとだ」

			　

			　アマツは外に出たことはない。

			　それでも、この孤児院周辺の構造はリリー達から教え込まされている。記憶と地形を照らし合わせ、アマツは最適のルートで森を進む。

			「はぁ……はぁ……」

			　一方、手を引かれて走るミシェルの顔は真っ赤で、玉のような汗を浮かべている。呼吸も荒く、限界が近いのが見て取れた。

			「ミシェル、あと少しだ。頑張って……！」

			「う、うん……っ」

			　あと僅かという言葉に、ミシェルは緩みそうになった足に力を入れる。

			　ぬかるんだ足元を踏み越え、露出した木の根を飛び越え、二人は森を進む。

			「よし、あと少――――」

			　そう、言葉を紡ぐよりも先に、近くにあった樹が爆発した。

			　直後、アマツの左腕が肩口から切断され、宙を舞う。

			「う……ッ」

			「お兄さん!?」

			　痛みに堪えながら周囲を探索し、アマツは理解した。

			　粉々に砕け散った樹は、爆発したのではない。足場に使われた衝撃に耐え切れず、弾け飛んだのだと。

			「おいおいおいおい、反応遅すぎんだろ！」

			　頭上から降り注ぐ、若い男の声。ミシェルにはその声に、聞き覚えがあった。

			　樹の上から、誰かが降ってくる。

			　月光を浴びて輝く、短い灰色の髪。スラリとした長身に、獰(どう)猛(もう)に歪(ゆが)んだ灰色の双(そう)眸(ぼう)。

			「君は……っ」

			「……お兄さんが、もう一人!?」

			　アマツと生き写しのようにそっくりの、一人の青年だった。

			「――よっ、でき損ない」

			　しかし、彼が浮かべる表情はアマツとは似ても似つかない。悪意と敵意で塗りつぶされたような瞳はまるで獣のようだ。

			　犬歯を剥き出しにして嗤(わら)いながら、その青年は言った。

			「――英雄が来てやったぞ？」
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			第七話　『秘めていた想いを』

			　

			　同じ顔、同じ髪の色、同じ背丈。着ている服と髪の長さ以外は、すべてアマツと同じ。

			　だというのに、この青年はどうしようもなく、アマツとは異なっていた。

			　ボサボサの灰髪に、怖気の走るような鋭い光を放つ灰色の双(そう)眸(ぼう)。ひと目で業(わざ)物(もの)だと分かる剣を片手に、漆黒の衣服を身に纏(まと)ったその青年は荒々しい笑みを浮かべている。

			「お兄さん……！」

			　切断された腕の断面を押さえながら、アマツは苦悶の表情を浮かべていた。

			　ミシェルが駆け寄ろうとするのを、アマツは残った腕で制する。

			「……ぼくは大丈夫。それより、ミシェルはぼくの後ろに隠れているんだ。アレは……不(ま)味(ず)い」

			　無数の土巨人(ゴーレム)、大量の罠(わな)を突破してきたアマツが『不(ま)味(ず)い』と評した。その深刻さに、ミシェルは息を呑む。

			　先程から、アマツは一瞬たりともあの青年から目を離していなかった。

			「おいおい、つまらないリアクションだな。英雄が来たんだぞ？　もっと盛り上がれよ」

			「英雄……か。ぼく以外にも何体か作られているとは思っていたけど、君がそうなんだね」

			「ああ、その通り。だが、お前らでき損ないとは一緒にしないで欲しいなぁ？」

			「君は、ぼく達とは違うと？」

			「当たり前のことを聞くなよな、グズ。ひと目で分かるだろ？　お前ら偽物とも、でき損ないとも違う――正真正銘、おれが完全な英雄(アマツ)だよ」

			　自慢気に、誇らしげに、先程とは一変し、上機嫌に青年は語る。

			　英雄を自称するその青年は、普通ならば気が触れているとしか思われなかっただろう。

			　しかし、青年の放つ異常な圧力は、その言葉を鼻で笑うことを許さない。ただ、その禍(まが)々(まが)しさは、どちらかといえば〝魔王〟という呼称の方があっていると、ミシェルは思った。

			「すぐに死ぬ個体とも、ロクに知性を持たない個体とも、まともに戦えない個体とも違う！　おれこそが英雄アマツの現し身――二人目の英雄、オルガ様だ」

			　青年――オルガは胸を張り、大声で自らの名を口にした。

			〝英雄アマツ〟を再現するために、何十と生み出されてきたホムンクルス。

			　自分こそがその完成形だと、オルガは嘯く。

			「……そんな君が、リリー達に命令されてここまでやってきたのかい？」

			「命令ぃ？　違う違う。お前らがおれ達を脅かす〝悪〟だからさ」

			「ぼく達が、悪……？」

			「おれはいずれ魔王を殺し、世界を救う英雄だが――まだ状況が整ってないんでな。もうしばらくは、生け贄が必要なんだよ。そんな生け贄を逃がそうとするお前らは、英雄の道を阻む悪だ」

			　当然だろ？　と告げるオルガに、アマツが拳を握りしめる。穏やかだったアマツが見せる、初めての怒りだった。

			「君は、孤児院で犠牲になっている人達を容認するのか？」

			「何怒ってんだ？　馬鹿かお前？　あいつらは世界を救うための礎(いしずえ)になってるんだぜ？　本望だろうさ」

			「……ッ」

			　さて、とオルガが手を叩く。

			　放つ魔力で衣服を揺らし、大きく前傾姿勢を取った。

			「でき損ないは、とっとと死にな。おれはそこのガキを連れてこいって言われてるんでな」

			「っ……」

			　後退るミシェルを庇(かば)うようにして、隻(せき)腕(わん)になったアマツが一歩前に踏み出す。

			　切断された断面は塞がっており、もう出血は止まっていた。

			「下がっているんだ、ミシェル」

			「お、お兄さん……」

			　オルガが魔力を身に纏(まと)い、アマツが腕を変容させる。

			「君は、ぼくが守るから――！」

			〝英雄アマツ〟の模造品(コピー)同士の戦いが始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ははははははは!!」

			　先に動いたのは、オルガの方だった。

			　地面を踏み砕きながら跳躍すると、アマツに斬り掛かった。甲高い笑い声が森に響く。

			「くっ……！」

			　アマツは硬化させた腕で振り下ろされた剣を受け止めた。直後、衝撃に耐え切れなかったアマツの足元が砕け散る。体勢を崩したアマツを、甲高い笑い声をあげるオルガが蹴り飛ばした。

			「が、はっ！」

			　腕を地面に突き刺して蹴りの勢いを殺そうとするアマツへ、

			「遅いんだよ、でき損ないがぁ！」

			　回転しながら、オルガが弾丸のように斬り掛かる。

			　アマツが足を伸ばして胴体を横へ移動させた直後、その真横をオルガの一撃が通過する。

			　その余波だけで、周囲の木々がざわめいた。

			「うっ……」

			　発生した衝撃波は、下がって樹の後ろに隠れていたミシェルにすら届いている。あまりの風圧に、ミシェルは立っていることができない。

			「お兄さん……」

			　アマツとオルガの戦いは熾(し)烈(れつ)を極めていた。高速で移動するオルガを、アマツの硬化された腕が襲う。アマツの一撃ごとに、地面が大きくえぐれるほどだ。

			　やはり、アマツは強い。

			　しかし、オルガはそれ以上に強かった。

			　アマツの攻撃は、まるでオルガに届いていない。

			　戦いについて知識のないミシェルの目から見ても、アマツの不利は一目瞭然だった。

			「……は、ぁ!!」

			　何度目かの攻防。オルガの攻撃を躱(かわ)したアマツが、隙のできたオルガに向けて腕を振った。

			　空振ったオルガは、それに対応できない。

			「……ッ」

			　しかし、直後オルガの体が宙に飛び上がった。

			　アマツによる横薙(な)ぎの一撃を悠々と回避し、上空でオルガが口元を歪(ゆが)める。

			「また……」

			　先程からオルガは、ああして物理法則を無視した動きを取る。その度に、決まるはずだったアマツの攻撃は空振ってしまうのだ。

			「――馬鹿が！」

			　何もない空間を蹴りつけ、オルガは弾丸のように落下した。その先に、腕を振り切ったアマツの姿がある。

			　回避しようとするアマツだが、オルガの方が圧倒的に速かった。

			「――遅すぎんだよぉ！」

			　アマツが腕を硬化して攻撃を防ぐも、オルガの斬撃の壮絶な威力に弾き飛ばされた。直後、爆発が起きたのかと錯覚するほどの衝撃が起きる。

			　木々をへし折りながら、アマツが宙を舞った。

			「そんな、お兄さん……！」

			「あはははははははッ!!」

			　ミシェルの叫びをかき消すようにして、オルガが哄(こう)笑(しよう)した。

			「最高にいい気分だ！　こうして戦うと、自分の強さが分かる」

			「う……」

			「あぁ！　やっぱりおれは最強だッ!!」

			「……ッ!?」

			　倒れたままで、アマツが笑い続けるオルガへ腕を伸ばした。

			　ミシェルの目では捉えられないような速度の突き――しかし、オルガはまたも不自然な動きで回避する。

			「おいおい、さっきから誰を狙ってるんだ？　こうして隙を見せてやってるんだから、ちゃんと攻撃を当てろよなぁ？」

			「……風の魔術か」

			　挑発するオルガを無視し、アマツはその不自然な動きの答えを口にした。

			　――風属性魔術。オルガは体から風を放出し、物理法則を無視した動きを可能にしていた。

			「正解！　……で？　だから？　タネが分かったところで、お前の貧相な〝変容〟と〝硬化〟じゃあ、おれを捉えられないよなぁ？」

			「こ……の!!」

			　起き上がり、アマツが何度も腕を振る。しかし、一度としてオルガを捕らえることはできなかった。躱(かわ)され、弾かれ、受け流され――アマツのあらゆる攻撃はオルガに通用しない。

			　そして、無傷のオルガとは逆に、徐々にアマツの体は傷付いていった。　

			「ミシェル……！」

			　やがて、全身から血を流したアマツが、樹の陰のミシェルに叫んだ。

			「ぼくが時間を稼ぐ！　だから逃――――」

			「何秒稼ぐつもりだぁ？」

			「か、は……っ！」

			　言い切るよりも先に、オルガの剣がアマツの腹部に刺さっていた。息を吐き、アマツが地面に倒れ込む。

			「お兄さんっ!?」

			「ああ、凄いな、偽物。おれと戦って、一秒も時間を稼ぐなんてよぉ！　誇っていいぜ？」

			「ミシェル……来るな！」

			　うずくまったまま、アマツは駆け寄ろうとしたミシェルを制する。

			「あばよ、偽物。後は英雄に任せて、眠ってなぁ！」

			「……ッ！」

			　魔力を纏(まと)った刃は、硬化したアマツですら切断しうるだろう。オルガの腕が振り下ろされる。

			　――その、直前。

			「なに……？」

			　オルガの足元から、長い何かが突き出してきた。それは瞬く間にオルガの足を縛り付け、その身動きを封じる。

			「なんだ、これは……」

			　そう口にしてすぐ、オルガはハッと周囲に視線を向ける。いつの間にか、アマツの斬り落とされた腕が地面から消えていた。

			「……そう。腕、だよ」

			　倒れ伏していたアマツが、痛みに堪えながら笑みを浮かべた。

			　先程切断された左腕。戦いの中で、アマツはそれを操作し、地面の中に隠しておいたのだ。

			「ちぃ……」

			　オルガが腕を外そうと藻掻くが、硬化された腕は外れない。オルガの体をガッチリと地面に固定していた。

			「ちゃんと攻撃を当てろよ、だったかな。お言葉に甘えさせてもらうよ」

			「お前……！」

			「――ごめんね」

			　アマツの腕が変容し、巨大な剣となる。ありったけの魔力で硬化した腕が、オルガの肩口から脇腹にかけて走った。

			「――――」

			　しかし、驚(きよう)愕(がく)を浮かべたのはアマツとミシェルの二人だった。

			「馬鹿が」

			　笑みを浮かべたのは一人。オルガが、獰(どう)猛(もう)に笑っていた。

			「お前程度が使える魔術を、おれが使えないとでも思ったか？」

			　アマツの一撃は、オルガの肌に一ミリの傷も付けていない。硬化によって、完全に防がれていた。

			「そん、な……」

			「なに驚いてんだ？　当然だろうが。大体、お前みたいな不出来な偽物がおれに勝てると思ったのか？　〝ほ・ん・も・の〟の、このおれによ」

			「ぼくは……」

			　鉄が砕ける音がした。

			　オルガを拘束していたアマツの腕が、粉々に砕け散る音だ。

			「お兄さ――」

			「おこがましいにもほどがあるんだよ、カスが」

			　オルガの一撃が、アマツを斬り裂いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――ぼくは、助けたかったんだ。

			　アマツ／ホムンクルスは〝英雄アマツ〟を模して作られたホムンクルスだ。

			　かの英雄の髪、爪、体液、魔力、戦闘データ。あらゆるサンプルを利用し、ジョージとリリーが会得した喪失魔術(ロストマジツク)で作り上げた偽物。

			「完成だ！」

			「ようやく、〝英雄アマツ〟を再現できたわ！」

			　最初に聞いたのは、歓喜に打ち震えるジョージとリリーの声だった。

			　二人はそれまで何体ものホムンクルスを生み出してきたが、どれもまともに形をなさなかった。そんな中で初めて形を保ったのが、自分だったのだ。

			　自分の元となった〝英雄アマツ〟の話を聞いて、アマツ／ホムンクルスは思った。

			　自分も、そんな存在になってみたい――と。人々を救える、そんな英雄に。

			　それが叶わないと知ったのは、すぐだった。

			　アマツ／ホムンクルスは、二種類の魔術しか使えなかったのだ。〝英雄アマツ〟が行使したという強大な魔術を、何一つとして使うことができなかった。

			『でき損ないね……』

			『ぬか喜びさせよって。駄目だな、失敗作だ』

			　偽物。失敗作。でき損ない。

			　そう罵(ののし)られた後、アマツ／ホムンクルスは再び実験室の培養器に入れられた。失敗作ではあるが、肉体を保ったサンプルとして保存されることになったのだ。

			　それから、実験室の培養器がアマツ／ホムンクルスの世界になった。普段は眠らされ、データを採取される時だけ目を覚ます。

			　そんな生活を、何年も送った。

			　ごく短時間、目を覚ましている間。

			　――助けて。

			　声を聞いた。助けを求める子供の声を。離ればなれになった親の名を叫ぶ声を。

			　――助けて。

			「――――」

			　何度、声を聞いただろう。日々の中で、アマツ／ホムンクルスは気付いた。

			「――――」

			　胸の中で、何かを叫んでいる自分がいることを。

			　助けを求める子供を見て、何かをしたいと思う自分の存在を。

			　――助けて。

			　その叫びは、大きくなっていった。心を焦がすような衝動は、内に広がっていった。

			「……ぼくは」

			　その叫びは、自分のモノではない。それはきっと、自分という存在の元となった男(アマツ)の想いだ。

			　だから、その欲求は自分のものではない。偽物なのだ、そんな嫌悪にさえ駆られた。

			　――助けて。

			　けれど。それでも、ぼくは……。　

			「――ぼくは！」

			　衝動のまま、アマツ／ホムンクルスは培養器を砕いた。外の世界へ足を踏み出して、アマツ／ホムンクルスはようやく知った。

			　自分が涙を流していたことに。そして、この想いがどうしようもなく、かけがえのないもので――ずっと、身体を突き動かそうとしていたことに。

			　そうして、

			『助けて……』

			　ミシェルの叫びを聞いた。

			「――ああ」

			　その時になって、アマツ／ホムンクルスはようやく気付いた。

			「――ぼくは、助けたかったんだ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ぁ――――」

			　鮮血を噴き出しながら、アマツは地面へ倒れ込む。傷口は深く、早く治癒しなければ生命維持ができなくなる。

			〝変容〟を使えば多少の傷は塞げるが、目の前のオルガがそれをさせてくれるはずもない。

			　――せめて、ミシェルだけでも。

			　途切れそうになる意識を繋ぎ止め、目を開いてすぐにアマツは絶望した。

			「お兄さん……！」

			　すぐ目の前に、ミシェルの姿があった。自分を呼びながら、血で汚れるのも厭(いと)わずに傷口を必死に押さえている。

			「どうして……」

			「傑作だな、おい。お前の頑張りは全部無駄だったってわけだ」

			　オルガはアマツとミシェルを見下ろし、心底楽しそうに笑っている。

			　駄目だ。この距離からでは、ミシェルはオルガから逃げられない。

			　そう認識して、アマツは絶望した。自分は、何も救えなかったのだと。

			「まぁ、当然の帰結ってやつだろ？　悪が負けて、正義が勝つ。偽物が負けて、本物が勝つ。お前みたいなカスが負けるのは当然だよなぁ」

			「…………」

			「そう落ち込むなよ。カスがカスな結果しか出せないのは当然だろ？」

			　――その、通りだ。でき損ないの、偽物。そんな自分が完成形に勝てるわけがなかったのだ。

			「……ごめん、ミシェル」

			「お兄、さん……」

			「偽物のぼくじゃ……駄目だった」

			　――君を、助けられなかった。

			　自分ではオルガを倒せない。ミシェルは助けられない。孤児院の子供達も救えない。

			　諦観に、アマツは押し潰されて――――。

			　

			「――違う……！」

			　

			　――それをかき消す、声があった。

			「お兄さんは、偽物なんかじゃない……！」

			「――――」

			「だって、私を助けてくれたのは、お兄さんだから!!」

			　直後、ゴッと鈍い音がした。ミシェルの体が浮き、地面に転がる。

			「か……っ」

			「黙れよ、ガキ」

			　オルガの足が、ミシェルの背中を踏みつける。

			「こいつは偽物だよ。どうしようもなくな。本物っていうのは、おれのことを言うんだよ」

			「……ちが、う」

			「…………あ？」

			　オルガに背を踏まれたまま、ミシェルは顔を上げた。抗いながら、アマツの目を見ながら言う。

			「お兄さんは、お前なんかとは、違う……！」

			「…………ああ、殺す」

			　オルガが剣を構えた。

			「あいつらには生かして戻せって言われたが……おれの知ったことじゃねえ。お前は悪だ。英雄を侮(ぶ)辱(じよく)した、最低の売女だ。ああ、ここで殺さなきゃな」

			　オルガが剣を振りかぶる。数秒後、ミシェルは為す術なく殺されるだろう。

			　剣が振り下ろされる直前。アマツは、確かに聞いた。

			　――助けて、というミシェルの声を。

			「――――」

			　誰かのために――ミシェルのために戦いたかった。

			　その想いだけは、確かなもので。

			　

			　力はない。

			　だけど、理想はある。

			　どうしても、ミシェルを助けたい。

			　

			「――だから」

			　

			　叫ぶ。

			　心に焼き付いたその言葉を。

			　どうしても成し遂げたい、その心象(りそう)を。

			　

			　――心象魔術【偽らざる摯実の咆哮(インデリブル・ロア)】――

			　

			「――おォおおおおおおおおおおおッ!!」

			　

			　

			　偽物ではない――確かな叫びが、オルガに突き刺さった。

		

	
		
			　

			第八話　『偽らざる摯実の咆哮(インデリブル・ロア)』

			　

			　――咆(ほう)哮(こう)が天を衝く。

			　アマツから溢れ出る魔力の奔(ほん)流(りゆう)に、森が啼(な)いた。

			　魂を揺さぶるような叫びが向かう先にいるのはただ一人。自身は英雄(ほんもの)だと嘯(うそぶ)く青年へと、その咆(ほう)哮(こう)は収束していく。

			「馬鹿な、心象魔術だと!?」

			　現実世界へと流出する強大な心象の存在に、オルガは初めて焦(しよう)燥(そう)を顔に浮かべた。一握りの魔術師しか使うことのできない大魔術を行使するアマツへ、驚(きよう)愕(がく)を隠せないでいる。

			「こんなもの……！」

			　全身を最大限に〝硬化〟し、その上でオルガは魔力の鎧(よろい)を纏(まと)った。

			　自身が誇る膨(ぼう)大(だい)な魔力量に物を言わせた、圧倒的な魔術防御。上級魔術ですら防ぎきる鉄壁は――しかし。

			「が――!?」

			　咆(ほう)哮(こう)が突き刺さった瞬間、オルガの視界が白く染まり、聴覚が奪われる。さらに全身に雷のような痺(しび)れが走り、その一切の動きを封じてしまった。魔力器官にも障害が発生し、回復魔術を行使することもできない。

			　すべての動きを封じ込める〝楔(くさび)〟を打ち込まれたのだと、その時になってオルガは悟った。

			「……っ！」

			　硬直したオルガの前に、絶叫を終えたアマツが降り立つ。その双(そう)眸(ぼう)に刻まれた意志の強さは、先程までの比ではない。

			「――――」

			　アマツには、二つの楔が埋め込まれていた。

			　一つ目は体に刻まれた、リリーとジョージが反逆を防ぐために付けた、魔力量の抑制機能。使用できる魔術に変化はないが、威力は抑えられる。アマツの能力を拘束する魔術的な楔だ。

			　二つ目は心に刻まれた、自身は偽物であるという負い目。自身は偽物で、偽物では何もできない。そう、自身の心を抑えつけていた心理的な楔だ。

			　――心象魔術【偽らざる摯実の咆哮(インデリブル・ロア)】――

			　それら二つの楔を砕き、アマツは偽らざる心象(りそう)を世界に吠え立てる。

			　自らの心象(りそう)を証明するため。助けを求める少女を守るため。

			「あぁ……」

			　地に伏し、痛みに堪えながら、ミシェルはその光景を見て思う。

			　やっぱり、偽物などではない。

			「――行くよ」

			　そして、アマツの全力が放たれる。

			　アマツの体から複数の刃が生まれ、オルガの体へと突き刺さっていく。無事な右腕だけではなく、切断されたはずの左腕が再生し、一本の刃としてオルガへと叩き込まれていた。

			「な、めるな……！」

			「――――！」

			　刃が当たった瞬間に、アマツはその体の異常な硬さに気付く。

			　対象のすべての動きを封じる〝楔〟を打ち込まれてなお、オルガは強引な魔術行使を可能としていた。全身に魔力を行き渡らせ、〝硬化〟を行っているのだ。

			「はァああああ――!!」

			「ぐ、おおおおおッ!!」

			　アマツの打ち込む無数の刃と、オルガの誇る鋼の防御が激突した。

			　鋼と鋼、魔術と魔術のぶつかり合い。

			　金属同士の激突音が、魔力が荒れ狂う森の中に響き渡る。

			「が……頑張って、お兄さん……!!」

			　それに掻き消されまいとする、ミシェルの声援があった。戦いながらも、その叫びはアマツの耳に入る。歯を食いしばり、アマツは最大の一撃を放った。

			「――――」

			　放たれた巨大な刃が、オルガの防御を突破する。鋼の肉が引き裂かれ、鮮血が噴出した。

			　そして、アマツはミシェルに振り返り、言った。

			「――逃げてくれ、ミシェル」

			「え……？」

			　――お兄さんの方が優勢なのに、何故……？

			　直後。打ち込まれた楔を完全に砕き、オルガが憤(ふん)怒(ぬ)を叫んだ。大きく抉(えぐ)られた傷が、逆再生するかのように塞がっていく。再度アマツの放った刃が、オルガの一閃によって砕け散った。

			「弱え」

			　全身を震わせながら、オルガが嗤(わら)う。

			「弱え、弱え、弱え、弱え、弱えッ！　はッはははははははははははははは!!」

			「――――ッ」

			「それが心象魔術？　それが？　そんなモノが!?　おいおいおいおい、笑わせんじゃねえぞ、偽物ォ!?」

			　直後、オルガの姿が掻き消えた。瞬間移動のように、オルガはアマツの目の前にいた。

			「魔術の到達点、一握りにだけ許された極致――ああ、そんな大魔術でも、でき損ないのお前が使うと、こうも弱くなるんだな？」

			　アマツが身構えた時には、オルガの動作は終わっていた。まるで過程を無視したかのように、剣が既に振りぬかれている。

			　知覚した時には、肩口から脇腹にかけてを、大きく引き裂かれていた。

			　心象が破られ、アマツが傷口を押さえてよろめく。

			　倒れない。倒れないが、それはただ立っているだけだ。

			「何が偽物じゃない、だ。こんな雑(ざ)魚(こ)のどこに本物がある？　本物ってのは、こういうものなんだよ」

			　オルガの剣がブレる。アマツには、その切っ先を目で追えない。

			　直後にアマツの左腕が切断されていた。それだけでは終わらず、全身の肉が惨たらしく削ぎ落とされる。

			　血を吐きながら、アマツは膝を突いた。

			「お前は幸せだなぁ、偽物？　こうして本物の力を直に見せてもらえるんだからなぁ」

			「……っ」

			「はは、面白い顔だな。偽物に相応しい、醜くて不細工な顔だよ」

			　意識を保とうと堪えるアマツを、オルガは甲高い声で嘲(ちよう)笑(しよう)する。

			「まったく、思い上がりも甚だしい。カスで、雑(ざ)魚(こ)で、グズの、でき損ないの偽物が、心象魔術なんて名ばかりのカス魔術を使って、おれに勝てるとでも思ってたのか？」

			「……そんなことは思ってなかったさ」

			「はぁ？」

			「最初から……勝てるなんて、思ってなかった」

			【偽らざる摯実の咆哮(インデリブル・ロア)】は自身を楔から解き放つ魔術だ。新たな力を得るわけではなく、自身の持っているすべてを引き出すだけ。故に、勝敗など最初から決まっていた。

			「……それ、でも――ぼくは、君と戦わなくちゃならないんだ!!」

			　誰にも譲れない、心象(りそう)があるから。ズタボロになった体に活を入れる。まだ……動く。

			　オルガに向けて、拳を放とうとして、　

			「あ、そう」

			　オルガの放った致命的な一撃を受けて、アマツは呆気なく地に沈んだ。自らの血溜まりに落ちて、ドシャリと音がなる。

			「勝てないけど、頑張って戦った！　なるほどなるほど。だからなんだってんだ？　何か得られるモノは、あったか？」

			　アマツの頭に蹴りを叩き込み、オルガが嗤(わら)う。

			「教えてくれよ。なあ、なぁなぁなぁなぁ！」

			　何度も、何度も、オルガは執拗にアマツを踏みつける。もはや、それに対抗する力すら、アマツには残されていなかった。

			「……あ？」

			　だと言うのに、アマツの表情には安(あん)堵(ど)が浮かんでいた。

			　違和感を覚えたオルガが、アマツの視線を追い、気付いた。

			　いつの間にか逃げ出し、森の出口へ向かって走るミシェルの存在を。

			「お兄さん……！　私がすぐに、助けを呼んでくるから！」

			　涙で顔をグシャグシャにし、ミシェルはそう叫んだ。

			「だから……死なないでっ！」

			　そして、振り返ることなく、再び走り出した。

			「ッ！　あの売女ぁ！　逃がすわけが、ねえだろうがよぉ！」

			　ミシェルを追おうと、オルガが跳躍しようとした瞬間。オルガの足に何かが絡まった。

			「行かせ……ない」

			「お前ぇ……！」

			　死に体のアマツが、オルガの足に纏(まと)わり付いていた。

			「離せよ、雑(ざ)魚(こ)が……！」

			　魔力を込めた蹴りを、オルガはアマツへ執拗に叩き込む。

			　一撃ごとに、グチャグチャと致命的な音がした。しかしそれでも、アマツの拘束は外れない。

			「君は……ぼくが足止め、するん……だ」

			　だから、ミシェル――君だけは、逃げてくれ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　走る。森の出口を目指して、全力で。ペースなど気にせず、ただひたすらに走り続ける。

			「はぁ……はぁ……っ」

			　ミシェルは泣き出してしまいそうになるのを必死で堪(こら)え、涙が流れそうになる前に目を擦(こす)る。

			　アマツは自分を助けるために、ボロボロになっても戦ってくれた。彼を死なせたくない。

			「誰か……っ！」

			　森から出ても、街まではしばらく掛かる。今のミシェルの足では、街に辿り着くまでにアマツが殺されてしまう。

			「……どうしたら」

			　膝から崩れ落ちてしまうような絶望感に抗いながら、ミシェルが森から外へ出る直前だった。

			「――――！」

			　目の前に複数の人影があった。

			　土巨人(ゴーレム)ではない、生身の人間だ。腰に武器を構え、フードで顔を隠した何人かの男性達。

			　走ってきたミシェルを見て、その先頭に立っていた人物がギョッとした表情を浮かべた。

			　フードの中から、短く揃えられた黄緑の髪、細い青色の瞳が見えた。日常的に体を鍛えているのか、ローブの上からでも分かるほどにその男は逞しい。

			「君は、孤児院の子供か……？　こんなところでどうしたんだ」

			「助けてください……！」

			　藁(わら)にも縋(すが)る思いで、ミシェルは男達に事情を話した。

			　孤児院の地下で行われていた実験。自分はそれから逃げてきたこと、自分を逃がすために戦っている人がいること。

			「……なんていうことだ」

			　拳を握りしめ、その男は歯を食いしばる。孤児院で行われている非道が許せないと、体を震わせていた。

			「分かった。今すぐに孤児院へ向かおう。戦っているという君の友達も、我々が助けてみせる」

			「本当……!?」

			「もちろんだ。だから、その友達がいるというところへ案内してもらえないか？」

			「分かった……！」

			　アマツの下へ案内するため、男に背を向けた瞬間だった。

			　ガッと鈍い衝撃が走り、ミシェルの体から力が抜けていく。

			「……え？」

			　倒れ込みながら、ミシェルは振り返る。

			　男は汚らわしいものでも見るような表情を浮かべ、いつの間にか剣を抜いていた。剣の柄(え)で殴られたのだと、ミシェルは悟る。

			「チッ、面倒な。ジョージさん達は何をしてやがるんだか。こんなガキを逃がすなんてどういうこった」

			「どうするんですか？」

			「面倒だが、運んでいくしかないだろう」

			「はい、了解しました。――マルクスさん」

			　薄れゆく意識の中、そんな言葉を聞いたような気がした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「面倒を掛けたようね」

			「ええ、気を付けてくださいよ。脱走者なんて出たら、洒落じゃ済まなくなる」

			　森の奥には、ジョージとリリー、そしてフードを被った男達の姿があった。

			　気絶したミシェルは土巨人(ゴーレム)に抱えられ、ぐったりとしている。

			「それで……今日は何の用だ？」

			「前に話していた、強化の話をしに来たんです。実験は進んでいるんでしょう？」

			「ああ。〝英雄の力〟のことか。悪いが出直してくれ。少し立て込んでいるんだ」

			　悪いが出直してくれ、というジョージに、フードの男は露骨に顔をしかめる。

			「当然、脱走者を捕まえてくれた礼も兼ねて、しっかりと君の力を強化しよう。オルガのお陰で、実験は順調に進んでいるからな」

			「……分かりました」

			　それならばと頷くと、男達はその場を後にした。

			　森の中に隠してある〝転移陣〟を使って帰るのだろう。

			　ふんと息を吐くと、ジョージとリリーは気絶しているミシェルに視線を向けた。

			「まったく、手こずらせおって」

			「オルガが殺そうとした時は冷や汗が出たわ」

			　ダーティスは、生きているミシェルを所望している。

			　それなのに、オルガがミシェルを殺せば、最愛の息子の願いは叶えられなくなってしまう。

			　だから、二人はわざわざ孤児院の外にまでオルガを止めるために出張ってきたのだ。オルガは既に、地下室へと戻らせてある。

			「ふん、でき損ないが」

			　ジョージが地面に転がっていた、全身ズタボロのアマツに蹴りを入れる。

			　辛うじて息はあるが、もはや修復できないレベルで体が壊れてしまっている。

			「心象魔術を使った時は少し期待したが……結局は期待はずれだったか」

			「役立たずは、最期まで役立たずだったわね」

			「せっかく仕掛けたトラップを破壊されているんだ。役立たずどころではないな。このゴミが！」

			　苛立ちをぶつけるように、ジョージが何度も蹴りつける。しかし、アマツは僅かに呼吸しているだけで、何の反応も示さない。

			「ふん」

			「コレ、どうする？」

			「放置で良いだろう。死んだらすぐに魔力の粒子になって消滅する」

			「それもそうね。じゃあ、ダーちゃんの元に帰りましょうか」

			　可愛い息子が待っている。二人はステップを踏むように、その場を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もう何も見えない。眼球は機能を失い、目蓋(まぶた)が開くことは二度とないだろう。

			　全身が切り刻まれており、這うことすらできない。辛うじて、残った右腕を僅かに動かせる程度だ。

			　ミシェルは逃げられなかった。このままでは、死ぬよりも悲惨な目に遭うだろう。

			　なのに、自分にはもう助ける力が残っていない。

			　時間はもう、残されていない。数分と経たないうちに、アマツは絶命する。

			　死が迫る中で、ミシェル達を助けられなかった無念に苛(さいな)まれることしかできない。

			　その時だ。

			　すぐ近くで人の足音がした。

			　どうやら二人いるらしい。ジョージとリリーが、止めを刺しに来たのだろうか。

			　何もせずとも、自分は死ぬというのに。

			「――――」

			　近づいてくる足音。息を呑む音がした。

			　おかしい、とアマツは思う。

			　ジョージとリリーならば、自分を見て驚くことなどないからだ。

			　だとしたら、この足音は。

			「そこ……に、いるん……ですよね……」

			　辛うじて無事な喉を必死に震わせる。

			「こどもを……たすけて、あげて、ください……」

			「…………」

			「あの……孤児院は、……こどもを、実験につかって……殺してる……」

			　縋るように、アマツは誰かに向かって手をのばす。

			　自分の死まで、残り数秒。これが自分にできる、最後のことだと。

			「いま……も、おんなのこ……が、ひどい目に、遭わされて……いるんです……」

			「…………」

			「おね、がい……します」

			　そう口にして、全身から力が抜けていくのを感じた。

			　時間切れだ。もう、声が出ない。

			　伸ばしていた手から、力が抜けていく。

			「……みしぇるを……たすけて、あげて……」

			　動くはずのない喉が、最後にそう絞り出した。

			　喋る力など、体のどこにも残されていないというのに。

			　どうしてもミシェルを助けたいという一心だけで、アマツは最後にそう言った。

			　手から力が抜け、地面へ落ちる――その直前。

			「――――」

			　誰かが、アマツの手を掴んだ。

			　力強く、温かい手のひらの感覚。

			（……ぁ）

			　その手を、アマツは知っていた。

			　手が届かないほどの遥か遠くにあって。一番近くにあった、何か。

			　ずっと求め続けていた存在(ほんもの)。

			（あぁ……）

			　君になら、任せられる。

			　そう、安心して――アマツは、眠りに就いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　誰かを救うために、必死に伸ばされた腕。

			　それを強く握りしめながら、

			　

			「――あぁ、任せろ」

			　

			　天(あま)月(つき)伊織は、そう言った。
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			第九話　『その遺志を引き継いで』

			　

			　肌を刺すような冷たい空気。頬を撫でる生暖かい呼気の感触で、ミシェルは目を覚ました。

			　ゆっくりと目を開くと、脂肪で弛みきった男の顔が視界一杯に広がっていた。

			「……ひっ」

			「おはよぉ、ミシェルちゃん」

			　体を起こそうとして、ミシェルは手足が拘束されていることに気付いた。　

			　それだけではなく、服が剥ぎ取られ、下着だけの姿になっていた。

			　ズキズキと痛む頭を押さえることすらできない。

			　恐怖に駆られ周囲を見回せば、最初にシーナを見掛けたあの広い実験室のような場所にいた。

			　豚のような男は、床に寝かせられたミシェルを四つん這いになって眺めている。

			　男の呼吸の度、吐き気を催す生臭い臭いがミシェルの鼻を突いた。

			「パパ、ママぁ！　ミシェルちゃん、起きたみたいだよぉ」

			「そうかそうか。ダーティス、良かったな」

			「ダーちゃんのために連れてきたんだから、好きにして良いわよ」

			　部屋にはジョージとリリーの姿もあった。奥に設置された椅子のような器具の周りで、何かをやっている。

			（あれ、は……）

			　その二人の隣に、灰髪の青年が不機嫌そうに立っているのが見えた。

			　瓜二つの容姿……だが、あれはアマツではない。見間違えようもない、あの獣のような目をした青年はオルガだ。

			　オルガがここにいるということは、彼と戦っていたアマツはどうなった？

			「お、お兄さんは、どうしたの……!?」

			　リリー達に向けて、横たわったままミシェルが叫んだ。

			　その大声にダーティスはキョトンと目を丸くして、「ん？」と首を傾げている。

			「お兄さん……？　ああ、あのでき損ないのことか」

			「あんなの、処分したに決まっているじゃないの」

			「うそ……」

			　信じられない。信じたくない。

			「嘘じゃねえよ。あの後、おれが徹底的にぶち壊してやったからな。グチャグチャになったあいつの姿、お前にも見せてやりたかったよ。クソ女」

			「そん……な」

			　喉が張り付いたように、言葉が出てこない。死んだ。自分を逃がそうとして、必死に戦ってくれたお兄さんが。

			　涙がこみ上げ、ミシェルは体を震わせる。

			「お兄、さん……」

			「とんだ無駄死だったなぁ、あの野郎はよぉ。せっかく無様に這いつくばっておれの足止めをしたってのに。肝心のお前が逃げられないんじゃ、どうしようもないよなぁ！」

			「う……ぁあ。あああ、ぁあああ」

			　床に顔を埋め、ミシェルが嗚(お)咽(えつ)を漏らす。自分が失敗したせいで、アマツの頑張りを無駄にしてしまった。

			「んふぅ、ああ、泣いてるミシェルちゃん、可愛いよぉ！」

			　ダーティスの巨体が、ミシェルの上にのしかかってくる。

			　無理やりに顔を上げさせ、ミシェルの顔に舌を這わせた。零れ出る涙を舐め取り、ダーティスはその悦楽に体を震わせる。

			「パパ、ママ。早くあれやってよ！　ミシェルちゃんに見せてやりたいんだ！」

			「あなた、ダーちゃんが待ってるわ。早くやってちょうだい」

			「あぁ、今すぐやるよ。……オルガ、そろそろ魔力の補充を行うぞ」

			「そうだな。魔王を倒すための力を蓄えなきゃいけねえ。……あんなクズに消耗させられたなんて屈辱だ」

			　オルガの体にいくつものコードが繋がれていく。コードの先には、あの椅子型の器具があった。

			「ほらミシェルちゃん！　よぉぉく見るんだよ！」

			「……っ」

			　強引に髪を引っ張り、ダーティスがミシェルの顔を上げさせる。視線の先に椅子が見えた。

			　その上に、一人の少女が乗せられている。

			「シーナ……」

			「うん、そうだよぉ。シーナちゃんと仲良かったんだよね？　これから、あの子がカリカリのミイラになるところを見せてあげるっ！」

			「あ……ぁあああ」

			　シーナも下着姿のままで、椅子に拘束されていた。

			　体は痩せ細り、その目には精気がない。頭部の耳は垂れ下がり、艶のあった肌や唇からは水分が失われていた。

			「はぁ……はぁ……！　ミシェルちゃん、凄くいい顔してるっ！」

			　股(また)座(ぐら)を大きく膨らませ、ダーティスが鼻息を荒くする。そのまま、ズリズリとミシェルの太腿にそれを押し付け始めた。

			「これからねっ！　はぁ、あの子は！　魔力を吸われて死んじゃうんだよぉ。ふぅ、ふぅ」

			「やめて……」

			「あはぁ、だぁめ。あの子にはもう飽きたから、吸い取って殺しちゃうの！　シーナちゃんの代わりにミシェルちゃんが来たからね。ふぅ、ふぅぅ」

			　アマツが殺され、目の前でシーナも殺されそうになっている。

			　自分ではどうすることもできない。このまま、為す術なく殺される。

			「……っ！」

			　せめてもの足(あ)掻(が)きに、ミシェルは顔を撫で回していたダーティスの指に食らいついた。

			　その醜い肉に、歯を突き立てる。

			「ぁあ!?　痛い痛い痛い痛い!?」

			「……っ！　っ!!」

			　顔を殴り付けられても、ミシェルは離れない。ぼたぼたとダーティスの血が零れ落ちる。

			「ダーちゃん!?」

			「貴様ァアア!?」

			　駆けつけたジョージの蹴りがミシェルの腹部にめり込み、その小さな体を吹き飛ばす。

			　骨が折れる嫌な感触がミシェルを襲う。内臓が傷付いたのか、口の中に血の味が広がった。

			「あああああ!?　パパぁ！　ママぁ！　痛いよぉお！」

			「ダーティス！　大丈夫か!?」

			　悲鳴をあげ、ダーティスが地面をのたうち回る。駆け寄ったジョージとリリーを殴りながら、野太い声で豚のように泣き喚いた。

			「ああぁあ！　痛い痛い痛いッ！　死んじゃう、死んじゃうよぉおおお！」

			「今すぐ私が治してあげるわ!!」

			　ジョージが押さえつけ、すぐにリリーが治癒魔術を掛けて指の傷を治させた。

			　その様子を見ながら、ヒューヒューと息を吐きながら、ミシェルは言った。

			「ざまぁ……みろ」

			　その瞬間、ダーティスが顔の肉をブルブルと震わせ、絶叫した。

			「僕を傷付ける奴なんて、玩具(おもちや)にしてやらない!!　殺して！　パパ！　今すぐあいつを殺して!!」

			　最愛の息子を傷付けた存在を、生かしておく理由はない。ジョージがミシェルの髪を掴み、椅子の下まで引きずっていく。

			「貴様はシーナと一緒に魔力を吸い尽くして殺してやる！　息子を傷付けた罰だッ!!」

			「う……っ」

			　叩きつけるように、椅子に座らされる。ジョージが何かを唱えると、椅子から拘束具が現れ、ミシェルを縛り付けた。

			　これから、前に部屋で見た男性のように、魔力を吸い尽くされて殺されるのだろう。

			「どうして……」

			「はぁ？」

			「どうして……こんなことするの。前に、ジョージ達は私に教えてくれたのに」

			　ぐったりと椅子に座らされたまま、ミシェルは尋ねる。

			「人間も亜人も、どっちもいいところがあるって……。私、信じてたのに……」

			　ミシェルの言葉に、ジョージとリリーは顔を見合わせると「その通りだ」と頷いた。

			「ああ、人間も亜人も、どちらも素晴らしい」

			「ええ、その通りよ」

			　涎を啜るような。丸々と太った豚のステーキから滴る、肉汁のような。

			　欲望に塗れきった表情で二人は言った。

			「「――どちらも、良い実験材料になる」」

			　あぁ、とミシェルは悟った。

			　二人が孤児院を開いたのは、実験材料を集めるためだったのだと。

			　子供に優しく接していたのは、全部嘘だったのだと。

			「それに、実験が成功すれば金にもなる。オルガが魔王を倒した暁には、金も、名誉も、全部手に入る」

			「吐き気のする魔族も滅んで、私達は幸せに暮らすことができる。あぁ、人間も亜人も、等しく私達を幸福にしてくれる素晴らしい存在だわ」

			　自分の頬を撫で、うっとりとした表情でリリーが言った。

			「抽出した魔力を使えば、こうして若さを保つこともできる。そうでもなきゃ、貴方達のような汚らわしい孤児を連れてくるわけがないでしょう？」

			　汚らわしい。それまで孤児院で接していた彼女ならば、絶対に言わなかった言葉だ。

			　あれはすべて演技で、内面では自分達をそう思っていたのかと、ミシェルは愕然とした。

			「シーナみたいな気持ち悪い亜人を引き取ってるのもそのためよ。人間の子供よりも引き取りやすいし、いなくなっても誰も気にしないもの」

			「だからといって、ダーティスと過ごせる時間が減るのは業(ごう)腹(はら)だが……メルト様は仰った。感謝の心を忘れるな、とな」

			「だから私達は貴方達に時間を割いて、衣食住を用意してあげてるの」

			　何がメルト様だと、ミシェルは吐き捨てたくなった。メルトという神が教わった通りの存在ならば、神は絶対に二人の所業を許さない。しかし二人は、自分達は全面的に正しいのだと、信じて疑っていなかった。

			「我々がいなければ、どうせ貴様ら孤児は野垂れ死んでいたのだ。一時でも住める家を用意してやったんだから、むしろ我々に感謝して欲しいくらいだ」

			「ええ。その上、貴方のようなクズを、世界を救うために有効活用してあげるのだから、泣いて喜ぶべきよ」

			　滔(とう)々(とう)と語る二人を見て、ミシェルは思った。

			　どうしようもなく醜い、と。

			　どうしてこんな人達に、自分達が食い潰されなければならないのだろう。

			　どうしてこんな人達に、お兄さんは殺されなくちゃならなかったのだろう。

			「パパ！　ママ！　早くしてよ！」

			「ああ、すまない。はっ、そういうことだ。今すぐに絞り殺してやる」

			　ダーティスに急かされて、二人は会話を打ち切った。醜悪に笑うと、椅子の仕組みを作動し始める。

			「はは！　あのでき損ないに消耗させられた魔力は、お前で補ってやるよ。あいつがそれを知ったら、どう思っただろうなぁ」

			「……っ」

			「ま、もう死んでるから、知ることもできないんだけどよぉ！」

			　コードの先にいるオルガが、ミシェルを嘲(ちよう)笑(しよう)する。

			「魔力を吸われるのは苦しいよぉ！　僕を噛んだりするからこうなるんだ。ばーかっ！」

			　ケラケラと、ダーティスが笑う。

			「ふん。さあ、死ね」

			「さようなら。今度から、貴方みたいなのが入り込んでこないように、警備は頑丈にするわ」

			　そうして、椅子は作動される。もう数秒も経たないうちに、ミシェルとシーナは魔力を吸われて死ぬだろう。

			　アマツの戦いは何の意味もなく、アマツの死には何の価値もなくなってしまう。

			（そんなの……嫌だ……っ）

			　痛みで朦朧とした意識の中で、ミシェルはそれを強く否定した。

			「……けて」

			　誰にも届かない。そう分かっていながら、

			「助けて……！」

			　最期にミシェルは、絞りだすようにそう叫んだ。

			　

			「――――ああ」

			　

			　その叫びに、応える者がいた。

			　ヒュンと音がした。何かが飛来して、椅子とオルガを繋いでいたコードを切断する。

			　コードの断面から、バチバチと電流が迸(ほとばし)った。

			「な……何だ!?」

			　広い部屋の薄暗い隅。闇が解(ほど)けるように、そこから二人の男女が姿を現した。

			　銀髪金眼の少女と、髪も瞳も黒で統一された少年。

			　どちらも、ミシェルには見覚えのない人物だ。

			「……お兄、さん……？」

			　しかし、黒い少年を見て、ミシェルは何故かアマツに似ていると感じた。

			「何者だ、貴様ら！」

			　怒鳴るジョージに、黒い少年は酷く醜いモノを見るように顔を顰(しか)める。

			　それから、ミシェルに視線を向けた。

			「……君がミシェルか？」

			　ミシェルが小さく頷くのを見て、黒い少年は言った。

			「――待ってろ。すぐに、助けてやる」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「エルフィ、俺は――――」

			　エルフィとともに聖都を回った日の夜。俺はある答えを出した。

			「あいつらが本当に改心していたなら……復(ふく)讐(しゆう)を、諦めようと思う」

			　憎しみはある。どうしようもない殺意もある。

			　だけど、改心している二人を殺すことは、かつて俺が守りたかったものを壊すことになる。

			　それは、したくなかった。子供達の笑顔を壊すようなことは、したくない。

			「……うむ、そうか。なら、私はそれに従おう。確認しに行くのだろう？」

			　エルフィは特に意見を述べることなく、そう言った。

			「ああ。深夜になったら、あの孤児院に行こう」

			　そうして俺達は聖都を抜け、再び孤児院へと向かった。

			　孤児院を囲んでいる森には、大量の土巨人(ゴーレム)と監視用の魔術が仕掛けられている。

			　気配を遮断しながら、〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟で監視を突破し、慎重に森を進んでいく。

			「――――」

			　孤児院の中に踏み込む直前。

			　その途中で、森全体を駆け巡るような魔力の波動を感じた。ひとまず孤児院に入るのをやめて、その魔力の源の方へ向かう。

			「……！」

			「これは……アマツか」

			　そこで俺は、〝かつての俺〟と出会った。

			　いや……違う。正確には、〝英雄アマツ〟を模して作られた、戦闘用のホムンクルスだ。

			　今にも死にそうなホムンクルスは俺に言った。

			『子供達を助けてあげて』と。

			　最初は何かの罠(わな)かと思った。しかし、ホムンクルスは摯(し)実(じつ)に言っていた。本心から、助けてあげて欲しいと。

			「どうするんだ」とエルフィが目で聞いてくる。

			　聞かれるまでもなく、俺の心は決まっていた。

			「――あぁ、任せろ」

			　

			　そして、俺達は孤児院に侵入した。

			　子供達は二階の部屋で眠っており、何かをされている様子はない。危険もなさそうだった。

			「……となれば」

			「あの封印された部屋の他にはないな」

			　入念に閉ざされた扉を開き、踏み込んだ先にあったのは地下室だった。

			　音のする方へひたすら進んでいき、そして――。

			「「――どちらも、良い実験材料になる」」

			　また、俺は失望させられることになった。

			「……本当に、お前らは何度俺を失望させてくれれば気が済むんだろうな」

			「アンタ……昨日孤児院に来ていた……！」

			　甲高い声で、リリーが喚き立てるのを無視して、この部屋にいる人間を再確認する。

			　ジョージ、リリー、そして恐らくは二人の息子であろう醜い大男。

			　椅子に囚われている二人の女の子に――。

			「――――！」

			　先程までいた、もう一人のホムンクルス〝オルガ〟が消えていた。

			「はっはぁー!!」

			　魔術を使用した高速移動で、オルガが接近してくる。右手に握りこんだ剣が、凄まじい勢いで振り下ろされるのが見えた。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀で受け止めるよりも先に、エルフィが前に出た。

			「させん……！」

			　魔力を纏(まと)った腕で、オルガの一閃を受け止める。魔力と魔力が激しくぶつかり合い、火花が散った。

			「おらあァ!!」

			　オルガの一撃が、エルフィを空中へと突き上げた。さらに、風の魔術を利用して、その後を追う。まるで何もない空間を蹴るような動きで、エルフィを翻(ほん)弄(ろう)する。

			「……舐めるなよ、人形」

			　――〝魔脚・天風閃〟――

			　エルフィの足が魔力を纏(まと)う。

			　直後、エルフィもオルガと同じように何もない空間を蹴って空中を移動した。

			　魔腕と刃が何度も交差し、激しく火花を散らして――、

			「ちぃ……」

			　打ち負けたオルガが、地面に叩き落とされた。直前に風で勢いを殺し、軽業師のように回転して着地する。

			　次いで、エルフィも地面に降りてきた。

			「お前、相当強えな。あのでき損ないよりも、よっぽどやるじゃねえか」

			　激突し合った二人だが、どちらもまだかなりの余力を残している。

			　なるほど、あのホムンクルス、なかなか強いらしい。

			「……そこの男、お前は何だ？　お前を見てると、イライラしてきやがる」

			　鋭い眼光をオルガが向けてくる。

			「何でもない……ただの復(ふく)讐(しゆう)者だよ」

			「あぁ？」

			「しかし、ジョージとリリー。何をしているかと思えば、〝英雄アマツ〟のホムンクルスを作ってるなんてな」

			　この森の周囲で目撃された英雄アマツの亡霊。その正体もホムンクルスだったのだろう。

			　……くだらない。

			「俺が提供した細胞を、こんなことに使われるとは思ってなかったよ」

			「な、何を言っている……？」

			「……分からないのか？　なら、すぐに教えてやるから待ってろ」

			　睨みつけると、ジョージとリリーがブルリと体を震わせた。

			「何をしている、オルガ！　早くこいつらを片付けろ！」

			「ダーちゃん、こっちにいらっしゃい。パパとママが守ってあげるから」

			「うん」

			　あの三人は、少女二人が座らされている椅子の近くに固まっている。

			　助けに行くには、まずはオルガを片付ける必要がありそうだな。

			「教えてやる？　今すぐ死ぬお前らが何を教えるってんだ？」

			「安心しろ。お前に教えることはねえよ」

			「……お前、あのでき損ないと同じくらい苛つくな」

			　チリチリと、オルガが魔力を放出する。

			　灰色の髪に、あの長身。恐らくは内部に内包した膨(ぼう)大(だい)な魔力の影響だろう。

			「でき損ないってのは、森で倒れていたホムンクルスのことか？」

			　ピクリと、椅子に座っている少女が反応するのが見えた。

			「あぁ、見たのか。そうだぜ。あいつはおれと同じ目的で作られたホムンクルスだ。ま、弱いだけのでき損ないだけどな」

			「…………」

			「おれこそが、あの〝英雄アマツ〟を完全再現した完成形だ。同じ人間を元にしてるのに、どうしてあいつとおれでここまで違うのか、理解に苦しむぜ」

			　……ああ、俺もそう思うよ。

			　オルガは陶酔しているように、流暢に舌を回す。

			「あんな甘ったるい奴がアマツなわけがねぇってのによ」

			「…………」

			「だからあいつは、でき損ないの偽物だって――」

			「もう良い。黙ってろよ、でき損ない」

			　は？　とオルガが固まった。

			　後ろでエルフィが小さく笑っている。

			「くく。アマツのコピーだというのなら、この人形はどうしようもなくでき損ないだろうな」

			「……ああ。でき損ないで、偽物なのはお前の方だよ、オルガ」

			　少なくとも、あのホムンクルスの「助けたい」という意志は、本物だった。

			　目の前にいる偽物とは違う。

			「お……おれが、偽物だと……？」

			　プルプルと、オルガが体を震わせる。

			　ダンダンと地団駄を踏み、犬歯を剥き出しにして叫びだした。

			「殺してやるよ。この糞野郎がぁあああ!!」

			　オルガの姿が掻き消えた。風属性魔術を使いながら壁を蹴り、部屋の中をバネのように跳躍する。

			「伊織。あの人形はお前に任せても大丈夫か？」

			「ああ。すぐに片付ける」

			　会話の間にも、オルガは嵐のように部屋中を跳びまわっている。

			「ふざけたことをぬかしやがって。おれが偽物？　は、いいぜ。今からお前に本物の一撃を教えてやるよ」

			「…………」

			「お前らも、あのガキを助けに来たんだろ？　今決めたぜ。お前らも、あのガキも、おれがグチャグチャに殺してやる。あのでき損ないと、同じようになぁ!!」

			　かつての自分と同じ顔の奴がいるってのは、嫌な気分になるな。

			　あのホムンクルスには何も感じなかったが、こいつは無理だ。

			　苛ついて、しょうがない。

			「おらよぉ！」

			　真横をオルガが通過していく。衝撃波で地面が大きくえぐれ、破片が風に舞い上げられていく。

			「ははははははッ！　なんだよ、お前！　目で追うことすらできてねぇじゃねえか!!　そんな体たらくで、よくおれに喧嘩を売ったよなぁ！　英雄たる、このおれによぉ!?」

			　嘲(ちよう)笑(しよう)しながら、オルガが高速移動し続ける。

			「後悔しても遅いぜ、糞野郎。そこの女もろとも、今すぐグチャグチャにして――」

			「だったら早く来いよ。偽物」

			「……ああ、死ね」

			　足場を踏み砕き、オルガが突っ込んでくる。小さな台風が形を取ったかのような勢いだ。

			　目の前にオルガが迫る。

			　右手に宿った『勇者の証』が疼く。予感があった。今なら、アレを使えると。

			　嘲(ちよう)笑(しよう)を浮かべ、剣を振り下ろしてきたオルガの一撃を、俺は魔力で強化した腕で受け止めた。

			「――【英雄再現(ザ・レイズ)】」

			　衝撃波が部屋全体を駆け巡る。実験器具がガタガタと揺れ、地面に落下していく。

			「……は？」

			　攻撃を片手で止められたオルガは、それまでの笑みを貼り付けたまま呆然としていた。

			「終わりか？」

			「な……ッ!?」

			　オルガが大きく後ろへ飛びのいた。そして再び、風で自身を強化して突っ込んでくる。

			　腕で、軽く弾く。

			「お……」

			　無数の斬撃が飛来する。翡(ひ)翠(すい)の太刀でそのすべてを切断した。

			「おお……ッ」

			　四方から風、炎、水、土、すべての属性の魔術が飛んできた。

			　そのすべてを魔術で消し飛ばす。

			「おおおおおおおおッ!?」

			　必死の咆(ほう)哮(こう)をあげながら、オルガが連続で攻めてくる。

			　魔術、剣術、体術、あらゆる攻撃を軽くいなしていく。

			「なんだ!?　何なんだよ、お前っ!?」

			　オルガの顔が、焦(しよう)燥(そう)に歪(ゆが)んでいく。

			　なりふり構わず、全力の攻撃を連続で叩き込んできた。それでも俺は、ただの一撃すら喰らわない。

			「あり得ない！　なんで……!?　どうしておれの攻撃が通らない!?　おれは最強なんだ！　英雄なんだぞ!?　こんなのおかしいじゃねえか!?」

			　その言葉を、鼻で笑った。

			「弱いな、でき損ない」

			「あ……ああ……あああああッ!!」

			　狂ったように、オルガが斬り掛かってくる。

			　弾き、いなし、受け流す。懇切丁寧に、その攻撃のすべてを無効化してやった。

			「この程度で英雄？　笑わせるなよ。これじゃディオニスにすら勝てねぇよ」

			「嘘をつくな！　おれは最強なんだ！　どんな奴だっておれには敵わない！　魔王だって、おれには！」

			「オルテギア相手なら、最初の一撃で、お前が死んで終わりだ」

			「うああああああッ!?」

			　実力差をようやく認識できたのだろう。オルガが涙を浮かべて、絶叫した。

			「――そろそろ、終わりにするか」

			「ひっ……」

			「さっきからずっと、英雄がどうとかくだらないことを言ってたよな」

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀に魔力を纏(まと)わせる。

			　使用するのは、〝鬼剣〟だ。

			「今からお前の言う、英雄(ほんもの)の一撃をくれてやる」

			「ま、まさか……」

			　蒼白な顔で、オルガが後退る。

			「お、お前……オリジナルの……!?」

			「ご名答」

			「い、嫌だ……嫌だ、死にたくない！」

			　オルガが戦意を喪失して、逃げ出そうとする。

			「無様だな。……あいつはもっと、潔かったぜ」

			「嫌だああああ！　おれは、おれは本物なん――――」

			　魔力を込めた斬撃を叩き込む。

			「じゃあな、偽物」

			　防ごうと構えられた剣をへし折り、硬化の魔術を突破して、かつての俺の魔力を纏(まと)った一撃が、オルガを正面から両断した。

			「ぱ――――」

			　恐怖に歪(ゆが)んだ表情のまま、オルガが跡形もなく消滅した。一片の肉片すら残らず、完全に。

			　部屋の中は、静寂に包まれた。

			「は……？　な、ん？」

			「えっ？　どういう、こと？」

			　数秒の間をおいて、ジョージとリリーが取り乱し始めた。部屋の中をキョロキョロと見回して、オルガの姿を探している。

			「オルガ！　何をやっている!?」

			「早く出てきなさい！　あいつらを早く殺して!!」

			　返事はない。

			　それで、ようやくオルガが死んだことを悟ったのだろう。ワナワナと体を震わせ始めた。

			「何だ、今のは……。心象魔術……か？」

			「そ、それより、今の魔力パターンは。そんな、嘘」

			「え、パパ？　ママ？　どうしたの……？」

			　ジョージとリリーは、何かを悟ったようだ。ダーティスだけは、親の顔を見て首を傾げているだけだが。

			「だから、すぐに教えてやるって言っただろ？」

			「き、貴様……そんな、まさか」

			「あぁ、久しぶりだな」

			　二人の顔は真っ青だ。心象魔術の魔力に触れて、俺の正体を悟ったのだろう。

			「ジョージ・イグナス・エルヴァナヒトに、リリー・ファミナ・アンブラム。……ああ、今は結婚して、リリーの方は姓が変わってるんだったか？」

			「嘘よ……あり得ないわ！」

			「ねぇ、パパ、ママ、どういうことなの？」

			「少し黙っていろ!!」

			　心に余裕がなくなったのか、ジョージはあれほど可愛がっていた息子を怒鳴りつけている。

			　リリーも、それを咎める余裕はないらしい。

			「アマツ……なのか？」

			「ああ、そうだ。お前らに復(ふく)讐(しゆう)するために、戻ってきた」

			　そう言って、一歩前に踏み出した。

			「ひっ……」

			「来るんじゃない！」

			　ジョージの叫びとともに、地面から無数の土巨人(ゴーレム)が姿を現した。

			　ドスドスと音を立てて接近してくる。

			「邪魔だ」

			　そして、エルフィの魔眼によって一瞬で消滅した。パラパラと、残骸が地面に降り注ぐ。

			「私の土巨人(ゴーレム)が、こんな、簡単に……」

			「……行くぞ」

			　地面を蹴り、ジョージ達の下へ突っ込む。

			「いや、来ないでぇッ！」

			「この、亡霊がぁ……ッ!!」

			　リリーの魔術が地面に流れ込み、足元が凸凹になる。そこへ、ジョージの魔術が弾丸のように降り注いだ。

			　足場を悪くして動きを封じ、そこを攻撃する。流石に聖堂騎士団に所属していただけあって、戦い慣れている。

			「な……!?」

			　俺は靴に魔力を流し、足場の悪さを無視して走りだす。

			『蒼碧の靴』。足場の悪さを一切無視して、移動することができる魔力付与品(マジツクアイテム)だ。靴の効果によって、こちらの動きは微(み)塵(じん)も鈍らない。

			　使うのは初めてだが、この効果は本物のようだな。

			　ジョージとリリーが、あらん限りの魔術を撃ってくる。そのすべてを俺は正面から叩き斬った。

			　押し寄せる土巨人(ゴーレム)も、エルフィの魔眼の前には何の意味も持たない。

			「ひぃ……！」

			　勝てないと悟ったのだろう。悲鳴を上げ、二人はダーティスを背中に隠すようにして後退る。

			　この状況でも庇(かば)うところを見ると、子供への愛情は本物らしい。

			　……だったら。どうして、ほんの少しでも、他の子供のことを考えてやれないんだよ。

			　ジョージ達に注意を向けたまま、椅子に座らされている少女を見る。

			　二人とも、意識を失ってしまっている。オルガとの戦いの余波を受けたせいだろう。

			「……もう、大丈夫だ」

			　剣を振り、その体を縛り付けている拘束具を破壊する。

			　自由になった二人を抱き抱えた。安全な場所まで連れて行き、地面に置いた。

			　ミシェルという少女の呼吸がおかしい。

			　どうやら肋骨が折れて、内臓を傷付けているようだ。

			　もう一人の人猫種(ワーキヤツト)の少女はもっと酷かった。体中から、魔力が抜き取られている。このまま放置しておけば、衰弱して死に至るだろう。

			「死なせない」

			　この二人も、他の子供達も。絶対に助けてみせる。……あいつと約束したからな。

			「ポーションを渡せ。この二人は私が処置しておく」

			　ポーチからポーションを取り出し、エルフィに手渡した。

			「なあ、伊織」

			　二人の口へポーションを流し込みながら、エルフィがこちらを見ないまま聞いてきた。

			「……なんだ？」

			「安心したか？　あいつらが悪人で、心置きなく復(ふく)讐(しゆう)できることに」

			「…………………」

			　振り返り、ナイフを投(とう)擲(てき)する。逃げ出そうとしていたダーティスの太腿をナイフが貫いた。

			「ぎゃあああああああッ!?」

			「ダーちゃん!?」

			「貴様、なんてことを……！」

			　豚のように喚きながら転がるダーティス。駆け寄る二人にも、同じようにナイフを投(とう)擲(てき)した。

			「ぐぁあああッ」

			「ひ、ひっ……ぃぎいいい」

			「ママ！　早く治してよぉ！　死んじゃう死んじゃう死んじゃう！」

			　三人の耳障りな絶叫が、部屋に響き渡る。

			　俺は一歩一歩近づいていく。

			「ま……待ってくれ！　助けてくれっ！」

			　ジョージが、苦悶の表情を浮かべたまま言ってくる。

			　無視して、一歩前に踏み出す。

			「マーウィン。ベルトガ。オリヴィア。ディオニス。こいつらの名前を聞いて、何か思うことはないか？」

			「ま……まさか」

			「ああ。ここに来るまでに、俺が殺してきた奴らの名前だよ」

			　カタカタと三人が体を震わせる。

			「ジョージ、リリー。お前らは、俺を裏切ったな」

			「ち、違う……！　私達は、その……」

			「リューザス達から、お前らの情報は手に入れてる。金欲しさに俺を殺そうとしたこともな」

			「そ、それは……」

			　蒼白な顔で何かを言おうとするも、言い訳すら思いつかないらしい。

			「……それでも、俺は」

			「……………」

			「お前らが改心していて……子供達のために孤児院を運営してるんだったら、復(ふく)讐(しゆう)せず、手を引くつもりだったんだよ」

			　その言葉に、二人の顔色が変わる。

			　活路を見出したかのように、目の色を変えた。

			「わ、私達は本当に、子供達のために孤児院を開いたんだ！」

			「そうよ！　昨日貴方達も上の様子を見たでしょ……!?」

			「あ、アマツ殿……！　頼む、助けてくれ……！」

			「お願いします!!」

			　縋るように、二人が言ってくる。

			「……だったら、お前らが殺した子供を元に戻せよ」

			「え……？」

			「全員笑顔にして、今すぐここに連れてくるんだ」

			「そ、それは……」

			　それはできない。そんなことは分かってる。分かりきっている。

			「エルフィ。さっき聞いたな。俺に、安心したのかと」

			「…………」

			「……違うよ。失望したんだ。やっぱり、俺には見る目がないってさ」

			　少しだけ、信じてみたかった。

			　けど、やっぱり俺は間違っていた。人間はそう簡単に変われないんだ。

			　改心できるような奴は最初から、自分の利益のために他人を貶(おとし)めて、嘲(あざ)笑(わら)ったりはしないんだ。

			「俺は復(ふく)讐(しゆう)に妥協しそうになっていた。お前らのお陰で、それに気付けたよ」

			「ひ……」

			「だからもう、妥協はしない。俺を裏切った奴は、絶対に許さない」

			　――だから。

			「今からお前らに、地獄を見せてやるよ」

			　魔術を発動する。

			「や、やめ――」

			　そうして俺は、三人の意識を刈り取った。

		

	
		
			　

			第十話　『愚者の処刑場』

			　

			「……っ！」

			　リリーはバッと勢い良く体を起こした。

			　いつの間にか、ベッドの上で寝ていたらしい。全身が汗に濡れて気持ち悪い。

			「凄く……嫌な夢を見た気がするわ」

			　最高の研究成果であるオルガが殺され、自分達も誰かに殺されそうになる。そんな、胸糞の悪くなる夢だった。本当に夢かと疑いたくなるような、そんな夢だった。

			「リリー」

			「……あなた」

			　ふと横を見れば、自分と同じように汗で濡れたジョージが体を起こしていた。

			「凄く、嫌な夢を見たんだ」

			「ええ……私もよ」

			　ジョージの見た夢も、自分と似た内容の物だった。

			「二人同時に同じ夢を見るなど、変わったこともあるものだな……」

			「ええ……。でも、所詮は夢よ」

			　ジョージとリリーの間には、最愛の息子であるダーティスがいびきをかきながら眠っている。

			　自分達もダーティスも無事だ。気味が悪いが、ダーティスが無事ならばそれで良い。

			　しかし、眠る前後の記憶が曖(あい)昧(まい)だ。薄ぼやけていて、よく思い出せない。

			　頭に靄がかかっているように考えがまとまらない。

			「……そういえば、何かしなくちゃいけないことがあったんじゃなかったか」

			「そう……ね」

			　何かをしなくてはならない。そんな曖(あい)昧(まい)な使命感のまま、二人は部屋を出た。

			　地下室にある三人用の寝室を後にして、コツコツと足音を響かせながら地下を歩く。

			　向かうのは、〝吸魔装置〟のある部屋だ。

			　リリーとジョージの研究には、大量の魔力が必要となる。ホムンクルスの創造にはもちろん、体を若返らせる魔術の維持にもかなりの魔力が消費される。

			　優秀な錬金術師の二人ではあるが、それだけでは若さの維持すら難しい。帝国貴族のオリヴィア・エリエスティールから聞き出した魔術には、膨(ぼう)大(だい)な魔力が必要だった。

			　どうせあの雌狐のことだから、改良法はとっくに編み出しており、その上で自分達には教えていないだろうと、リリーは考えている。

			　消費魔力の不足を補うために創りだしたのが〝吸魔装置〟だ。対象から魔力を吸い出し、他の魔術に流用することができる。　

			〝英雄アマツ〟の力を再現するために、二人はホムンクルスを作っている。

			　それも普通の製法ではない。過去に喪われた魔術――〝喪失魔術(ロストマジツク)・人魂錬成〟を使用して、だ。

			　媒体とした人物の能力をそのまま再現するという、破格の効果を持った魔術。

			　完全に使いこなせているわけではないが、この魔術のお陰で実験は順調だ。消費魔力が多すぎるのが問題ではあるが。

			「そろそろ、上の子供を何人か使うか」

			「そうね。できたら、亜人にしましょう」

			「はは、お前は本当に亜人が嫌いだな」

			「当たり前じゃない。貴方もでしょ？　あんな気持ち悪いのがダーちゃんの傍にいると思うだけで吐き気がするわ」

			　そんな会話をしながら、二人は研究室の一つにやってきた。

			　どういうわけか、中が荒れている。実験器具のいくつかが地面に散乱していた。

			「…………」

			「…………」

			　しかし、二人は気にならない。それよりも、吸魔装置に拘束されている人物に目が向かう。

			　ミシェル。引き取ってきた子供の一人が、装置に拘束されている。

			「ああ……そうだった。ミシェルから魔力を吸収するんだったな」

			「なんで……忘れてたのかしら」

			　二人は早速、吸魔装置の作動に取り掛かった。

			　子供とはいえ、死ぬまで吸えば、かなりの量の魔力が溜まる。ミシェルからでも、十分すぎるほどの魔力が得られるだろう。

			「吸い尽くしたら、オルガの改良に……」

			　その時、脳裏にノイズが走った。何か、自分は大切なことを忘れているのではないか。そんな考えが、一瞬だけリリーの頭に浮かぶ。しかし、その考えはすぐに吸魔装置の作動音によって掻き消された。

			「やめて……助けて」

			　ミシェルが、二人に助けを求めてくる。

			「嫌よ。今まで無償で行き場のないアンタを養ってあげたんだから、死んで恩返ししなさい」

			「そんな……嫌だ。お父さん、お母さんに会いたいよ」

			　命乞いしてくるミシェルに、二人は失笑を漏らした。どうしてガキってのは、毎回毎回同じ台詞を言ってくるのか、と。

			「心配しなくてもいい。すぐに会えるだろうさ。あの世でな」

			「ええ。どうせアンタの親なんて、魔物にでも食われて死んでるだろうから」

			　二人は最初から、ミシェルの両親を探してなどいない。カモフラージュのために選んだ数人の子供以外は、最初から殺すつもりなのだから当然だ。ミシェルも、殺すために連れてきた子供の一人だ。

			「貴方達にも、子供はいるんでしょ……!?　どうして、こんな酷いことができるの!?」

			「ダーちゃんとアンタ達を一緒にしないでちょうだい。アンタ達が何人死んでも私達は何にも思わないわ」

			「むしろせいせいする。お前ら子供の声は甲高くてイライラさせられるからな」

			　ミシェルの目が、二人を睨み付ける。

			「自分の子供が同じ目に遭ったらって、考えられないの……？」

			「はっ。安心しろ。そんなことは絶対に起こらん」

			　ダーティスを守る仕掛けが、この地下には数十と存在している。彼を見守る監視はたくさんあるし、怪我や病気をした時のためにリリーは治癒魔術が使える。念のために、大量のポーションだって仕入れてある。

			　仮に魔族に襲撃されても大丈夫なように、迎撃用の土巨人(ゴーレム)やオルガも控えている。

			「ダーちゃんはいつまでも私達と幸せに暮らすの」

			「そんな……」

			　絶望を顔に貼り付けたまま、ミシェルが尋ねてくる。

			「……そうやって、英雄アマツも裏切ったの？」

			「…………アマツ？　ああ、あの阿呆か。アレは私達が長年求め続けた最高の逸材だった」

			「人助けのためだってお願いしたら、簡単に協力してくれたわ。馬鹿な男よね」

			　何故、アマツの名が出てきたのだろう。二人の頭にそんな考えが浮かぶが、すぐに消えた。

			「あいつの仲間が契約を破って消えたのは業腹だが……あの男には随分と儲けさせてもらった」

			「吸魔装置の開発に取り掛かれたのも、あの男の魔術データを得られていたからだし」

			「くく……。自分の魔術が子供を殺していると知ったら、アマツはどう思うだろうなぁ」

			　饒(じよう)舌(ぜつ)に語る自分の不自然さに、二人は気付かない。気付けない。

			「まあ、死んだ奴の話はいい」

			「今からアンタも、アマツと同じようにゴミのように死ぬんだからね」

			「いや……死にたくない！」

			「恨むなら、自分の運のなさを恨むんだな」

			　そうして、二人は装置を作動させた。

			「ん、がっ……ぶっごごごごッ」

			　その瞬間、装置の上にいるミシェルが絶叫する。

			「ぷ、ふふ。なにこの子」

			「くく……まるで処分される豚の悲鳴だな」

			「びっ！　ごおお！」

			「ふふふっ」

			　これまで多くの子供の断末魔を聞いてきた二人だが、こんな叫びを聞いたのは初めてだ。

			「くくく、なんだこの顔。豚そのものじゃないか」

			「しかも漏らしてるじゃない。クッサイわね」

			「見るに耐えんな。早く死んでくれ」

			　

			「――本当、その通りだな」

			　

			　パチンと、指の鳴る音がした。

			　その瞬間、二人の見えていた世界が変わる。

			「ぶっぉごおおお!?」

			　椅子に座っていたミシェルが、いつの間にか巨体の男に替わっていた。二人の最愛の息子、ダーティスに。白目を剥き、上下から体液を撒き散らして凄(せい)惨(さん)な姿を晒(さら)している。

			「ダーちゃん!?」

			「な、なんだこれは!?」

			　目の前の光景が理解できない。

			　自分達はミシェルを装置に掛けたはずだ。それが何故、ダーティスに替わっている？

			「がっ、ごぉおお、ぶっぶごッ!?」

			　脂ぎった体が、徐々に生気を失っていく。頬が痩け、唇の水分が失われてカサカサになる。

			「どぉじでぇえ!?　バッ、ママァ!?　どぼじでぇ!?」

			　ダーティスが叫ぶ。

			　理解を越えた光景に、二人は全身の血がサッと引いていくのを感じた。顔面を蒼白にしながら、慌てて装置を止めようと動き出す。が、太腿にナイフが突き刺さり、地面に倒れ伏した。

			「ぎゃっ!?」

			　痛みのあまりに呻きを漏らすも、今はそれどころではない。ダーティスが装置に掛けられ、絶叫しているのだから。

			「させないさ」

			　這いずって進もうとした二人の前に、一人の少年が立ち塞がった。

			「ひっ……」

			「なんで……!?」

			　先程の夢に出てきた、あの黒髪の少年だった。

			　英雄アマツ。自分達を殺すために蘇った、復(ふく)讐(しゆう)者。

			「――――」

			　その瞬間、二人はすべてを思い出した。

			　つい先程まであった出来事を。

			　あれは、夢などではなかったということを。

			　しかし、今はそれどころではない。　

			「ダーちゃんが！　早く助けないと!!」

			「頼む、装置を止めてくれ!!」

			　装置の設定は、まだそれほど強くない。あと少しならば、ダーティスは生きているだろう。その間に、どうにかして助けなければならない。

			「んぎっ、ババぁあああだずげええあがああああ」

			「ダーティスっ！」

			　その巨体でのたうち回ったことで、装置の鎮静機能が働いた。拘束具が締める力を増し、ダーティスの両腕をへし折る。

			「ぼ、ごぉ、かっ……かっ」

			　ダーティスが泡を吹き、ブルブルと不自然に体を震わせ始めた。明らかに普通ではない様子に、二人の焦(しよう)燥(そう)感が増していく。

			「あああ！　た、頼む！　息子を助けてやってくれッ！」

			「お願いします！　ダーちゃんを殺さないで！」

			　それを黒髪の少年は鼻で笑った。

			「『そんなことは絶対に起こらない』んじゃなかったのか？　さっきあの子が助けを求めた時は断ってたじゃないか。自分の子供だけ助けようなんて、随分と都合が良いんだな」

			「頼む……！」

			「お願いしますっ！」

			　涙を流しながら、二人は地面に頭を擦り付けて懇願する。

			「親の因果が子に報い、だな。こいつが死にそうなのは、全部お前らのせいだよ」

			　黒髪の少年が、ダーティスを指差す。　

			「お、ご、がああ」

			　ビクビクと体を痙(けい)攣(れん)させ、ダーティスが叫んでいる。

			「嫌ぁあ！　ああ……っ。ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい！　許してください！　お願いします！　悪いのは私達なんです！　ダーちゃんは何も悪くないんです！」

			「う、裏切って悪かった！　私達が間違っていた！　なんでもする！　私達はいくらでも罰を受ける！　だから、ダーティスだけは助けてやってくれ！」

			　息子が死ぬ。そんなことは絶対にあってはならない。

			「もう子供は殺さない！　これからは心を入れ替えて、ちゃんと面倒を見る！　ホムンクルスの研究もやめるッ！」

			「い、今まで手に入れたお金も、全部貴方に返しますから！」

			　黙って聞いていた黒髪の少年が口を開く。

			「それは本心から言っているのか？　息子を助けたいだけのデマカセだろう？」

			「ち、違うッ！」

			「違います！　本当です！」

			「悪かった、なんて微(み)塵(じん)も思ってないんだろ？」

			「思ってます！　私達が間違ってました！」

			「許してください！　アマツ様ッ!!」

			　分かった、と黒髪の少年は言った。

			「好きにしろ」

			　そう言って、二人の前からどいた。

			「ありがとう、ありがとうございます……！」

			「ダーティス！　今助けてやる!!」

			　ズルズルと地面を這い、二人は装置の下まで辿り着く。

			　そうして、ジョージが装置を停止させた。これで息子は助かる、そう安(あん)堵(ど)して。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺の前で、二人は装置を止めたと思って安心している。

			　次の瞬間、何が起きるとも知らないで。

			「ごぇ……!?　ぶ、ぁあああああああ」

			　直後、ダーティスが全身を震わせて絶叫を始めた。糞尿を撒き散らしながら痙(けい)攣(れん)する姿は、先程二人が言ったように豚にしか見えない。

			「え……？」

			　呆然と、二人は装置を眺めている。

			　二人の目から見たら、装置は停止しているはずなのに、だ。

			「あなた!?　何をしてっ！」

			「違う！　私は電源を止めた！」

			　タイミングを見計らって、俺は指を鳴らした。掛けていた洗脳の一部を解く合図だ。

			「……そん、な」

			　そして、二人はようやく気付く。

			　自分達は装置を止めたのではなく、魔力の吸引量を高めただけなのだと。

			　この装置は、いくつもの魔力付与品(マジツクアイテム)の組み合わせによってできている。決められた魔力付与品に魔力を流すことで、定められた動きをするようになっているのだ。

			　つまり――ジョージは『停止』の魔石ではなく、『吸引量増加』の魔石に魔力を流したのだ。

			　気付いた二人が停止させようとするが、もう遅い。

			「ぶぎっ……ごぉ……ぁ」

			　次の瞬間、ダーティスの体から完全に魔力が吸い尽くされた。全身を干からびさせ、壮絶な苦痛の表情のまま、ダーティスは絶命した。

			　これまでこいつらが殺してきた子供と同じように。

			「嘘、うそ……」

			「ダーティス……？　返事を……いつものように、返事をしておくれ……」

			　ダーティスの死体に手を伸ばし、二人は呆然とする。

			　ブツブツと呟き、その体を揺すって起こそうとしている。しかし、返事はない。

			　ダーティスはミイラのようにカリカリに干からびて、死んでいるのだから。

			「あぁ……あああ!?　そんな、そんな馬鹿なッ!?　ダーティスが！　嘘だ……ああああ、嘘だ!!」

			「うっ……おぇええッ」

			　絶叫し、二人は泣きわめく。髪を振り乱し、ダーティスの死体に抱きついて。

			　リリーなど、耐え切れずに嘔吐までしている。

			「いやぁ……いやぁあ……嘘よ、こんなの嘘よぉおお」

			「嘘じゃねえよ。現に、お前らの息子はそこで干からびて死んでるだろ」

			　首を振り、嘘だ嘘だと連呼する二人に現実を突き付けてやった。いつまでもそんな調子だと、先に進まないからな。

			「お、おばぇがああ！　私達に、何をじだぁああ!?」

			「よぐも、よぐもダーちゃんをおお!!」

			「言いがかりはやめてくれよ。そいつを殺したのはお前らだろ？」

			　ダーティスの死体を指差し、嘲(あざ)笑(わら)う。

			「どんな気分だ？　最愛の息子を、自分の手で殺すってのは」

			「いやぁあああああああああ」

			「うっ、があああああ」

			　リリーが絶叫して現実を否定するように首を振り、ジョージがガリガリと顔を掻き毟(むし)る。

			　最初に描いた、シナリオ通りだ。

			　この二人がされて、死ぬよりも辛いことは何か？

			　それは、最愛の息子が死ぬことだろう。

			　だからそうなるように、色々と手をうった。

			　ダーティスを気絶させて装置に拘束する。その後、洗脳した二人に装置を起動させて、ダーティスを殺させる。

			　最愛の息子を自分達の手で殺したのだ、それはもう愉快だろうな。

			　ここまで大規模な洗脳魔術を使うのは初めてだが、どうにか上手く行った。意識を奪った後、こいつらが所有していた『思考能力を奪う薬』を嗅がせた。そのお陰もあって、洗脳はほぼ完璧といっていい。

			　尋常じゃない量の魔力が必要となったから、回復のためにかなりの数のポーションを消耗することになったけどな。

			「どうして、お前らの息子は死んだと思う？」

			　泣き喚く二人に言う。

			「お前らが、俺を裏切ったから……。いや、他人を利用して、食い物にするようなことをしていたからだよ。お前らがそんなことをしなければ、ダーティスは死ななかった」

			　笑いながら、教えてやる。土気色の顔で、二人は絶望を顔に貼り付けている。

			「あれだけの子供を殺しておいて、自分達の息子だけ助かるとでも思ったのか？　そんな都合の良いことがあるわけねぇだろ」

			　つまり、だ。

			「――お前らが、ダーティスを殺したんだ」

			「ぁ……うぁああ」　

			「違う、違う、私は……私じゃ……」

			　ああ、お前らのそういう顔が見たかった。絶望するお前らを見ることで、俺はようやく先に進めるんだよ。

			「苦しかっただろうな。体内の魔力を数分掛かりで全部吸われるなんて、まさに地獄の苦しみだっただろうな。そんな苦痛を与えたのは、お前らだよ」

			　二人に、追い打ちを掛ける。

			「ダーティスは絶望しただろうな？　愛していたパパとママに殺されたんだから。痛くて、怖くて、『どうして僕が大好きなパパとママに殺されなくちゃいけないんだろう』って、お前らを恨みながら死んだんだろうな？」

			　そう言って、二人がまともに口を聞けないほどに追い詰めた。

			　まあ、こんなところだろう。次で、終わりにしよう。

			「ひっ……!?」

			　腕力を魔術で強化し、地面で泣いているジョージとリリーを持ち上げる。

			「これ以上、私達に何をするつもりなの!?」

			　装置の上に二人を乗せ、拘束する。

			　それですべてを理解したらしい。二人の顔が土気色から真っ赤になり、また蒼白になっていく。

			「ま……待て、待ってくれ!!」

			「私達まで殺すつもりなの!?」

			「さっき、私達はいくらでも罰を受けるって言ったじゃないか。存分に罰を受けてくれよ」

			　ブルブルと、二人が首を振る。

			「やめてくれ!!」

			「嫌よ、死にたくない!!」

			「遠慮しなくていい」

			　ニッコリと、笑みを浮かべる。

			「あんなに泣くほど、息子のことを愛してるんだろ？　だったら、お前達も息子の後を追わないとな」

			「助けてぇ、助けてえええ!!」

			「やめろ！　やめてくれ！　クソ、クソォ！　離せ、離せええええ!!」

			　二人は暴れるも、拘束具はビクともしない。

			　軽い魔術を使ったくらいでは外れない。

			　この拘束具自体も、魔力付与品(マジツクアイテム)みたいだからな。

			　自分達で作ったんだ。強度くらい知ってるだろうに。

			　二人の滑(こつ)稽(けい)な姿を見ながら、俺は装置を作動させた。

			　二人に配慮して、秒間あたりの吸収量はそれほど多くない。息子と同じ苦しみを、存分に味わってもらわないとな。

			「ん、が、ごぉごごっがあ」

			「ぃぃいいぎぃいい、ひぎ、がぁああ」

			　そして、吸引が始まる。絶叫しながら二人は装置の上でのたうち回った。

			「がっごぉおお」

			「ぎっ、ぎぎいい」

			　少しずつ少しずつ、じっくりと魔力を吸われて顔から生気が失われていくのが見える。

			「良かったな、息子と同じ苦しみを味わえて。あと十数分は楽しめるぞ？」

			「だず、だずずっげぇえ」

			　目を見開いて、二人が助けを請うてくる。それを無視して、装置から延びているコードの方へ向かう。その先には、吸収した魔力が充填される透明な石が設置されていた。

			　二人から吸収した魔力によって、透明な石は鮮やかな赤に染まっていく。

			「腐っても元聖堂騎士の錬金術師(アルケミスト)か。いい色じゃないか」

			「がえじてぇ！　まりょぐ、っぇああ」

			「石から魔力を再度吸収したら、少しは長生きできるぞ？　欲しいか？」

			「ぐだざいっ！」

			　間髪入れずに、二人はお願いしてくる。

			「けど、残念だな。石は一つしかない。渡せるのは、お前らのうち一人だけだ」

			「……っ!?　ぐれぇ！　わたじに！　わたじに石をくれ!!」

			「だめぇええ!?　ちょうだい!!　私のまりょぐっ！」

			「があぁあ！　リリー、ぶざげるなぁあ!!」

			「アンタがぁあ！　アンタが、ッ、ダーちゃんをごろじだんでしょ!?」

			「がんげいな……ぎぃいい」

			　魔力を吸われる痛みに耐えながら、二人が言い争う。

			「……想像してたより、ずっと醜いな」

			　愉快ではあるが、見続けるのは不快だ。

			「安心しろ。ちゃんと、魔力を二人に分けてやる」

			　二人に抽出した魔力を返してやった。

			「う……ぁ」

			「ふぅ、ふぅうう」

			　二人の顔色に、僅かだが生気が戻ってきた。

			「少しは楽になったか？　そりゃあ良かった」

			　そこで、俺は吸引量を増加させる。

			「ひぎぃいいいい!?」

			「ごがぁあああああッ!?」

			　絶叫し、二人が再びもがき出す。

			「な、なんでぇえええッ!?」

			「いや、すぐに死なれたら困るだろ？　お前達には長く苦しんでもらわないとな」

			「いやぁあああああああああッ!!」

			「だずげでぐれぇ!!」

			　目を見開き、二人が絶叫する。

			「いい加減理解しろよ。助けるわけがないだろうが」

			　干からび始める二人へ、再び魔力を流してやる。

			「さっきからお前らが吸収している魔力、なんだか分かるか？」

			「……っ!!」

			「お前らが、今まで子ども達から奪い取ってきた魔力だよ」

			　地下室には、この装置で奪った魔力が保管されていた。今、それを使っている。

			「お前達が今まで奪ってきた魔力……全部お前らに喰わせてやるよ」

			　だから、

			「その分長く、この地獄を味わい続けてくれ」

			「ひ、ひっ」

			「ぁあああ」

			　息子が死んだと知った時の悲しみから来る絶望とは別。

			「――家族仲良く、死ぬといいさ」

			　自身に迫り来る死の恐怖による絶望を貼り付け、

			「嫌ぁああああああああ!!」

			「じにだぐないッ!!」

			　二人は、無様に絶叫した。

			　当然、手は緩めない。魔力を吸い、その分魔力を返す。

			　その工程を、何度も何度も何度も何度も繰り返す。

			　その度に二人は泣き叫び、汚らしい悲鳴を上げ続けた。

			「……おっと。もう魔力がなくなったな」

			　しかし、終わりは来る。

			　残念なことに、ジョージ達が溜め込んでいた魔力はなくなってしまった。

			「も……もう……ゆる、し」

			「だずげ……」

			　終わったと知って、二人は縋るような声を出す。

			　だから、最後に一つ、石を取り出して二人に見せた。

			「この魔力、誰のだと思う？」

			　はっと、二人が息を呑む。

			「お前らの大好きな、ダーティスから搾り取った魔力だ」

			　その魔力を、二人に流してやる。

			「――良かったな。お前らが殺した息子の魔力で、もう少しだけ生きられるぞ？」

			　俺の言葉に、二人は。

			「ぁ……ああ」

			「ああああっ」

			　落ち窪んだ目を見開き、ワナワナと唇を震わせて、

			「「ぁあああああぁああああッ!!」」

			　苦痛に悶えながら、泣き喚き続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらくして――二人は苦痛と恐怖を顔に貼り付けたまま、干からびて死んだ。

			「やっぱり、親子だな」

			　二人から吸収した魔力の結晶を回収する。

			　それから、床に落とし――、

			「お前らの断末魔、豚の悲鳴にしか聞こえなかったよ」

			　粉々に、踏み砕いた。

		

	
		
			　

			第十一話　『墓前の涙』

			　

			　聖堂騎士団の下に、匿名である報せが届いた。

			　聖都のすぐ近くにある孤児院で、神を冒涜するような研究が行われているといった内容だ。

			　報せを受けても、聖堂騎士団はすぐには動かなかった。どうせ何かのいたずらだろうから、構わなくていいという命令が出たからだ。

			　しかし、それからすぐに聖都を囲む大聖門で、多くの孤児が保護された。

			　子供達は、あの孤児院から逃げてきたと証言している。大半の子供は事情を把(は)握(あく)していなかったが、二名の子供によって、孤児院内の事情が説明された。

			　曰く、孤児院の地下で非合法な実験が行われていた。そこで多くの子供が犠牲となっており、自分達はそこから逃げてきたのだと。

			　その情報を受けて、ようやく聖堂騎士団が動き、第二番隊隊長、マルクス・ピエトロ・サンダルフォンを始めとした数名の騎士が、孤児院を調査した。

			　結果、孤児院の地下には、数十人の死体が発見されたという。また、痕跡から犠牲者の総数は百人を超えるものと見られている。現在、身元を調査中だ。

			　その他にも、教国で取り締まられている非合法な薬物などが見つかっている。一部、実験器具などが燃やされており、何を研究していたかは分かっていない。

			　既にジョージ、リリー両名の姿はなく、現在聖堂騎士団によって捜索が行われている。聖都で起きていた行方不明事件との関連性も、調査中だ。

			　二人へ与えられていた聖父母という称号は一変、大量殺人を犯した神への冒涜者として、指名手配されることになった。

			　保護された子供達は、引取先が見つかるまで聖堂騎士団によって保護されることとなった。

			　――というのが、今回の一件の結末である。

			　ジョージ達を処分した後、俺達は子供を連れて聖都へ向かった。そして大聖門で子供達を保護させることで騒ぎを大きくし、聖堂騎士達に孤児院の地下を調査させる。

			　これによって、あいつらの悪行が表沙汰になると同時に、子供を保護させることができた。

			　聖堂騎士団はきな臭いが、大事にすることで教国自体が動くことになるだろう。

			　国が保護するとなれば、そうそう手は出せないはずだ。

			　ダメージの大きかったミシェルとシーナという子供は、聖都の病院に入院することになった。

			　それと、実験室にあった〝英雄アマツ〟に関する情報はすべて消去した。オルガ達の資料や、俺から採取したデータなども、念入りに砕いて焼却している。

			　今後、俺のホムンクルスが作られるようなことはないだろう。

			　あれから数日。聖父母というふざけた称号は消え去り、聖都のあちこちであいつらの色々な噂が流れている。

			　二人は〝堕光神〟ハーディアを信仰する邪教徒で、子供達を生け贄にしていた。

			　実は魔族で、守りの固い聖都を落とすための尖(せん)兵(ぺい)だった。

			　英雄アマツを蘇らせるための実験をしていた……など。

			　まるで的外れなものから、割りと真に迫ったものまで様々だ。

			　まあ、死んでいるあいつらには関係のないことだが。

			　それよりも一つ、問題がある。噂の都合の悪い部分を、消して回っている連中がいるということだ。

			　この胸糞悪い一件は、まだ終わっていない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　あれから数日が経ち、ミシェルはぼんやりとした時間を過ごしていた。

			　あの地下での記憶は少し曖(あい)昧(まい)だ。二人の男女が助けに来てくれたことは覚えている。

			　しかし、その後すぐに意識を失ってしまい、目を覚ましたら聖都に運び込まれていたのだ。

			　シーナや他の子供が無事だと聞いた時は安心したものだ。病室にやってきた聖堂騎士の人の質問に答えるのは大変だったが。

			　傷はほとんど癒えており、ミシェルは明日には退院できるとのことだった。

			「…………」

			　聖堂騎士の人から、あの孤児院の情報は聞いていた。

			　どうやらジョージとリリーは、孤児院から姿を消したらしい。

			　行き場所に心当たりはないかと聞かれたが、ミシェルは知らないと答えておいた。

			　オルガや、彼らの息子のダーティスも見つかっていないようだ。

			　全員揃って、行方不明。

			　何となくだが、ミシェルはもう、彼らは生きていないような気がした。

			　そんなことよりも、ミシェルの胸に残り続けているのはアマツのことだった。

			「…………」

			　ガラガラと音を立てて、扉が開いた。また誰か来たのかと視線を向けて、ミシェルはハッとする。

			「……お邪魔します」

			「お兄さ……」

			　中に入ってきたのが、一瞬だけアマツに見えたからだ。

			　すぐに、それが見間違いであったことに気付く。やってきたのは、あの黒髪の少年だ。

			「勘違いさせちゃったか。ごめんな」

			「いえ……。えと……」

			「少し、話をしてもいいかな？」

			「はい……」

			　それからミシェルは、黒髪の少年と話をした。彼はアマツキ・イオリというらしい。

			（やっぱり、似てる）

			　アマツとイオリ。背丈も髪の色も違うのに。顔付きもそうだが、どこか雰囲気が近いのだ。

			　イオリの方が、アマツよりもピリピリとしているが。

			「……君には一応、ことの顛末を語っておこうと思う」

			　そして、イオリの口からあの後あったことが語られた。

			　彼らは協力してオルガを倒し、自分達を解放してくれたのだという。言葉を濁していたが、やはりミシェルの予想通り、ジョージ達は既にこの世にいないようだ。

			「お兄さんは……どうなったんですか」

			　すべての話を聞いた後、ミシェルはイオリにそう聞いた。

			　彼は目を瞑(つぶ)り、何とも言えない表情を浮かべて、ポーチからあるものを取り出した。それは、破れた小さな布だった。

			「……それは」

			「持ってこれたのはこれだけだった。彼の体は……その、すぐに消えてしまったから」

			　歯切れ悪くそう言うと、イオリは布を手渡してきた。

			　手にとって、ミシェルは思い出す。これは、アマツが身に着けていた物だと。

			「……お兄、さん……」

			「…………」

			　布を握って、ミシェルが体を震わせる。視界がぼやけ、鼻がツンと熱くなってきた。

			　それでもイオリの前だからと、ミシェルは必死に涙を堪えた。

			　しばらくして、イオリは席を立った。

			「……じゃあ、そろそろ行くよ」

			「……イオリさん。助けてくれて、ありがとうございました」

			　礼を言うミシェルに、イオリは首を振った。

			「君達を助けたのは、俺じゃないよ」

			「…………」

			「君達のことを教えてくれたのは、あいつだった。あのままだったら、俺は君達を助けられなかったかもしれない」

			「……あぁ、お兄さんは」

			　――無駄死になんかじゃ、なかったんだ。

			　できたら自分のことは秘密にしておいて欲しいと言って、イオリは部屋から出ようとする。

			　その背を見て、ミシェルはあることを思い出した。自分が森から出ようとした時に、ある集団と出会ったことを。

			　そのことを告げると、イオリがピタリと動きを止める。

			「……その時に、名前か何かを聞いたりはしなかったか？」

			　記憶を辿り、ミシェルは思い出す。気を失う直前に、男達の一人が口にした名を。

			「――確か……マルクスさんって、言ってた」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……お兄さん」

			　翌日。ミシェルはあの森に来ていた。

			　孤児院は聖堂騎士によって立ち入り禁止にされているが、入り口付近には入ることができる。

			　イオリからもらった布を、ミシェルは地面へ埋めた。その上に彼の名前を描いた木札を差し、お墓を作る。

			　孤児院の犠牲者達で、死体の残っている者は、調査が済み次第墓が作られている。ユーマ達の墓は既にできており、ここに来る前に寄ってきたばかりだ。

			　でも、アマツの墓はない。

			　ホムンクルスの彼は死体が残らなかったからだ。

			　彼が助けてくれたということを知っているのは、ほんの数名だ。

			「……豪華じゃないけど、これで許して」

			　作ったアマツの墓に向けて、ミシェルは言う。

			「昨日、病院を退院したんだ。シーナはもうちょっと掛かりそうだけど、大丈夫そう。孤児院のこと……あんまり覚えてないんだって」

			　そのまま忘れていられたらいいね……とミシェルは呟く。

			「他の子達は、全然大丈夫。怪我も病気も全然ないよ。聖堂騎士の人達に飛びついたりして、怒られてるくらい」

			　自分達の様子を見に来たレオという騎士にいたずらをして、物凄く怒られていた。

			　ジョージ達のことも、よく分かっていないみたいだ。

			「……だから、私がしっかりしないと」

			　あの中で一番大きいのは自分なのだから。

			「……全部ね。お兄さんのお陰だよ。皆が何も知らないで騒いでいられるのも、シーナが入院できているのも、私がここにいるのも……。全部全部、お兄さんが助けてくれたお陰なんだよ」

			　さわさわと風が吹き、周囲の木々が揺れる。

			　ミシェルの言葉に返事をする者は、いない。

			「……ありがとう、お兄さん」

			　ここ数日、すべてが曖(あい)昧(まい)だった。ハッキリせず、実感がわかなかった。

			「本当は……直接、お礼がしたかったんだよ。お兄さんに、ありがとうって……。お兄さんのお陰で皆助かったんだよって……っ」

			　なのに、気付けば頬を涙が伝っていた。

			　イオリの時は堪えられたのに。抑えきれないくらいに、涙が溢れてくる。

			「もっと……ちゃんと……お話ししたかったよぉ……」

			　そうして、ミシェルは嗚(お)咽(えつ)を漏らす。

			　ただ一人、アマツのことを想って。

			　自分を助けてくれたお兄さんは、本物の英雄だったのだと。

			「ぁああ……うぁああああっ」

			　ミシェルの頬から伝った涙が落ちていく。

			　ポツポツと、墓の土に染みこんでいった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……もういいのか？」

			　墓前で一人涙を流す少女に背を向けて、俺は森の出口へと歩き出す。

			　後ろから、エルフィが付いてくる。

			「……ああ。選定者達が動く様子もないからな」

			　それに、これ以上の覗(のぞ)き見は、したくなかった。

			　彼女の想いを汚したくはない。

			「お前のそういうとこ、私は好きだぞ？」

			「……うるさい、行くぞ」

			「くふふ、照れるな照れるな」

			　周囲の警戒を解かないまま歩く。

			　今はないが、時折見られている感覚がある。恐らくは、リューザス達だろう。

			　襲撃はないが、片時も警戒は解けない。厄(やつ)介(かい)な連中だ。

			「しかし、嫌な事件だったな」

			「……そうだな」

			　見つかった死体は数十。痕跡を見るに、その十倍近くの人間が殺されているだろう。

			　定期的に焼却するなりして、処分していたんだろうな。

			「死体の大半は子供だったが……いくつか、大人が混ざっていた」

			「……そういえば、聖都で行方不明事件が起きていたんだったな」

			「ああ。あの地下で殺されていたと見て、間違いないだろう」

			　問題は、何故大人が殺されていたか、だ。

			「孤児院にはそれなりの数の子供がいた。魔力を補給するんだったら、彼らだけを使っていれば良い。身寄りのない子供は処分しても足が付きにくいだろうしな」

			「それをわざわざ、人を攫ってまで処分したのは何故か……か」

			　いくつか推測はできているが、裏付けが済んでいない。

			　まあ、それはこれから調査していけばいい。まだ、今回の件は終わってないんだからな。

			「次の標的はもう、決まってるんだろう？」

			「あぁ、もちろん」

			　病室で、ミシェルが言っていた言葉を思い出す。

			『――確か……マルクスさんって、言ってた』

			　今回の件には、あいつが噛んでいると見て間違いない。

			　ならばそれを暴いた上で、俺の復(ふく)讐(しゆう)を果たそう。

			「…………」

			　ふと、思った。

			　あの、ホムンクルスのことを。

			「……あの頃の俺は」

			　きっと、あんな風に――。

			「何か言ったか？」

			「……いや」

			　首を振り、歩を進める。

			　既に道は分かたれた。俺は、俺の道を行こう。

			　

			「じゃあ、次の復(ふく)讐(しゆう)といこうか」

		

	
		
			　

			第十二話　『真夜中の来訪者』

			　

			　レイテシアに夜の帳(とばり)が下りる。

			　夜闇に包まれた、ペテロ教国に広がる草原地帯。その中で、純白の大聖門に囲まれた聖都シュメルツだけが白く輝いていた。

			　煌々と地を照らす月の下――『聖光区』にそびえる、大きな屋敷。

			　その一室で、獣のような嬌声が響いている。激しく響くその叫びは徐々に甲高くなっていき、やがてプッツリと途切れた。

			「……チッ」

			　脳髄が蕩けるような甘い香りの漂うその部屋で、一人の男が苛立ちを紛らわすように指を鳴らす。その足元には何人もの亜人の女性が意識を失った状態で転がっており、男はそのうちの一人へ乱暴に足を乗せた。

			　男は、短く切り揃えられた黄緑の髪が生えた頭をガリガリと掻き毟(むし)り、息を漏らす。

			　思い通りに進んでいたことが、予期せぬ横槍によって頓挫した。

			　孤児院を運営していた二人――ジョージとリリーには、まだ色々とやってもらわなければならないことがあったというのに。

			「馬鹿どもが」

			　男――マルクス・ピエトロ・サンダルフォンは、足元の女性の頭を踏み躙(にじ)りながら、低い声でそう呟いた。
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			　元々、孤児院の実態が露見しても揉み消すだけの準備はしておいた。ジョージ達と自分が関わっていたことは、孤児院の地下を漁っても分からないだろう。念を入れて、自ら孤児院の調査に乗り出したが、自分が関わったという証拠は残っていなかった。

			　問題は、あの二人がどうなったかだ。

			　地下室には、戦闘の痕跡が僅かながらに見られた。

			　マルクスは、あの二人は何者かに襲撃され、既に殺されているのではないかと踏んでいる。

			　では、二人は誰に殺された？　その肝心な情報を、マルクスは未だ掴めていない。

			　聖堂騎士団を使って公に捜査し、部下を使って極秘裏にも情報を集めているというのに、だ。

			　それが、マルクスを苛立たせている。

			「ぁ……あ」

			　不意に、足元の女性が小さくうめき声を漏らした。数ヶ月前に攫ってきた、人狼種(ウエアウルフ)だ。

			　その長く美しい肢体には、目を覆いたくなるような傷が無数に刻みつけられている。

			　宝石のように輝いていたその瞳からは、既に光が失われていた。

			「うるさいな……。口を開いていいと言ったか？」

			　マルクスの蹴りが、人狼種の女性の腹部へめり込む。目は開いていても意識はなく、痛みを感じている素振りもない。

			　それをいいことに、マルクスは女性を何度も何度も蹴りつける。

			「何か反応してみろ。ええ？　つまらんな、私を楽しませてみろよ」

			「か、は……」

			　ギリギリと。マルクスの太い指が、女性の首を締め付ける。

			　白かった肌は次第に鬱血し、女性が泡を吹いて白目を剥こうとした時だった。

			「マルクスさん」

			　扉を開けて、一人の男が入ってきた。聖堂騎士団に所属する、マルクスの部下だ。

			「人が楽しんでる時に、水を差すんじゃない!!　メルト様も仰っただろうがッ！　目上の人は敬えってよぉ！　お前は私の邪魔をできるほど偉いのか？　ああ!?」

			　手元にあった灰皿を部下に投げつけ、マルクスが怒鳴り散らす。

			　失礼しました、と悲鳴をあげて、男は慌てて部屋を出て行った。

			「……喰らうぞ、無能が」

			　そう吐き捨てて、マルクスは女性の首から手を離す。

			　部下のせいで、興が削がれてしまった。

			　転がっている人狼種の女性達を一瞥して、マルクスは不快げに目を細める。

			「醜い獣どもめ」

			　人狼種を狂わす魔香を止め、マルクスが大きな椅子に腰を落ち着かせた時だった。

			「――随分と、好き勝手やってるようじゃねェか」

			　マルクスの他には誰もいないはずのその部屋に、嗄(しやが)れた男の声が響いた。

			「……！　誰だ。どこにいる？」

			　椅子から立ち上がり、部屋を見回すマルクスだが、声の主は見当たらない。

			　警戒を強めるマルクスを前に、その声はクツクツと低い笑いを漏らす。

			「……姿を現せ。殺されたくなかったらな」

			　正体の知れぬ相手の存在に向け、マルクスは強い威圧を放った。

			　彼が放つのは精錬された騎士のそれではなく、貪欲に獲物をむさぼるような獣の圧だ。

			　それを受け、声の主が姿を現した。

			「……！」

			　夜闇に包まれたマルクスの私室を照らしているのは、窓から差し込んでいる月光のみ。

			　部屋には光が届かず、闇に覆われた部分がある。そこから、まるで闇が形を取ったかのように、一人の男が姿を現した。

			「おお、怖い怖い」

			　くすんだ赤い髪と、鈍い赤色の瞳。狼を連想させる嫌な笑みを浮かべた、五十代ほどの男。

			　その顔、そしてその体を包んでいる漆黒のローブに、マルクスは見覚えがあった。

			「リューザス・ギルバーン……か」

			　つい二月ほど前に、土魔将を討ち取って奈落迷宮を討伐した王国の魔術師。

			〝大魔導〟の二つ名で畏怖される男が、マルクスの前に立っていた。

			「……どうやって、この部屋まで？」

			「普通に入らせてもらったさ。邪魔にならねェように、静かに、だがなァ」

			　この建物はマルクスの部下が警備し、また侵入者に対する罠(わな)がいくつも仕掛けられている。それを越え、『普通に』と言ってのけたリューザスに、マルクスは警戒を強めた。

			「おいおい、そう怖い顔するんじゃねェよ。俺達は仲間だろ？　アマツを殺した、同志だ」

			「……わざわざ、そんなことを言いにここまでやってきたのか？」

			「まさか。アマツを殺した三十年記念を祝うような仲でもねェだろうに」

			　リューザスのふざけた態度に、マルクスが眼光を鋭くした。

			　三十年前は〝大魔導〟という威容におされていたが、今のマルクスは聖堂騎士団の隊長の一人だ。それを教えるため、マルクスは『力』の一部を解放してみせた。

			「あまり私を舐めないでもらおうか、リューザス殿。四番隊で運搬係をやっていた時とは違う」

			「……そのようだな。面白いモノ持ってんじゃねェか」

			　それを見て、リューザスは包帯に包まれた右腕をそっと撫でた。

			「じゃあ、そろそろ本題に入るとするか」

			「……本題だと？」

			「ジョージとリリーを殺ったのが誰か、知りたくはねェか？」

			「…………！」

			　粘着いた鈍い光を放つ双(そう)眸(ぼう)を細め、獰(どう)猛(もう)な獣のような笑みを浮かべ、リューザスは告げる。

			「あいつらを殺したのは――――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふぅ。スッキリだ」

			　夜。風呂へ行っていたエルフィが、満足気な表情で部屋に戻ってきた。

			　聖都(いいとこ)の宿だけあって、設備は整っている。そのため宿泊料はかなり割り高だが、金はあまるほどあるから問題はない。

			　暑い、と呟いて当然のように服を脱ぎ捨てるエルフィ。

			　晒(さら)された裸体から目をそむけていると、

			「ん」

			　椅子に腰掛けたエルフィが、こっちに来いと目で言ってきた。

			　こいつが何を考えているかは、嫌でも分かった。濡れた髪を乾かせ、ということだろう。

		

	
		
			[image: p206.jpg]
		

	
		
			「とりあえず服着ろ、服。薄着でいいから」

			「えぇ」

			「乾かさないぞ」

			「むぅ……。わがままな奴め」

			　こいつ……。

			　もぞもぞとエルフィが服を身に着けたのを確認してから、俺はエルフィの後ろ側に回った。

			　エルフィの銀髪は、水に濡れて艶々と光っている。

			　以前、帝国で買った布を、エルフィの髪にぽんぽんと当てた。押さえるようにして、布で髪の水分を落としていく。

			「うむ。相変わらず、良い手際だ」

			「そりゃどうも」

			　水気が取れてきたら、今度は魔術を使う。

			　炎魔術と風魔術を同時に使って熱風を生み出し、少し離れたところから当てていく。それから片手で髪の根本に指を入れ、奥にまで熱風が届くように調整した。

			　熱風をドライヤー代わりにするのは、英雄時代に旅の途中で編み出した技だ。

			〝熱風(バーニング・ブラスト)〟という魔術は元々あったが、髪を乾かすのに使うのは画期的だ、なんて言われた記憶がある。

			　――私、アマツさんに髪を乾かしてもらうの好きかもしれません。

			　……あの女の髪を乾かしたことも、あったな。

			「んー。伊織、どうかしたか？」

			「……いや。熱くないか？」

			「ん、問題ないぞ。続けるがよい」

			　……相変わらず偉そうに。

			　こうしてエルフィの髪を乾かすのは、もう何度目だろうか。

			　最初は帝国を出て、教国へ向かっている最中だったな。

			『自分でやるの面倒臭い！　でもやらないと私の美しい髪がぐしゃぐしゃになる！　伊織やって！』と、うんざりするぐらいに頼み込まれ、仕方なく乾かすことになったのだ。

			「ふ。私の髪を乾かせる栄誉を噛みしめるが良い」

			「…………」

			「熱ッ!?」

			「はぁ……」

			「あつ、伊織熱い！　熱いって！」

			　数分後に、ようやく乾かし終わった。

			　毎度毎度、結構な時間が掛かる。バッサリ切ってくれれば、少しは楽になるんだがな。

			　そんなことを考えていると、

			「えい」

			　後ろから、エルフィにブチッと髪を抜かれた。

			「……何のつもりだ」

			「いや、気になって」

			　ほれ、とエルフィは抜いた髪を見せてきた。

			　彼女の指に挟まれていたのは白髪……ではなく、灰色の髪だった。

			「他にも何本もあるぞ」

			　髪を見ている間に、エルフィはブチブチと連続して髪を抜いてくる。

			　やめろ、普通の髪も抜けてるじゃねえか。

			「……灰色、か」

			　アマツだった頃の俺の髪の色だ。

			　体に宿していた膨(ぼう)大(だい)な魔力の影響で、髪が変色してあの色になった。今の俺の髪が灰色になったのは、恐らく【英雄再現(ザ・レイズ)】の影響だろう。

			　使いすぎると、髪が全部灰色になってしまうかもしれないな。

			　まあ、使いすぎる以前に、未だ発動条件がハッキリしていないんだが。

			　リューザスやオルガとの戦いではすんなりと使えたが、他のタイミングでは上手く発動しない。やはり、素の俺じゃ勝てない相手にしか、発動しないのだろうか。

			　検証の必要があるが……なかなか難しいな。どうにかして、発動条件は把(は)握(あく)しておきたい。

			　……今はそれよりも。

			「ふ、くふふ」

			　こいつ、途中から抜くのが楽しくなって他の髪も抜いてやがる。

			「いい加減やめろ」

			「あいたぁ!?」

			　チョップを入れ、髪を抜いてくるエルフィを止めた。

			「うぅ。……今ので思い出したが、あのホムンクルス達は、伊織の髪とかで作られてたんだろ？」

			　オルガや、あいつのことか。

			「ああ。他にも爪とか皮膚とか、魔力パターンも使われていたみたいだがな」

			「それで瓜二つのホムンクルスが作れるなんてな……。私のホムンクルスも作られてたりしたらどうしよう……」

			　あいつらは喪失魔術(ロストマジツク)を使用していたらしいから、そう簡単に作れる物じゃないだろう。

			　俺のホムンクルスに関しても、データはすべて消してきたから、もう作られることはないはずだ。

			「そういえば、お前の分身体も似たようなもんじゃないのか？」

			　エルフィの胴体は、魔力で作られた偽物だ。本物は残る迷宮のどこかに封印されている。失った体を魔力で再現するのも、かなりの技術だろう。

			「全然違うぞ。ホムンクルスと違って、分身体は自分の意思で操れる。これは魔族に伝わる魔術でな。膨(ぼう)大(だい)な魔力と、かなり精密な魔力操作の腕が必要になるんだ」

			「なるほどな。他の魔族も使えるのか？」

			「いや、魔王城でこれが使えたのは私とオルテギアだけだった」

			「……オルテギアも使えたのか」

			　あいつとは一度戦ったが、体を欠損させるほどのダメージは与えられなかった。

			　せっかく手足を落としても再生されると考えると、この魔術、本当に厄(やつ)介(かい)だな……。

			「……ああ。非常に業腹だが、あいつの方が上手く使いこなしていた。まあ、これは自分の肉体しか生やすことはできん。今回の件には関係ないだろう」

			「……そうだな」

			　今考えなくてはならないことは、次の復(ふく)讐(しゆう)相手のことだ。

			　――マルクス・ピエトロ・サンダルフォン。

			　聖堂騎士団、二番隊隊長。数年前までは二番隊の副隊長だったが、前隊長が行方不明になったことで昇進して、今の地位に上がってきた。

			　剣術と魔術の両方を使って戦う、実力のある隊長。統率力もあり、二番隊には彼を慕う部下が何人もいる。

			　普段は『聖光区』にある二番隊の宿舎にいる。また『聖光区』に居を構えており、彼の屋敷には部下が頻繁に出入りしているようだ。

			　昼は二番隊の宿舎に、夜は屋敷に帰る。これがマルクスの行動パターンだ。

			　亜人排斥派のメルト教信者としても知られているらしい。

			　以上が、孤児院の一件の後に俺が調べあげた情報だ。

			　まだリリー達との繋がりは掴めていないが、ミシェルの言葉から関連していたことは間違いない。そろそろ宿舎や屋敷に忍び込み、さらなる情報を集める頃合いだろう。

			　復(ふく)讐(しゆう)対象の情報は、できれば入念に調べておきたい。リリー達のように厄(やつ)介(かい)な物を隠している可能性があるし、そいつに相応しい復(ふく)讐(しゆう)を考える手助けにもなる。

			　よし。明日からマルクスの近辺の調査を始めよう。

			　そう決めて、すぐのことだった。

			「！」

			　コンコンと、扉がノックされた。

			　扉の外にある気配は一つだけだ。しかし、油断はできない。

			　痺(しび)れを切らした選定者達が攻撃を仕掛けてきた可能性があるからだ。

			「……エルフィ」

			「ああ」

			　いつでも戦えるように、身構えておく。

			「……誰だ？」

			「夜分にすまない。少し話がしたい」

			「…………？」

			　聞こえてきたのは、若い男の声だった。それも、どこかで聞き覚えがある。

			　ゆっくりと扉を開けると、そこには目深にフードを被った男が立っていた。

			　男は周囲を確認すると、ゆっくりとフードを外す。予想していなかった顔が現れた。

			　整えられた短い藍色の髪。鋭い眼光をしたその男には、見覚えがある。

			「……レオ・ウィリアム・ディスフレンダーか」

			　聖堂騎士団、二番隊副隊長。復(ふく)讐(しゆう)対象の部下の姿が、そこにあった。

		

	
		
			　

			第十三話　『騎士二人、推測と嘲(ちよう)笑(しよう)』

			　

			　二番隊副隊長、レオ・ウィリアム・ディスフレンダー。

			　マルクスを調べる上で、この男の情報もいくつか耳に入ってきている。

			　そして、この男は何度も孤児院の子供達の下へ足を運んでいるらしい。孤児院で起きたことを調べまわっているのだろう。

			　二十五歳で聖堂騎士の副隊長にまで成り上がった、若き天才。マルクスの前の隊長がいた時から、レオは二番隊の副隊長をやっていたようだ。

			「邪魔をする」

			　部屋の中に入ってきたレオが外套を脱いだ。

			　その下には聖堂騎士の鎧(よろい)は身に纏(まと)っていない。武器は腰に差している二本の剣のみだ。

			「それで……こんな夜遅くに一体何の用だ」

			「単刀直入に聞こう」

			　話を切り出すと、レオが乗ってきた。

			　鋭い視線をこちらに向け、低い声で尋ねてくる。

			「君達なんだろう？　孤児院での件をやったのは」

			　俺は表情をピクリとも動かさない。警戒を浮かべた無表情のまま、顔の筋肉を固定している。

			　隣にいるエルフィも、動揺を露わにするようなことはしなかった。

			「孤児院……？　数日前に明らかになった、子供が捕まっていたっていう事件のことか？」

			「ああ、そうだ。あの事件でジョージ・イグナス・エルヴァナヒト達の悪行を表沙汰にしたのは、君達だろう？」

			「悪いが心当たりがないな」

			　そうとぼけるも、レオはこちらから視線を外さない。

			　目を細め、ボソリとレオは小声で言った。

			「孤児院の彼女――といえば、通じるかな？」

			　ニヤリ、とレオは嘲るような笑みを浮かべた。

			　……こいつ。

			　半歩下がり、腰に差してある翡(ひ)翠(すい)の太刀へ手を伸ばす。エルフィも、魔眼の照準をレオに合わせていた。

			「……待ってくれ」

			　殺意を向けられたことに気付いたのか、レオが無防備に両腕を挙げた。

			「どういうつもりだ？」

			「すまない。カマを掛けただけだ。孤児院の子供達に手は出していない」

			「……なに？」

			「その反応からすると、私の推測は正しかったみたいだね」

			　無防備な姿勢のまま、レオは言葉を続けた。

			「私は前々から、前隊長の指示であの孤児院のことを調査していたんだ。……結局、尻尾を掴むことはできなかったがね」

			　前隊長。マルクスの前の、行方不明になっている聖堂騎士団二番隊の隊長だった人物のことだろう。

			「私も孤児院を調査したが、あそこには戦闘の跡があった。ジョージ達は間違いなく誰かと戦っていた。それも、かなりの実力者と。少なくとも、この聖都に住む民間人や騎士団の者ではない」

			「……それが、どうして俺達になるんだ」

			「私は、ここ数日間で聖都の出入者を調べあげたんだ。すると、数日前にこの聖都にやってきた謎の二人組――君達が目に留まった」

			　それだけで疑われたっていうのか？

			　足がつくようなヘマはしていなかったはずだ。聖都から出入りする時も、情報が残らないようにしていた。戦闘跡からも、俺達の魔力が検出されるようなことはなかっただろう。

			　そんなこちらの考えを読んだのか、

			「ああ。君達に怪しい点はなかった。しかし、私は君達が翼竜(ワイバーン)と互角以上に戦っていたのを見ていた。それを思い出して、君達ならあるいは……と思ったんだ。本当は確証を得てから会いに来るつもりだったが……あまり悠長にしている暇がなかったんだ」

			　どうやら、レオは確証を得てはいないらしい。最初の俺達の反応を見て、「そうではないか」と疑っている程度か。

			　これならば、何を言われようと言い逃れできるな。

			　そう考えていると、レオはこちらを真っ直ぐ見据えてきた。

			「細かい事情は聞かない。違うのだったらそれでもいい。けど、もし本当に、君達が孤児院の子供達を解放したのだとしたら――」

			　真(しん)摯(し)に見える態度で、レオは言った。

			「聖堂騎士を代表して、私に礼をさせて欲しい」

			　そう言うと、レオは俺達に向かって深く頭を下げた。

			　隣でボソリと「だったら隊長が来い、隊長が」と言うのを、レオに見えないように小突いて止める。

			　……それにしても、この男は何がしたいんだ？

			「そして、君達に謝らなくてはならない」

			「……何故だ？」

			「本来ならば、ジョージ達の悪行を暴き、子供達を助けるのは我々聖堂騎士の責務だった。それを他の者が介入するまで解決できなかったことは不甲斐なく、本当に申し訳なく思っている」

			「…………」

			　レオの言葉を聞いても、「俺達がやりました」とは明言しない。

			　これが罠(わな)で、頷いた瞬間に言質を取ったと吊るしあげられる可能性があるからだ。副隊長だろうが、赤の他人を信用する理由にはならないしな。

			　無言のままでいると、しばらくしてレオが頭を上げた。

			「ただ、一つ言っておく。これ以上――この件には関わらない方がいい」

			　そう口にするレオの表情は険しく、また、どこか悲しげだった。

			「孤児院の件が今まで表沙汰にならなかったのは、明らかに異常だ。……聖堂騎士団、もしくはメルト教団の上層部が関わっている可能性がある。深入りしすぎると、君達は消されてしまうかもしれない」

			「…………」

			「納得できないかもしれないが、今回の件は私が責任を持って真実を究明する。だから君達は、これ以上関わらず、早めにこの街を出て行った方がいい」

			「それだけだ」と話を切ると、レオは俺達に背を向けた。

			　再びフードを被り、レオは部屋の外へ出て行こうとする。

			「……随分と親切だな。翼竜の時は、あれほど横暴に接してきたというのに」

			　その背中に、エルフィが皮肉るように言葉を投げ掛けた。

			「……うん？」

			　レオは振り返り、分からないという風に首を傾げる。

			「これ以上、でしゃばるなと言ってきただろう」

			「……ああ」

			　合点したように頷くと、

			「聖都と、聖都にいる人々を守るのが私達二番隊の使命だ。教国の人間ではないとはいえ、聖都にいる間は、君達も守護対象となる。守るべき相手を、危険に晒(さら)すわけにはいかないだろう？」

			　気障な言葉を残し、今度こそレオは部屋を出て行った。

			「……そうなら、もう少し言い方があるだろう。ふん、やっぱり無礼な奴だな」

			「お前が言うな」

			　そんなやり取りを交わしながら、部屋の中に何か仕掛けられていないか、監視の目はないか、と調べるが、何も出てこなかった。

			　レオは本当に、この部屋に礼を言いに来ただけなのだろうか。

			「……上層部が関わっている、か」

			　そんなことはとっくに分かっている。

			　あの孤児院に積極的に子供を送り込んでいたのは聖堂騎士団だ。あいつらが誰にもバレずに好き勝手やってこれたのも、協力者がいたからだろう。

			　そしてそれは、恐らくマルクスだ。

			　レオの言葉が本当だとすると、孤児院の調査は前隊長の命令によるものらしい。そして、その隊長は行方不明になり、その座にマルクスがついている。

			　とてもじゃないが、偶然とは思えない。

			　おおかた、孤児院を探ろうとする前隊長を目障りに思い、マルクス達が殺したんだろうな。

			「関わらない方が良いと、親切な騎士が忠告してくれたが、どうする？」

			「悪いが聞けないな」

			　今さら引くことなどしない。

			　マルクスに相応しい最期を与えるまでは。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――レオ・ウィリアム・ディスフレンダーは思い返す。

			　

			　二番隊の前隊長、フーリル・マリーヌ・マルセルトは高潔な女性だった、と。

			　心から主を信じ、部下を導き、何よりも守るべき人々のために尽力する。レオにとって、フーリルはそんな理想的な騎士で、理想的な上司だった。

			　そんな彼女が消えてから、半年が経過した。未だに、足取りは掴めていない。

			　新しい隊長としてマルクスが入ってきてから、二番隊は大きく変わってしまった。

			　濁(にご)り、弛(し)緩(だん)し、怠惰で嫌な空気が流れている。多くの仲間が、失望して隊を出て行った。

			　フーリルがいなくなった今、この二番隊を支えられるのは自分だけだ。

			　レオはそう信じ、今もこの二番隊で副隊長を務めている。

			「……失礼します」

			　黒髪の少年と銀髪の少女の二人組に会った翌日。レオは二番隊宿舎の最上階にある、マルクスの私室に呼び出されていた。

			　扉を開けると、中から漂ってきた葉巻の苦い臭いが鼻を突く。香水と混ざったこの臭いは、嗅いでいると頭が痛くなってくる。

			「それで、調査の結果はどうなのかね？」

			　開口一番、マルクスは事件調査の進捗を尋ねてきた。

			「ジョージ、リリー、両名とも未だに発見できておりません。また、孤児院を襲撃した人物についても、現在調査中です」

			　その報告に、マルクスはこれみよがしに溜息を吐いた。

			　コツコツと机を指で叩き、苛立った視線をレオに向けてくる。

			「困る。困るなぁ、ディスフレンダー副隊長。あの二人の調査は急務だよ。あんな大罪人を逃したとなれば、二番隊の信頼を損なうことになる」

			「……ご期待に添えず、申し訳ありません」

			「私はね、君を高く買っているんだよ。だから、今回の事件も君に任せたんだ。君は、理解できているのかね？」

			　コツコツ、コツコツ。威圧するように、マルクスの指の音が部屋に響く。

			　ねっとりとしたマルクスに、レオはただ頭を下げて謝罪するほかない。

			「それと、あまり言いたくはないがね。君、孤児院の子供達と接しているそうじゃないか」

			「……はい。数日に一度、様子を見に行っています」

			　フーリルの指示で孤児院の情報収集をしている中で、レオと孤児たちには面識ができた。

			　今回の件で、子供達は色々な不安を抱えているはずだ。それを少しでも和らげられたら……と、レオは保護された孤児に何度か会いに行っていた。

			　マルクスが、「ふぅ……」と息を吐く。

			「困るなぁ。孤児の様子見それ自体は、まあ悪いことではないがね？　あそこの孤児には亜人も混ざっている。……分かるだろう？」

			「……しかし」

			「言い訳は結構。いいかね。今、二番隊は『亜人排斥派』という立場でまとまりつつある。君個人の考えはあるだろうがね。それよりも、二番隊全体の方が大事だとは思わないか？」

			　フーリルがいた頃は、二番隊では亜人に対する考え方は自由だった。ただし、任務中は余計な感情は持ち込まず、人も亜人も平等に救え――それが、フーリルのやり方だった。

			　今の二番隊は亜人の排斥を掲げるマルクスの思想に染まりきり、任務中であろうとあからさまに亜人を差別する騎士が増えてきている。

			「副隊長の君が勝手なことをして足並みを乱すなど、あってはならないことだ。違うかね、ディスフレンダー副隊長。ん？」

			「…………」

			「はぁ。都合が悪くなるとだんまりかね。……まあ良い。身の振り方はよく考えておくことだ」

			　自身の鎧(よろい)に刻まれている隊長の証を指差し、マルクスは口元を歪(ゆが)ませる。

			「君は二番隊の隊長を目指しているんだろう？　私はね、いつか君に譲っても良いと考えているんだよ、隊長の座をね。だから、あまり失望させないでくれ」

			「……はい。失礼します」

			　背を向け、レオが部屋を後にしようとすると、

			「ああ、それとキリエ君のことだがね」

			「……っ」

			　どこか弾んだ口調で、マルクスがレオを引き止めた。

			「決まったよ、彼女と私の婚姻が」

			　無表情を装っていたレオの表情が、その瞬間、初めて崩れた。

			　舌なめずりするように、嫌らしい口調でマルクスは言葉を続ける。

			「これで、キリエ君と、そのご両親の立場もさらに良くなるだろうね」

			「…………」

			「君と彼女は昔から親しかったらしいじゃないか。友人の挙式だ、嬉しいだろう？」

			「……………はい」

			　ギリギリと、レオが歯を食いしばる。

			　それに気付きながら、マルクスは上機嫌に笑った。

			「ははは！　そうだろう、そうだろう！　ああ、挙式の際には、是非君を招待しようじゃないか。なんなら、スピーチも頼もうか」

			「……光栄です」

			「スピーチの内容、考えておいてくれたまえ。楽しみにしているよ、ディスフレンダー君」

			「失礼します」

			　頷き、レオは足早に部屋を出て行った。

			　私室に残るのは、椅子に深く腰掛けたマルクスだけだ。

			　マルクスはしばらく部屋の扉を眺めていたが、やがてプルプルと体を震わせ始めた。

			「くく……」

			　小さく息が漏れる。やがて堪えられないという風に、マルクスは大きく口を開いた。

			「はははははッ！　いい顔だよ、ディスフレンダー！　すました顔ばかりしやがって！　そういう顔が見たかったんだ！」

			　それは嘲(ちよう)笑(しよう)だった。腹を抱え、愉悦に顔を歪(ゆが)めながら、マルクスは大声で笑う。

			「彼女のウェディングドレス姿を見た時、どういう反応をするのか、今から見ものだなあ！」

			　悪意に塗れた嘲(ちよう)笑(しよう)が、私室に響き渡った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　笑い転げるマルクスの様子を、俺達は宿舎の屋根裏から覗(のぞ)いていた。

			「……清々しいほどのクズだな」

			　ドン引きして、エルフィが呟く。

			　ああ。今すぐ下に降りて、笑みを浮かべる顔面を潰したいくらいだ。

			「外に複数の気配がある。強い魔術の気配もな。ここで襲撃するのは得策ではないぞ」

			　エルフィが冷静な口調でそう言った。

			　無意識のうちに、懐の剣へと手が伸びていた。

			　握りしめていた指が手のひらに刺さり、血が流れている。

			「……分かってるさ」

			　相手は腐っても聖堂騎士の隊長だ。恐らく、こちらの初撃くらいは耐えるだろう。

			　この部屋には不意打ちや暗殺対策の仕掛けがいくつもある。

			　騒ぎを起こせば忌光迷宮へ行きにくくなるだろう。行動を起こすのはもう少しこいつの情報を集めてからの方が良さそうだ。

			　それに、ただ殺すだけでは、俺の復(ふく)讐(しゆう)にはならない。

			　遠回りをすることになるが構わない。その分、相応しい最期を用意すればいいだけだ。

			「もう少し、詳しく調べるとしよう」

			　誓うよ、マルクス。

			　最高の死をお前にプレゼントすると。

		

	
		
			　

			第十四話　『関係と奸計』

			　

			　ペテロ教国、聖都シュメルツ。

			　かつて〝聖光神〟が人々を教え導いた街。また、霊山から押し寄せた〝堕光神〟ハーディアの軍勢を、〝聖光神〟メルトが撃退した決戦の地ともされている。

			　現在では、シュメルツはこの教国の首都となっている。

			　四方を大聖門で守護されたシュメルツは非常に広い。そのため、いくつかの区画に分けられている。区画の中で、最も重要なのが『聖光区』だ。

			　教国、そして苦しむ人々を救うために結成された聖堂騎士団。四つの隊からなる騎士団の本拠地は、『聖光区』にある。

			　また、〝聖光神〟メルトを崇め、その教えを世界に広めるために存在するメルト教団。教国において、非常に強い権力を有しているメルト教団の本拠地も、この『聖光区』に存在していた。

			　この二つの組織は、密接に関わりあっている。

			　教団内、騎士団内での地位を固めるために、政略結婚が行われることも珍しくない。

			　レオ・ウィリアム・ディスフレンダーの幼馴染――キリエ・ウルスラ・エイヴェルン。彼女がマルクスと交わした婚約も、そんな地位を固めるための政略結婚だ。

			　神の教えを世界へ広めるためにあるメルト教団だが、その内部は腐敗している。神の威光を盾に私腹を肥やし、地位を手にするために神の教えに背く。

			　そんな者達が増えていた。

			　キリエの両親は、メルト教団の一員だ。娘であるキリエ自身も、メルト教団に属している。

			　――昔、キリエの両親の教団での立場は、酷く脆(もろ)いものだった。

			　家柄はそれほど良くなく、後ろ盾もなく、派閥争いによって呆気なく潰される程度の地位でしかない。

			　しかし、それはキリエの誕生によって大きく変化した。

			　キリエは十歳の時に、唐突に〝聖唱魔術〟の使用に成功した。かつて、〝聖光神〟メルトが使用したという聖なる大魔術。聖なる魔術によってあらゆる恩恵や奇跡を可能とする、再現不可能な喪失魔術(ロストマジツク)。そんな奇跡にも似た魔術を神殿の中で使用してみせたのだ。

			　それから、キリエの両親の教団での地位は一気に向上した。

			　現在ではメルト教団の中でも、上の下程度の権力者になっている。

			　しかし、人間の欲に際限はない。キリエの両親はさらになる地位の向上を欲し、キリエを使った政略結婚を企てた。

			　その相手が、聖堂騎士団二番隊隊長、マルクス・ピエトロ・サンダルフォンだ。

			　こんなものは、どこにでもある話だ。

			　特に珍しくもない、ありふれた政略結婚。教団の中では、好いた者同士で結婚できた人間の方が少ないだろう。

			　ただ、その幼馴染(キリエ)に恋をしている男がいた。

			　それだけの話だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　マルクスの私室を後にしたレオが向かったのは、幼馴染の家だった。

			「……どうして、私に何も言ってくれなかったんだ」

			　咎(とが)めるような口調で、机の向こうに座る人物に言葉を投げ掛けた。

			　藍色の長い髪を紐で括った、レオと同年代の女性だ。強く抱きしめれば折れてしまいそうな華(きや)奢(しや)な体つき。露出の少ない肌は、雪のように透き通っている。

			　キリエ・ウルスラ・エイヴェルン。

			　隊長のマルクスと婚約したという、レオの幼馴染だ。

			　現在、メルト教団に所属している、ごくごく少数の〝聖唱魔術〟の使い手である。

			　幼い頃に出会い、それ以来ずっと同じ方向を向いて歩いてきた幼馴染。彼女に婚約の話があるのは知っていた。

			　だが、自分に何の相談もなかったのが、レオにはショックだった。

			「レオ君。その……私は」

			　キリエは暗い表情のまま机に視線を落とし、言葉を詰まらせている。

			　彼女の言葉を待たず、レオは矢継ぎ早に問い続けた。

			「本当に、マルクス隊長と結婚するつもりなのか？　彼は亜人排斥派に属している。君は、亜人を受け入れる立場だったはずだ」

			「……そうだね」

			「隊長と結婚すれば、君も排斥派の一員にならざるを得なくなる」

			　キリエの両親は、亜人排斥派の派閥に属している。

			　これまでキリエは〝聖唱魔術〟が使えることを盾に、自身の派閥を濁してきた。

			　しかし、結婚すればそうはいかなくなるだろう。

			「うん……分かってるよ」

			「だったら……！」

			「それでも私は、もう決めたんだ」

			　歯切れの悪い、だけど決意のこもった言葉だった。

			　レオは知っている。こういう態度を取る時のキリエは、けっして自分の意見を変えないと。

			「どうして……ッ！　ご両親の教団での地位を固めるためか……？」

			「それも、あるよ。だけどね……レオ君のためでもあるの」

			「私の、ため……？」

			　ハッキリと、レオを見ながらキリエはそう口にした。

			　キリエのその言葉に、レオは思わず口を閉じる。

			　頷いたキリエの髪が、小さく揺れた。

			「私の地位が上がれば、レオ君に色々協力してあげられるし……そしたら、レオ君は夢に近づけるでしょ？」

			「私の、夢」

			「うん。言ったでしょ、私、レオ君の夢、応援してるって！」

			　キリエは早口でそう言いながら、朗らかな笑みを浮かべる。

			　その笑みが、レオの胸に刺さった。

			「うん。やっと副隊長にまでなれたんだもん。あと一歩だよ。だから、私はその夢に協力したくて――」

			「……ッ」

			　ドン、と机が大きな音を立てて揺れた。

			　キリエが体を震わせ、机に拳をぶつけたレオを見る。

			「レオ、君……」

			「相談もせずに、何が私のためだ。私がいつ、そんなことを君に頼んだ？」

			「た、頼まれてはないけど、でも、約束したでしょ。だから私……」

			　もういい、とレオは席を立った。

			　今は頭に血が上っている。これ以上の会話は、お互いに傷つけ合うだけだろう。

			「レオ君……！」
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			　キリエの呼び掛けを無視して、レオは家を後にした。

			　外へ出て、レオは息を吐く。

			　嵌(は)めていた指輪を外し、強く握りしめながら、レオは天を仰いだ。

			「……君のためなら。私は……僕は……ッ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　屋根裏部屋からレオとマルクスのやり取りを見た翌日のことだ。

			　俺達は再び、二番隊の宿舎に忍び込んでいた。

			　聖堂騎士の宿舎なだけあって、魔術的な監視はもちろん、見張りをしている騎士が多い。

			　マルクスの私室へ向かう道中、魔術の種類、見張りの人数などの情報を集めていく。エルフィの魔眼と俺の〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟を使い、宿舎の魔術はすぐに把(は)握(あく)できた。

			　見張りの騎士に関しては、人数が多すぎて、流石に二日では情報を集めきれなかったが。

			　ザルに思えるかもしれないが、これでもかなり厳重な方だ。初日は忍びこむのに、かなり時間が掛かったからな。

			　メルト教団の神殿となると、この数倍は警備が厳重だろう。忍びこむ用事ができないと良いんだが。

			「ふむ……。では迷宮討伐は数日、先延ばしになるということですな」

			　現在、俺達は屋根裏からマルクスと他の騎士の会話を聞いている。

			　教国が計画していた、迷宮討伐についての話をしているらしい。

			「迷宮討伐が延期、か」

			「ジョージ達の一件が原因らしいな」

			　エルフィの呟きに、俺は小声で答えた。

			　他国が次々と迷宮の討伐に成功しているのを受けて、教国は焦っている。そのため、このシュメルツに戦力を集め、迷宮の討伐を行おうとしているのだ。

			　前に行った武具店の武器や防具が買い占められていたのは、迷宮討伐に備えてのことだろう。

			　それが孤児院の一件のせいで、リリー達を早急に捕らえなければならなくなった。

			　二番隊は大慌てで探索し、現在は三番隊も捜索に協力しているようだ。

			「騎士団は、四つの隊で構成されてるんだったか？」

			　エルフィの問いに頷き、聖堂騎士団の構成について軽く説明する。

			　メルト教団の神殿を守護する、一番隊。

			　首都を守護する、二番隊。

			　教国全体を守護する、三、四番隊。

			　聖堂騎士団は、この四つの隊で成り立っている。

			「なるほどな。じゃあ、数十年前に私が戦ったのは、三番隊か四番隊というわけか」

			「ああ、多分な」

			「あいつら、『神敵を滅ぼさん！』とか言いながら鬼気迫る表情で迫ってきて、不気味だったな……」

			　何かを思い出したのか、エルフィが体を震わせた。

			　今はどうか知らないが、昔はかなりとんだ信者がたくさんいたからな。

			　命を惜しまずに特攻した騎士も多かっただろう。

			　迷宮の討伐は、最も魔物との戦闘経験が多いとされる三番隊を主体にして行われるらしい。

			　その三番隊がリリー達を探索しているのだから、迷宮討伐が遅れて当然だろう。

			　他国に遅れを取るまいと、教国は桁違いの時間も動員をもって全力で迷宮の討伐を行うだろう。他国の冒険者を募集しての迷宮討伐の比にはなるまい。

			　なので、大勢の犠牲は出るだろうが、教国が迷宮討伐を成し遂げる可能性は高い。

			「……だから、今回の件はラッキーだな」

			「うむ。あの騎士達を出し抜くのは骨が折れそうだ」

			　もしゃもしゃとりんごパイを食べながら、エルフィが頷く。

			　聖堂騎士を利用して迷宮討伐をする手も考えたが、動員される人数を考えると実力を隠しながら戦うのはかなり面倒だ。二人で討伐に乗り出した方が楽でいい。

			　聖堂騎士団は強い。今はどうか知らないが、昔はディオニス級の実力者もいたからな。

			「あむあむ」

			　頭から次々とりんごパイを取り出し、エルフィが美味しそうに頬張っている。

			　こいつ、リラックスしすぎだろ。

			「ん。また誰か来るぞ」

			　エルフィの奔放さに呆れていると、マルクスの部屋に来客があった。

			　藍色の髪の女性が、一人で部屋の中に入ってくる。

			　服装からして、メルト教団の人間だろう。

			「よく来てくれたね、キリエ君」

			　マルクスは脂ぎった顔に嫌らしい笑みを浮かべ、女性をソファに座るよう命じる。

			　女性は浮かない表情のまま、それに従った。

			「キリエ君。婚約の話、正式に受け入れてくれて感謝するよ」

			「……はい」

			　婚約、か。昨日、マルクスがレオにそんなことを言っていたな。

			「ディスフレンダー君も、さぞ喜んでいることだろう」

			　ねっとりとした口調に喜悦の色を含ませ、マルクスはそれを隠そうともしない。

			　相手の女性もそれに気付いているようだが、俯いたまま何も言わなかった。

			「まだ正式には発表されていないがね、私は近々、一番隊へ行くことが決まっている。教団のお歴々の推薦でね」

			　一番隊……神殿の守護をする隊だ。

			　他の隊と違って一番隊は危険が少なく、また教団の深部とも関わっている。

			　各隊で身分に差はない、とされているが、実質、聖堂騎士のトップは一番隊だろう。

			「そうなれば、神殿で行われる評議会にも参加できるようになるだろう」

			「そう、ですね」

			「騎士の進退も、私の方である程度は決められるようになるわけだ。例えば二番隊の副隊長を、隊長に昇進させる……もしくは、三番隊辺りの副隊長に異動させることができるようになる」

			　マルクスの言葉に、女性がビクリと体を震わせた。

			　……ああ。そういうことか。

			「それどころか、『誰々は騎士道に悖(もと)る卑劣な男だ』という話を流せば、最終的に除隊させることも可能だろうね」

			「はい……。分かっています」

			「ディスフレンダー君には、立派な目標があるそうじゃないか。二番隊の隊長、だったかね。いやぁ、感心するよ。まだ若いのに、目標の一歩手前にまで上り詰めてきているんだからね」

			　マルクスが立ち上がり、女性の隣に座る。そして、彼女の肩に指を這わせた。

			「……っ」

			「そんな彼が、瑣末なことで夢を失う……。そんなことは、あってはいけない。そうだね、キリエ君？」

			「は、い……」

			　マルクスは女性の耳元に顔を寄せると、息を吐くように言った。

			「今夜、勤めが終わったら私の屋敷に来なさい」

			　分かっているね？　耳元でそう念を押してから、マルクスは女性を部屋から帰した。

			「ああ、今から滾(たぎ)るよ。準備しておかなければね。……色々と」

			　静かな部屋に、マルクスの粘りつくような呟きが響いた。

			　コツコツとマルクスが机を叩くと、部屋の中に部下らしき男が入ってきた。

			「夜までに、〝紅茶〟を用意しておけ」

			「分かりました。〝砂糖〟はどの程度入れますか？」

			「そうだな。意識が蕩(とろ)けるくらい、甘くしておいてくれ」

			　男は頷くと、足早に部屋を出て行った。

			　クツクツと、マルクスの嫌らしい笑い声だけが部屋に響く。

			「甘い紅茶か……」

			　神妙な表情でエルフィが呟く。

			　次いで、ゴクリと喉を鳴らす音が聞こえてきた。

			「……そのままの意味じゃないからな」

			「そ、それくらい理解しているぞ……！」

			「紅茶に、砂糖ね。恐らく、何らかの薬だな。あの女性に使う気だろう」

			　あの孤児院で、非合法な薬をいくつか目にしている。ジョージ達と繋がっているのなら、マルクスが薬を所持していてもおかしくはない。

			　……いや、むしろマルクスがジョージ達に薬を横流しにしていた可能性もあるな。

			「よし。今夜中にケリを付ける」

		

	
		
			　

			第十五話　『屋敷への道』

			　

			『商業区』にある、騎士団の客人御用達の大きな宿。

			　孤児院にいた子供達は、行き先が見つかるまでここで宿泊することになっていた。

			　現在、宿にある訓練用の広場で、子供達はスポーツをして遊んでいる真っ最中だ。

			「…………」

			　広場の隅に座り、レオははしゃぎ回る子供達を、暗い表情で眺めていた。

			　去り際に見たキリエの表情が、レオの脳裏に焼き付いて離れない。

			　自身の名を呼ぶ彼女の表情は、まるで何かを押し殺しているような、辛そうな表情だった。

			　キリエとマルクスが行うのは、政略結婚だ。教団と騎士団、お互いの地位を確固たるものにするのが目的だろう。

			　政略結婚を、キリエが望んでいないなどということは最初から分かっている。

			「……私の、ため」

			　そんなのは、望んでいない。

			「……だとしたら、私は何のために」

			　どうすれば、キリエを幸せにできるのだろう。自分はどうしたら良いのだろう。

			　踏み出すことのできない自分に、レオは歯噛みした。

			「騎士のお兄ちゃん、どうしたの？」

			「今日、元気ないよ？」

			　気付けば、数人の子供が心配そうな表情でレオを覗(のぞ)き込んでいた。

			　孤児院を急に離れなくてはならなくなった子供達を心配し、レオはこの宿によく通っている。

			　そんな自分が心配されてどうするのだと、レオは子供達に見えないように苦笑した。

			「……大丈夫だ。何でもないよ」

			　覗(のぞ)き込んでくる子供達に、レオは微笑みを浮かべてそう答えた。

			　軽く頭を振って、思考を切り替える。

			　今は仕事中ではないとはいえ、呆けてはいられない。

			「……ん？」

			　その時、近くから微弱な魔力の波動を感じ、レオはそちらに視線を向けた。

			　一人の少女が、手のひらから小さな炎を出している。

			「〝火炎弾(フレイムバレツト)〟かい？」

			　レオは立ち上がり、魔術を行使した少女に話し掛けた。

			　少女は頷きながら、再度詠(えい)唱(しよう)を行い、〝火炎弾〟を壁に放つ。

			「凄いな、ミシェル。私が君ほどの年齢だった時は、魔術なんてまともに使えなかったよ」

			　彼女の名前はミシェル。

			　あの孤児院から逃げ、聖堂騎士にリリー達の悪行を告げた少女だ。

			　以前から面識はあるが、今のミシェルはあの時とは見違えるほどに落ち着き払っている。

			「この宿に来てから、ずっと魔術の訓練をしているね」

			「はい。私は強くならなくちゃならないんです」

			　強い意志を浮かべた表情で、ミシェルは小さな拳を握りしめた。

			「……守られるだけなのは、もう嫌だから」

			「……そうかい」

			　頷くと、レオは壁に向け、火炎弾を放った。

			　レオの創りだした大きな炎の塊を見て、ミシェルは小さく息を呑む。

			「君の火炎弾はまだ威力が弱い。魔力の調整が甘いのもあるが、魔術に対するイメージが曖(あい)昧(まい)だ」

			「魔術に対する、イメージ……？」

			「ああ。自分がどんな魔術を使うのか、明確なイメージを持っていないと駄目だ。威力が落ちてしまうからね」

			「……うん」

			　ミシェルは目を瞑(つぶ)り、小さく息を吐く。

			　それからゆっくりと詠(えい)唱(しよう)を行い、火炎弾を放った。放たれた炎は、それまでのものとは比べ物にならないほどの大きさだ。

			「できたじゃないか」

			　イメージしろと言われて、それがすぐにできる人間は多くない。

			　すんなりとアドバイスを吸収してしまったミシェルには、恐らく魔術の才能がある。

			　良い使い手になるだろう、とレオは頬を緩ませた。が、その笑みはすぐ自嘲へと変わった。

			（明確なイメージ、か）

			　今の自分に、偉そうに助言する権利などない。

			　ここに来たのも、逃避の意味合いが大きいのだから。

			「ちゃんとしたイメージを持てたら、心象魔術も使えるようになるのかな……」

			「心象魔術を……かい？」

			「……憧れの人が、使ってた魔術だから」

			　ミシェルの言葉から強い決意を感じ、レオは少し驚いた表情を浮かべた。

			　それから微笑み、

			「……ああ、きっと使えるようになるよ」

			　優しく頷いた。

			　心象魔術に至るには、形にできるほどのイメージがなくてはならない。

			　明確なイメージと、魔力を操作する技能があれば、理論の上では使えると言われている。

			「……いつか、使えるようになってみせる。私も、あの人のようになりたいから」

			「…………」

			　レオは一瞬だけ沈痛な、遠いどこかを見るような表情を浮かべ、

			「……そろそろ行くよ」

			　宿を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、レオは二番隊の宿舎に戻ってきた。

			　既に日は落ちており、宿舎に残っている者も少ない。

			　隊長のマルクスも、とうに仕事を終えて帰宅しているようだった。

			　レオは残っていた部下の下へ行き、孤児院の調査状況を確認した。相変わらず進んでいないと聞き、小さく溜息を吐く。

			「……ジョージとリリー、か」

			　マルクスから命じられた孤児院の調査は、未だに遅々として進んでいなかった。両名は見つからず、孤児院を調査してもこれ以上の情報は見つかりそうにない。完全に行き詰まっている。

			　マルクスは早く手掛かりを見つけろと言っているが、レオは近いうちに上層部からの圧力で、捜査が打ち切られると見ている。二人の行方は不明のまま、今回の件は揉み消されるだろう。

			　それでも、上司から命令された以上は調べなければいけない。

			「儘(まま)ならないな」

			　部下に聞こえないようにボヤいた後、レオは自分の机へ向かった。

			　日が落ちてから、結構な時間が経っている。レオは最後にジョージ達の資料を再確認してから、帰宅することに決めた。

			　棚に保管してある書類を手に取った時だった。

			「……？」

			　ヒラリと、書類の間から一枚のメモ用紙が落ちてきた。

			　レオは見覚えのないメモに首を傾げ、書かれている内容を読み、目を見開いた。

			『今夜、キリエ・ウルスラ・エイヴェルンがマルクスの屋敷へ行く。そこで、マルクスは非合法の薬物を使うつもりだ。間に合わなくなる前に、マルクスの屋敷へ向かえ』

			　メモから視線を外し、周囲を見回すも、誰かがこちらを見ている様子はない。

			　いたずらかと考えたが、こんなことをするような者が部下にいるとは考えにくい。

			「……まさか」

			　レオの頭に、二人の人物がよぎった。

			　翼竜(ワイバーン)を相手に、余裕のある立ち回りをしていた、あの二人だ。

			「…………」

			　一瞬の逡(しゆん)巡(じゆん)の後、レオは走り出した。

			　

			　不気味なほど大きな月が、聖都を赤く照らしている。

			　月の下、レオは息を切らしながら全力で疾走していた。

			　向かうのは、キリエの屋敷だ。

			「すいません！」

			　大声で叫びながら、レオはチャイムを鳴らす。

			　怪(け)訝(げん)そうな顔で出てきたのは、キリエの父親だった。

			「……これはこれは。二番隊の副隊長殿が、そんなに急いでどうかしたのですか？」

			「キリエは……！　キリエはいますか!?」

			「……キリエなら、マルクス殿の屋敷へ行っています」

			「――――」

			　その言葉に、レオは全身の血が凍り付いたかのような錯覚を覚えた。

			　あのメモに書かれていたことは、本当だった。

			「申し訳ありませんが、これ以上、キリエに近付くのは――」

			　キリエの父親の言葉を無視し、レオは全力で走り出した。

			　勘違いなら、それで良い。ただのいたずらで、自分が恥をかくだけならそれで良い。だが、もし本当なら……。

			「キリエ……ッ」

			　数分後、レオは『聖光区』の最奥部の前までやってきていた。

			　この先には、メルト教団の神殿や、教団や騎士団の重鎮の住居が並んでいる。一番隊の騎士を始めとする、特別な人物しか足を踏み入れることはできない。

			　一番隊が管理する〝聖離〟と呼ばれる結界が張られており、物理的に入ることができないのだ。二番隊副隊長という地位を得て、ようやくレオも入ることができるようになった場所だ。

			　マルクスの屋敷は、この先にある。

			「結界に手を当て、名を唱えよ」

			　結界の外側、結界の内側の両方に、一番隊の騎士が複数人立っている。

			　入り口を守っているだけあり、全員が凄腕の精鋭だ。

			「……〝レオ・ウィリアム・ディスフレンダー〟」

			　結界に手を当て、自らの名を唱える。瞬間、結界が消滅した。

			「よし。通っていいぞ」

			「…………」

			　覚悟を決め、レオは最奥部へ足を踏み入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……来たな」

			　薄暗い下水道の中、俺達は〝聖離〟が解除されたのを確認した。

			　その一瞬の隙を逃さず、俺達は結界の先へと進む。

			「よし、これで面倒が一つなくなった」

			　マルクスの屋敷に忍び込むには、〝聖離〟という結界を解除しなければならない。神殿や重鎮の住居がある区画だけあって、あの結界は相当な強度を誇る。心象魔術を使った状態でなければ、あの結界を解除するのは不可能だろう。

			　そして、あそこから先は一番隊の管轄になっている。最前線で魔物を相手にする三番隊と、神殿を警護するための一番隊は、聖堂騎士団の中でも精鋭揃いだ。

			　そういった事情から、マルクスの屋敷へ忍び込むのは、かなり難易度が高かった。

			　そこで、レオに協力してもらうことにしたのだ。

			　聖都の地下には、大きな下水道が広がっている。その中には、聖光区の最奥部へと繋がっている道もあった。

			　下水道の通路は複雑で、入り口も厳重に封鎖されている。そのため、一番隊の監視が薄い。マルクスの屋敷へ向かうには、下水道はちょうど良かった。

			　しかし、当然その下水道も〝聖離〟によって守られている。

			　だから、レオに解除されたタイミングを見計らい、俺達は下水道から先へ進むことにした。

			「俺が書いたメモを、信じてくれたらしいな」

			「お前も悪どい奴だな」

			「何を今さら」

			　エルフィと軽口を交わした後、俺達は下水道の先へ進んだ。

		

	
		
			　

			第十六話　『マルクス・ピエトロ・サンダルフォン』

			　

			　魔王軍との決戦前、各国から、俺達勇者パーティへの支援物資が送られた。

			　パーティが拠点としていた地域に最も近かった教国を経由し、物資は届けられる……はずだった。

			　ところが、その支援物資を運搬していた部隊は魔族による襲撃を受けてしまう。

			　致命傷を肩代わりしてくれる『身代わりの護符』。装備するだけで、常時使用者を守る障壁が張られる『神の守護を此処に(ウオール・オブ・サンクチユアリ)』。

			　これらをはじめとする、各国の国宝級の魔力付与品(マジツクアイテム)は、その襲撃時に紛失してしまった。その時、支援物資の運搬を担当していた聖堂騎士の部隊も、その殆どが死亡してしまっている。

			　そのため、俺達は届く予定だった魔力付与品(マジツクアイテム)を得られぬまま、魔王城へと挑むことになったのだった。

			　……まあ、単純な話だ。

			　ルシフィナ達は、俺が使用する予定だった『身代わりの護符』や『神の守護を此処に』が邪魔だったのだろう。標的にこんな物を装備されたら、殺しにくくてたまらないだろうからな。

			　そこで、聖堂騎士団の隊長だったジョージとリリーが手を回した。運搬部隊に配属されていた自分達の部下を抱き込み、魔族の襲撃に扮して魔力付与品(マジツクアイテム)を奪い取ったのだ。

			　その部下の名は、マルクス・ピエトロ・サンダルフォン。

			　現、聖堂騎士団・二番隊隊長の男だ。

			　奪った魔力付与品(マジツクアイテム)は、ディオニス達がマルクスから高値で買い取ったようだ。

			　だから、ディオニスは『身代わりの護符』を持っていた。他の魔力付与品(マジツクアイテム)も、リューザスとルシフィナが持っているらしい。

			　以上が、死沼迷宮でディオニスを拷(ごう)問(もん)にかけた時に聞いた話だ。

			　正直に言って、俺とマルクスに直接的な関わりはない。

			　教国に滞在している間に、リリー達の紹介で何度か会話をしたり、一度訓練を付けたりしただけだ。他の裏切り者と違って、俺を殺そうと企んでいたわけではないだろう。

			　マルクスが協力しなくても、リリー達は別の手段で魔力付与品(マジツクアイテム)を奪っていたかもしれない。だが、あいつが裏切ったせいで、運搬部隊の人間は大勢死んだ。

			　その中には何度もともに戦った男や、英雄時代の俺と志を同じくする者もいた。

			　マルクスはそれを、自分の利益のためだけに殺したのだ。

			　……いや。

			　あれこれと、理由を付ける必要はない。

			　マルクスに復(ふく)讐(しゆう)する、理由を探す必要などない。

			　マルクスは裏切りに加担した。

			　それだけで、復(ふく)讐(しゆう)の理由としては十分だ。

			　それ以外には、何もいらない。

			　孤児院の一件で、俺は決めたからな。

			　復讐に妥協などしないのだと。

			　理由はいらない。改心など関係ない。

			　一人残らず、裏切り者は殺し尽くす。

			　たとえ、誰が相手であろうとも。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　薄暗い下水道を進んでいく。

			　下水道の構造がどうなっているかは調査済みだ。もう十数分も歩けば、マルクスの屋敷の下に到着するだろう。

			「エルフィ、警戒を怠るなよ。高い確率で、リューザスはマルクスに接触している。俺達の存在も筒抜けのはずだ。先回りをして、罠(わな)を仕掛けている可能性が高い」

			　ここ数日、マルクスについて調べ回っている間、何度も見られている感覚があった。しかし、どこから見ているのかは分からない。こんな芸当ができるのは、リューザスくらいだろう。

			「リューザスは、あれで慎重な性格だ。勝てるという確信がなければ、決して挑んではこない」

			　奈落迷宮で仲間を連れて攻撃してきたのも、霊山での奇襲も、すべて勝算があったゆえの行動だろう。

			「霊山で俺が心象魔術を使ったのを見て、あいつはかなり警戒したはずだ」

			　だから、彼我の戦力差を確認し終えるまでは、あいつが直接攻撃してくることはない。

			「孤児院で戦っている時に手を出してこなかったのは、様子見をしていたからか」

			「ああ。だが、そろそろ直接こちらの実力を確かめに来る頃合いだ。マルクスという、絶好の道具があるのなら、利用しない手はないだろう」

			　恐らく、あいつはマルクスを使って、俺達の限界がどこまでなのかを見極めに来るはずだ。直接出てくることはないだろうが、何か手は打っているだろう。

			　そう考えていた矢先だった。

			「伊織、ここから先、結界が張られている」

			「……やはりな」

			　通路には、〝妨害結界(マジツク・デイスターバー)〟の他に、〝魔奪いの結界〟、〝魔縛りの結界〟、〝行動阻害〟、〝魔力消費増加〟、などの結界が仕掛けられている。

			　これだけの結界を張るのに、一体どれだけの魔石を使ったのやら。

			「エルフィ、魔力は大丈夫か？」

			　他の結界の効果も邪魔だが、エルフィにとって最も厄(やつ)介(かい)なのは〝魔力消費増加〟だろう。

			　魔眼を使用するだけで、常人ならば干からびるほどの魔力を持っていかれる。

			　それに、分身体を維持するだけで、エルフィは常時かなりの量の魔力を消費しているのだ。

			「まだ問題ない。長居するのは得策ではないがな」

			　俺の魔力も吸われているが、装備している魔力付与品(マジツクアイテム)、『防魔の腕輪』と『翡(ひ)翠(すい)の太刀』、『紅(ぐ)蓮(れん)の鎧(よろい)』のお陰で、結界の効果を半減できている。だが、それでも、耐えられるのは十数分だろう。

			　そして、仕掛けられているのは、結界だけじゃないだろうな。

			「む」

			「……お出ましだな」

			　通路の隙間から、赤く細長い物体が次々と姿を現した。

			　円形の口を小刻みに動かし、地面を這って接近してくる。これまで、見たことのない生物だ。

			　ワーム、と呼ぶのが正しいのだろうか。

			　旅の中でかなりの数の魔物を見てきたが、こんな魔物には出くわしたことはない。

			「何だこいつらは。魔物なのか？」

			「……おかしいな。こんな種族は私も知らないぞ」

			「新種……か？」

			「……いや」

			　エルフィは一瞬だけ魔眼を発動すると、「やはりな」と呟いた。

			「魔物特有の魔力も感じるが……こいつらはどちらかと言うと、ホムンクルスに近い」

			「ホムンクルス……？　こいつらがか？」

			「あと、あまり聞きたくないだろうが……こいつの魔力、微弱だがアマツのが混ざっているぞ」

			　その言葉で、大体の事情が見えた。

			　俺の魔力が混ざった、ホムンクルスに近い生物。　

			「……ジョージ達の生み出した、実験生物だろうな」

			　あの結界がリューザスのものだとしたら、こっちはマルクスの仕掛けた罠(わな)か？

			「あれ、アマツ虫と呼ぼう」

			「ふざけんな」

			　石畳から這い出してきたワームの数は、既に百を超えている。

			「……面倒だが、炎の魔術で消し飛ばすか」

			「いい。私に任せろ」

			　エルフィはニヤリと獰(どう)猛(もう)な笑みを浮かべると、

			「――下がれ」

			　ワーム達を睨み、威圧した。

			　次の瞬間には、波が引くようにワーム達が石畳の中へと逃げていく。

			「見たところ、あれに知性はない。本能の塊だ」

			　本能的に危機を感じさせたってことか。

			「アマツ虫に伊織ほどの気骨がなくてよかったな」

			「その名前はやめろ」

			　ワームのいなくなった通路を進む。進むと再びワームや、王国式の〝土巨人(ゴーレム)〟が複数体出てきたが、魔力の残量を気にしながら蹴散らしていく。

			　しばらくして、角を曲がった時だった。その瞬間、向こう側から何かが音もなく飛んできた。

			「……っと」

			　回避した直後、グチャリと音を立てて飛んできた何かが壁に被弾する。ジュッと嫌な音が響き、壁の一部が溶けた。酸か何かだろう。

			　攻撃を仕掛けてきたのは何かすぐに分かった。通路の中央に、巨大なワームが佇(たたず)んでいた。

			　それも、今までの蛇のような形状をしたワームとは違う。丸い胴体から、八本の首が伸びていた。それぞれの首がゆらゆらとうねり、無数の牙が覗(のぞ)く口を開閉している。

			「なんと珍妙な。ホムンクルスで、こんなものまで作れるとはな」

			「他に敵はいるか？」

			　一瞬だけ目を紅(ぐ)蓮(れん)に輝かせると、エルフィは首を横に振った。

			「あの巨大アマツむ……巨大ワームが本命なのだろう。この部屋には結界以外の仕掛けはない」

			「……そうか。だとすれば、あいつを倒せば、罠(わな)は打ち止めかもな」

			『――――』

			　そうはさせない、と言わんばかりに、ワームが鎌首をもたげた。三本の首が大きく口を開くと、その内部から緑色の液体が勢い良く放出される。

			　石畳を溶かした攻撃はあれか。

			　酸弾の速度はそれほど速くない。エルフィとともに、難なく回避する。

			『――――！』

			　ワームが胴体をズルズルと引きずりながら、その巨体に見合わぬ速度で接近してくる。何本かの首を鞭のようにしならせ、振り下ろしてきた。

			「……フッ！」

			　落ちてくる首を、真下から斬り上げた。

			　ワームの首が宙を舞い、重い音を立てて地面に落下する。切断された首はビチビチと地面をのたうち回り、すぐに動かなくなった。

			　しかし、首が落とされたのも気にせず、別の首が次々と襲い掛かってくる。

			「……ふッ！」

			　向かってくる首を、一本、二本と、連続して切断していく。

			『――――』

			　残りの首が五本になった段階で、このままでは首を斬られるだけだと悟ったのだろう。

			　ワームが一旦距離を取ろうと、胴体を引きずって後退しようとする。

			　だが、それを許すエルフィではない。

			「――〝魔眼・灰(かい)燼(じん)爆〟」

			　それまで溜めていた魔力を、ワームに向けて放出した。

			『――――!!』

			　刹(せつ)那(な)、残っていた首が、口を大きく開いた。ズズッと音が響いたかと思うと、爆炎が跡形もなく口内へ消失した。

			「孤児院にあった魔力を吸収する装置と同じだな。魔技簒奪(スペル・デイバウア)を元にして作られているらしい」

			「……魔眼は使えないな」

			　ブルリとワームの胴体が震え、切断した首が一瞬で再生した。どうやら、高い再生能力を持っているらしい。

			　魔術は通用しない。物理攻撃でダメージを与えても、すぐに再生される。

			　こうしている間にも、俺達の魔力は消費されている。悠長に戦っている暇はない。

			【英雄再現(ザ・レイズ)】を使うという手もあるが、この結界の中で使えば消費魔力が馬鹿にならない。マルクスが控えていることを考えると、ここで消耗するのは得策ではないな。

			「伊織、この結界の中でもお前は魔術を使えたな？」

			「……ああ。そう多くは使えないけどな」

			「なら、炎、もしくは氷を生み出すことはできるか？」

			　その言葉で、エルフィの意図を理解した。

			「九頭龍(ヒユドラ)か」

			　高い再生力を持つ、龍種だ。

			　首を斬り落とし、焼く、もしくは凍らせることで、再生を防ぐことができる。

			「うむ。恐らくは同じ手が通じるはずだ」

			「よし。エルフィは後ろに下がっていてくれ」

			「一人で戦う気か？」

			「本物の九頭龍(ヒユドラ)と比べれば、大したことはないからな」

			　ワームが動き始める。

			　八本の首すべてが同時に酸弾を撃ってくる。それと同時に、胴体を引きずりながら猛烈な勢いで接近してきた。

			『――――』

			　酸弾を回避しながら、ワームへ肉薄する。

			　これ以上近付けさせないと、と、ワームが三本の首を同時に動かし、多方向から襲い掛かってきた。

			　一本目の攻撃を躱(かわ)す。

			　二本目の攻撃を受け流し、返す太刀で三本目の首を切断した。緑色の血液が噴出する。

			「〝氷結撃(フリージング)〟」

			　その傷へ、魔術を叩き込んだ。瞬く間に血液ごと、傷口が凍り付く。

			『――――』

			　俺の逃げ場を塞ぐように、ワームが首を振り下ろしてくる。

			　だが、遅い。

			　隙間を潜り抜け、通りすぎざまに首を落としていく。同時に、氷結撃を叩き込むのも忘れない。

			「……やはりか」

			　ワームが身動ぎするが、先程のように首が再生することはない。再生しようにも、傷口が凍り付いてしまっているからだ。

			『――!?』

			　ワームは何故傷が治らないのか、理解できていないようだ。

			「対処法さえ分かれば、あとは簡単だな」

			　本能的に自分の危機を理解したのだろうか。こちらを警戒するように、体を固くしている。

			　それを無視して、俺はワームへと斬り掛かった。

			「――残り五本」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　すべての首を失い、胴体だけになったワームが地面へ倒れ込む。胴体が小刻みに震えているが、動き出す気配はない。

			　ワームの残骸を避けて通り、通路を進む。

			　マルクスの屋敷まで、あと少しだ。

		

	
		
			　

			第十七話　『復(ふく)讐(しゆう)者は爪を立て』

			　

			「ようやく着いたな」

			　あれから数分が経過し、俺達はマルクスの屋敷の下まで辿り着いていた。

			　やはりあのワームが本命だったらしく、これ以上の罠(わな)はなかった。

			「だが……上に行くのは骨が折れそうだな」

			　下水道から地上――マルクスの屋敷へ行くには、この真上にある穴まで登らなければならない。穴はかなりの高さにあり、魔術を使わなければ到達することはできないだろう。

			　穴の付近には、局所的に魔術の使用を阻害する結界が張られている。かなりの強度だ。範囲を狭めることで、効果を高めているのだろう。

			「この程度の結界なら、問題ないさ」

			　俺は目の前の空間に手を伸ばした。そのまま、空間に爪を立てる。

			　俺はふと昔のことを思い出した。

			　

			　――〝英雄アマツ〟として、魔王軍と戦うことになってすぐのことだ。

			　王国の魔術師達と魔王軍の拠点地へ向けて進行している時、攻撃を受けて深い谷へ落下したことがある。

			　当時の魔王軍四天王〝千変〟が張った結界によって魔術が使えず、俺はただ落ちることしかできなかった。

			『アマツ殿!?』

			『クソ……魔術が使えさえすればッ』

			　周囲の魔術師や騎士は落ちていく俺に反応できず、棒立ちになっていた。

			　当然だ。彼らも俺と同じように、何の魔術も使えないのだから。

			『く、そ……ッ』

			　身体強化の魔術すら使えない。

			　いくら『勇者の証』から力を受け取っていても、この高さから落ちれば助からない。

			　地面に激突すれば、潰れて死ぬだけだ。

			『どうして……俺が、こんな――』

			　呆気ない終わり。

			　内臓が持ち上げられるような落下に、意識が遠のいていく。

			　そんな中で、リューザスの声を聞いた。　

			『おいッ！』

			　見上げれば、リューザスがすぐ真上にいた。崖を飛び降りて、俺を追ってきたのだ。

			『馬鹿野郎がッ！　ボサッとしてんじゃねェぞ!!』

			　リューザスはそう叫びながら、荒い手つきで腕を掴んできた。そのまま杖を振ると、俺達の体を旋風が包み込む。瞬く間に落下速度が減速し、俺達は無事に地面へ落下した。

			『おい、気ィ抜いてんじゃねェぞ、アマツ』

			『悪い、リューザス。助かった。ありがとう』

			『……チッ。こんなところで死んでもらったら困るんだよ。……こんなところでな』

			　吐き捨てるようにそう言うリューザスに苦笑してから、谷の中を移動する。

			　早く、ルシフィナ達と合流しなければならない。

			　谷の中にいる大量の魔物を、リューザスが魔術で焼き払っていく。

			『なあ、リューザス。この結界の中で、どうやって魔術を使ってるんだ？』

			　歩きながら、ふとリューザスに尋ねた。

			　先程の落下中の風の魔術もそうだが、リューザスは結界の中で当然のように魔術を使っていた。他の魔術師や騎士は、まったく魔術を使えていなかったのに、だ。

			『……この谷は〝千変〟の結界で満たされてやがる。ここまで大掛かりな結界は、どうやったって解除できねェ。だから、結界のほんの一部に穴を開ける』

			　そう言って、リューザスは腕を突き出すと、何もない空間に爪を立てた。

			　よく見てみると、リューザスが触れた空間だけ、結界がなくなっていた。

			『こうやって結界のない空間を作れば、一瞬だが魔術が使えるんだよ』

			『…………』

			　リューザスの真似をするが、俺には結界を破ることはできなかった。

			　それを見て、リューザスが舌打ちする。

			『……この程度もできねえで、勇者を名乗るんじゃねえ！』

			『……悪い』

			『もうやめちまえよ。てめえには荷が重すぎんだよ、勇者の名はよォ！』

			　リューザスに何度も罵倒されながら、谷の中を進んでいく。

			　外に出ることができたのは、それから数時間後のことだ。

			　結局、その時の俺には、結界に穴を空けることはできなかった。

			　これは、英雄と呼ばれるようになって間もない頃。

			　口は悪いが、命がけで俺を助けてくれたのだと、リューザスを尊敬していた頃の記憶だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――――」

			　爪を立て、結界に穴を穿つ。

			　ほんの一部にだが、結界のない隙間が生まれた。

			「――〝旋風(ホワール・ウインド)〟」

			　その隙間の中で、強引に魔術を発動する。

			「皮肉だよな、リューザス」

			　お前が教えてくれた魔術のお陰で、お前の罠(わな)に対処できるんだからさ。

			「俺に掴まれ。このまま上に行く」

			　旋風を踏み台にして、俺達は下水道から、マルクスの屋敷へと侵入を果たした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「随分と埃臭いな」

			　下水道から登った先にあったのは、古びた部屋の中だった。使われていないのか、埃が溜まっている。周囲に誰もいないことを確認し、一息吐く。

			「……まったく、下水道といい、この部屋といい、臭くて堪らんな」

			「我慢してくれ。あと少しだ」

			「……まあ、後はマルクスの下まで向かうだけだな」

			　向かう途中、可能ならば屋敷の様子を窺(うかが)っておきたい。ジョージ達と繋がっているなら、それを示す証拠がどこかにあるはずだ。あいつが裏で何をやっているかは把(は)握(あく)しておきたい。

			「そろそろマルクスとかいう男と対面か。恒例のアレはもう考えているのか？」

			「何個かはな」

			「どうせ、またとんでもないのを考えているんだろう」

			「……さあな」

			　まあ、素晴らしいのをいくつか考えている。

			　その中で、最高のものを選ぶだけだがな。

			「…………」

			　ふと、元の世界に帰った後のことを考えた。

			　主観的に見ても、客観的に見ても、今の俺はまともじゃない。

			　この世界に来る前のような、普通の生活を送ることは無理なんじゃないか、と思えるくらいには。

			　多分、英雄として魔物や魔族を殺し始めてから、生物を殺すことへの抵抗が薄れていたんだろう。そして、あいつらに裏切られた時に完全にタガが外れた。

			　残虐な復(ふく)讐(しゆう)方法が思いつくのは、地球で見ていた創作物の影響だろうが、実践できてしまう時点で異常だ。常人が見れば、胸が悪くなるような復(ふく)讐(しゆう)をしてしまえるのだから。

			「そういった悩みは、最初から承知の上だったのだろう？」

			　思考を打ち切るような、エルフィの言葉。

			「……毎度ながら、エルフィ。お前、俺の心を読んでるんじゃないか？」

			「馬鹿者。自分をどう思ってるかは知らんが、お前は考えが顔に出すぎだ」

			「……そうか？」

			　そんなことは、ないと思うが。

			「ああ、めちゃくちゃ出てるぞ。私を見ている時も、『エルフィスザーク様は美しくて聡明だ』という思考が駄々漏れになっている」

			「そんなこと、一度たりとも思ったことはないが？」

			「……真顔で言われると、流石の私も傷付く」

			　とにかくだ、とエルフィは言う。

			「悩むのは、ことを終えてからでいい。そうだろう？」

			「……ああ」

			「お前は意志は強いが、精神が脆(もろ)い。何か不安ごとがあったら、いつでも私に相談しろ」

			　……そうだな。

			　俺のメンタルは、あまり強いとは言えない。

			「……ありがとう」

			　小さく礼を言うと、ニヤリとエルフィが笑みを浮かべた。

			「ん、聞こえんな？　もう一度言うがいい。ほれ、ほれほれ」

			「あり得んくらい鬱陶しい」

			「えぇ……」

			　そんな会話の後、俺達は部屋を出た。気配を消したまま、通路の先にあった扉をくぐる。

			　そして、胸の悪くなる光景を見た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　扉の先にあったのは、またもや薄暗い通路だった。

			　しかし、今までとは様子が違う。扉をくぐった途端に、頭の奥が疼くような、甘く、生臭い臭気が漂ってきた。進む途中、通路を挟むようにして、無数の牢屋があるのが目に入ってくる。

			　……当然、その中に入れられている女性達の姿も。

			「……酷いな」

			　エルフィの吐き捨てるような呟きに、俺は無言で同意した。

			　牢屋に入れられているのは、主に亜人種の女性だった。人猫種(ワーキヤツト)、人狼種(ウエアウルフ)、妖精種(エルフ)、果ては土妖精種(ドワーフ)まで、様々な亜人種が揃っている。

			　すべての女性が衣服を剥ぎ取られ、肌を晒(さら)している。

			　また、誰もが生気のない虚ろな目をしており、牢屋の隅で縮こまっていた。

			　何らかの薬物を打たれたのか、無表情で何かを呟いている者や、クスクスと狂ったように笑っている者すらいる。

			　しばらく進むと、今度は小部屋が並んでいるのが見えた。

			　部屋の中からは嬌声や叫び声、男の下(げ)卑(び)た笑い声が聞こえてくる。

			　この通路に染み付いている嫌な臭いは、どうやらこの中で行われていることが理由のようだ。

			「……何か香のようなものを焚いてるな。鼻がひん曲がりそうだ……おえ」

			　扉の隙間から、毒々しい色の煙が漏れてきている。

			　エルフィは鼻をスンと鳴らしてその臭いを嗅ぐと、吐き気を堪えるように顔を押さえた。

			　確かに、頭の奥が疼くような、嫌な甘さを含んだ臭いだ。以前、嗅いだ覚えがある。

			「これは媚薬だな。それも、人狼種(ウエアウルフ)や人猫種(ワーキヤツト)のような、獣人系の亜人を対象にしたものだ」

			「媚薬……興奮剤みたいなものか。知っているのか？」

			「以前、旅の途中で違法な薬物を取り扱っている犯罪者を捕まえたことがあってな。その時に、これと近いものを使っているのを見たんだ」

			　人間には効かず、獣人系の亜人種のみに作用する媚薬というものが存在する。

			　亜人種を欲情させ、悪さを働こうとする輩がよく使用するものだ。

			「この媚薬を嗅がされた亜人種は強制的に欲情させられる……だけでも救い難いんだがな」

			「まだ何かあるのか」

			「……ああ。この媚薬は脳に強く作用する。その副作用で脳に障害が出るんだよ」

			　一度や二度なら記憶が飛ぶくらいで済むらしいが、繰り返し使用すると思考能力の著しい低下が起こる。徐々にものが考えられなくなり、やがて廃人になってしまうのだ。

			　当然、各国で違法薬物に指定されており、取り扱いは固く禁じられている。

			「ははは！　お前、また壊れ掛けの女選ぶのかよ？　ホント趣味わりぃな」

			「は、てめぇも似たようなもんだろ？」

			　個室の向こうから、男達の下(げ)卑(び)た笑い声が聞こえてきた。

			「…………」

			　メルトを信仰する連中がこれを見たら、どう思うのだろうか。

			　メルト教の半数が、未だ亜人排斥を掲げているという。人ならざる亜人種ならば、どんな目に遭わせてもいいと、せせら笑うのだろうか。

			　……腐ってやがるな。

			　進む最中、複数の部屋を見た。

			「が……ああァァ!!」

			「……ッ！　ぁあああ!?」

			　人狼種の女性ふたりが、円形の広い部屋の中でぶつかり合っていた。両者の顔に理性はなく、ただ獣のようにお互いに噛み付く。

			　露出している腕には、痛々しいまでの注射痕が見えていた。

			　理性を失わせて凶暴性を高める薬、もしくは食欲を異常に高める薬か。恐らくは、そういった薬物を使用したのだろう。

			　そんな凄(せい)惨(さん)な光景を、複数の人間が二階の安全な場所から眺めている。

			　賭けでもしているのか、戦う二人に向けて何やら怒鳴っているようだった。

			「ああああァァ」

			　それからすぐに勝負はついた。

			　女性の一人が身体強化の魔術を使い、もう片方の女性の腕を食い千切ったのだ。

			　腕を千切られた女性は自身の血溜まりの中で小刻みに痙(けい)攣(れん)し、もう片方の女性は鎮静用の魔術を打ち込まれて地面に崩れ落ちた。

			「負けてんじゃねえぞ、おい！」

			　倒れている女性に、男が小瓶に入った液体を振り掛けた。直後、ボコボコと腕の断面が泡のように膨れ上がり、元の形を取り戻していく。

			「馬鹿な」

			　人体の欠損は、魔術でも治せないはずだ。

			　どんな魔術、ポーションを使おうとも、せいぜい傷口を塞ぐくらいが限界だろう。

			「『神の雫』だな」

			「神の雫？」

			　エルフィが言うには〝堕光神〟ハーディアに縁のある土地で取れる薬草から作られる薬らしい。ポーションのように傷を癒やす効果を持つ。その効果は絶大で、欠損した手足すら回復させるという。

			　ハーディアに縁があるというと、強大な魔物が生息するような山や谷だろう。この周囲だと、霊山だろうか。

			「ただし、『神の雫』には強烈な副作用がある」

			『神の雫』で治癒した部位は、『神の雫』を使い続けなければ、数日で腐り落ちてしまう。そして、あまりに強い効果に体が耐え切れず、使用者の寿命は大きく削られる。それは強靭な肉体を持つ魔族でも例外ではないらしい。

			「数代前の魔王が部下達に『神の雫』を使わせていたようだが……薬の効果に蝕まれた魔族達は、地獄の苦しみを味わったそうだ」

			　見ろ、と苦々しい表情でエルフィが女性を指差す。

			「あァあああああ!?」

			『神の雫』で腕を生やした女性が、唐突に叫びだした。

			　男達はそれを笑い、バケツに入った水を女性に浴びせる。直後、女性は絶叫しながら地面をのたうち回った。

			「……傷口から入った『神の雫』は全身の神経を鋭敏にさせる。ああいう風にな」

			　ただ水を浴びせられただけでも、薬の副作用で激痛が走ってしまう。

			　そのため、魔王軍でも『神の雫』の使用は禁止され、薬草はすべて焼かれたらしい。

			「……まさか、『神の雫』を愉悦のために使うとは、流石の私も想像していなかった」

			　触れただけで泣き叫ぶ女性を見るのが、楽しくて仕方ないのだろう。ゲラゲラと男達が笑っているのが見える。

			　男達は絶叫する女性を引きずり、牢屋の中に叩き込んだ。

			「……っ！　大丈夫……？　ねえ……ねえ！」

			　中にいた他の亜人が声を掛けるも、女性は痛みに悲鳴をあげているだけだ。

			　心底楽しそうに、男は牢屋の外から中の亜人達へと声を掛ける。

			「心配してるとこ悪(わり)ぃが、明日こうなるのはてめぇらだぜ？」

			「……っ」

			「楽しみにしとけ」

			　そう笑みを残し、男達は牢屋から離れていった。牢屋の中で、女性達が青白い顔で震えているのが見える。

			「……けて」

			　拳を握りしめ、涙を流している女性がいた。

			「……助けて」

			　その助けを求める声が、耳に入った。

			「……エルフィ、ちょっと待ってろ」

			　剣を抜き、気配を殺して階段を登る。

			　二階では、さっきの男達が談笑していた。

			　人数は五人。全員が腰に剣を差しているが、完全に油断しきっている。

			　当然だろう。自分が甚(いた)振(ぶ)る側なのだから。

			「最初は悪趣味だと思ったが、やめらんねぇな。あの女どもが殺し合うのを見るのはよぉ」

			「マルクスさんには感謝しないといけないな。こんな楽しいことを教えてくれたんだから」

			　その油断しきったところに、俺は斬り掛かった。

			「な!?」

			　連中が俺に気付いた時には、もう遅い。相手が剣を抜くよりも早く、腕を斬り落としてやった。油断しきった連中は、俺の奇襲に対応することすらできない。

			「ぁあああ!?　腕が、腕がぁああ!?」

			「ぎいぃいいいいい!?」

			　他愛なく、五人を斬り伏せた。もちろん、殺すようなことはしない。両手両足を斬ってから、全員を下の部屋に蹴り落としてやる。

			「エルフィ、こいつらを牢屋に入れる。手伝ってくれ」

			「うむ、分かった」

			　男達の懐から、何個かの小瓶を取り出す。そのうちの一つを、五人全員に無理やり飲ませてやった。

			　それから、開いている牢屋に、五人を引きずって投げ込む。

			「痛ぇ……痛ぇよぉ」

			　血塗れになって呻(うめ)いている男達に向かって、俺は小瓶の中の液体を振り掛けた。

			　液体が傷口に触れた瞬間、なくなったはずの男達の両手足がボコボコと生えてくる。

			「ひ、ひっ……。こ、これ、『神の雫』じゃねえか……！」

			「てめぇ、一体何なんだよ!!」

			「黙れ」

			　騒ぎ出した男達に、バケツで汲んだ水を浴びせてやった。

			「ひぎゃぁああああああ!?」

			　鋭敏になった体に水を掛けられれば、当然激痛が走る。男達は、牢屋の中でジタバタと藻掻き苦しんでいる。

			「何で……こんなことをぉおお……！」

			「お前らだって、あの女性達に同じことしてただろうが」

			　しばらく呻いていた男達だが、徐々に様子が変わってきた。お腹を押さえ、呼吸を荒くする。

			「お……まえ。まさか、さっき……！」

			「ああ。『飢餓薬』っていうらしいな、これ」

			　牢屋に入れる前、男達には小瓶に入っていた薬を飲ませている。小瓶には『飢餓薬』と書かれていた。女性達が喰い合っていたのは、この薬の効果だろう。

			「飢餓薬を飲んだ男が五人。その狭い牢屋の中で、一体何が起こるんだろうな？」

			「ま……待って……」

			「薬を飲ませて殺し合わせるのが楽しくて仕方ないんだろ？　じゃあ、今度はお前らが存分に楽しんでくれ」

			　そう言い残し、俺は牢屋に背を向ける。

			「あぁ……ああ」

			「がぁ、あああああああああああああああ――ッ!!」

			　牢屋から聞こえてくる絶叫を無視し、俺は次の部屋へ進む。

			　見届けるつもりはない。俺にはまだやらないといけないことがあるんだからな。

			「…………」

			　牢屋に入れられている女性達に視線を向ける。

			　待っててくれ。すべてを終わらせて、すぐに自由にしてやる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　通路の途中に、厳重に封印が施された部屋を発見した。仰々しく管理された扉に足を止める。

			「中が気になる。確認させてくれ」

			　魔術で解除して中を覗(のぞ)くと、そこにあったのは薬品棚だった。

			「むぐ、鼻がひん曲がりそうな臭いだ」

			　エルフィは鼻を押さえ、顔をしかめている。

			「……薬を保管している部屋のようだな」

			　薬品棚には無数の違法薬物が仕舞いこんである。知っている薬物も、いくつか見つけた。中には、温泉都市でベルトガに使用した〝鬼の爪〟なんかもある。

			「……ふむ」

			　棚に置いてある、いくつかの薬を手に取り、ポーチの中に閉まっていく。

			「ん？　何かに使うのか？」

			「ああ」

			〝神の雫〟を手に取りながら、エルフィに笑い掛ける。

			「――いいことを思い付いたんでな」

		

	
		
			　

			第十八話　『嗤(わら)う愚者、暴く聖女』

			　

			　――これは、ある少年の遠い日の記憶だ。

			　その少年は、聖都シュメルツの東部に位置する、小さな村で生まれた。

			　おどおどしてばかりの子供だった。親から「この子には勇気が足りない」と言われるほどに、その少年は臆病だった。

			　村には活発な子供が多く、少年がからかわれることは少なくなかった。

			　少年は走り回ったり、木に登ったりすることすらできなかったのだ。

			　どうして怖いのかと聞かれても、少年には分からなかった。

			　ただ、怖かったのだ。

			　

			　七歳になった頃から、他の子供達は自分の夢を語るようになった。

			『冒険者になりたい』

			『アマツのような、かっこいい英雄になりたい』

			　彼らがそう語る中で、少年は何一つとしてやりたいことを見つけられなかった。

			　冒険者になって戦うなんて怖い。

			　英雄になるなんて、自分なんかにできっこない。

			　臆病な少年は夢を見つけられず、ただ切り株に腰掛け、のどかな風景を見る日々を過ごした。

			　ある日のことだった。

			「そこで何してるの？」

			　切り株に腰掛けていた少年に、話し掛けてくる者がいた。

			　自分と同じくらいの少女だった。

			「風景を見てる」

			「ふーん。楽しいの？」

			「……どうかな。分かんないや」

			「だったら私の話を聞いてよ」と言って、少女は少年の隣に腰掛けた。

			　無口な少年にお構いなしに、少女は一方的に話し掛けてくる。

			　親が厳しいこと、聖書を毎日読まされること、そんな愚痴だ。

			　少女の話を聞いて、少年は何言か思ったことを言う。

			「……君は、ちゃんと聞いてくれるんだね」

			「……？　どういう意味？」

			「ううん、なんでもない」

			　少女は話し終えると満足したのか、去っていった。

			　翌日も、少女は来た。

			　少年の隣に座り、あれこれと話し掛けてくる。少年はまた、思ったことを何言か口にする。

			　その翌日も、その翌日も、少女は来た。

			「お前と遊んでも楽しくない」と言って、誰にも話し掛けられない少年に、少女は何度も何度も話し掛けた。

			「……ねえ、なんで僕なんかと話してくれるの？」

			　ある日、少年は聞いた。

			　楽しくもないだろうに、どうして少女が自分と会話してくれるのか理解できなかったのだ。

			「なんで……って、君がちゃんと話を聞いてくれるからかな」

			「え……？」

			　戸惑う少年に、少女はニッコリと笑いながら言った。

			「村の他の子は、走るとか、木登りとかするのが好きでしょ？　だから、ゆっくりお話ししたくても、聞いてくれないんだ」

			「……僕は、ただ運動するのが好きじゃないだけだよ」

			「それでも、君は私の話を聞いて、ちゃんと返事してくれるでしょ？」

			「…………」

			「それに、君と話してると、なんか落ち着くんだ」

			　だから、君とこうして話していたい。

			「駄目？」と首を傾げてくる少女に、少年は慌てて首を横に振った。

			　落ち着く。そんな風に言われたのは初めてだった。

			　そして、少年も少女と話していると、とても落ち着くことに気付いた。

			「……名前」

			「ん？」

			「まだ、名前聞いてない」

			「あ！　そういえば私も、君の名前聞いてなかった！」

			　変なの、と少女は笑うと、答えた。

			「私はキリエ。キリエ・ウルスラ・エイヴェルンっていうんだ」

			　少女の言葉に頷くと、少年は言った。

			「……僕はレオ・ウィリアム・ディスフレンダー」

			　これは遠い日の記憶。

			　ある少年と少女の記憶に刻まれた、出会いだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……アマツ、アマツねぇ」

			　マルクス・ピエトロ・サンダルフォンは、私室である英雄の名前を苦々しく呟いた。

			　四番隊隊長のジョージ達に取り入るため、マルクスは〝英雄アマツ〟に妨害工作を施した。それが功を奏したのかは知らないが、三十年前にアマツは死亡している。

			「……それが、まだ生きているだと？」

			　数日前、マルクスの下に一人の男がやってきた。

			　リューザス・ギルバーン。かつて、アマツを裏切った共犯者の一人だ。

			　リューザス曰く、蘇ったアマツが自分を裏切った人間を殺して回っているらしい。ジョージ達を殺したのも、アマツだという。

			　半信半疑のマルクスだったが、部下に裏を取らせたところ、かつての共犯者の何人かと本当に連絡が取れなくなっていることが分かった。

			　また、リューザスの言う通り、自分を嗅ぎ回っている存在がいることも分かった。

			『お前も近いうちに殺される。それは、共犯者として偲(しの)びねェ。だからよォ、俺と協力してあいつを殺そうぜ』

			　リューザスの申し出に従い、マルクスはアマツの侵入経路となりそうな場所に罠(わな)を仕掛けた。

			　無数のワーム、そして切り札の九頭龍(ヒユドラ)。それに加えて、リューザスが刻み付けた大量の結界。

			　これだけあれば、四天王ですら殺せると、マルクスは確信している。

			「まあ、侵入者があればすぐに分かる。それよりも、今は……」

			　ギシリ、とマルクスの腰掛ける椅子が軋(きし)む。

			　目を瞑(つぶ)り、意識を切り替える。考えるのは、アマツのことでもリューザスのことでもない。

			　――キリエ・ウルスラ・エイヴェルン。

			　一目見た時から、いい女だと思っていた。教団にいる女はどれも着飾っているが、脱ぐとだらしない体つきの者ばかりだ。

			　しかし、キリエは違う。

			　着飾らずとも十分に美しい容姿に、引き締まった体型。最初からキリエは最高の女だと、マルクスは確信していた。

			「玩具(おもちや)にするならば穢らわしい亜人種で十分だが……。ふはっ、やはり本当に楽しむなら人間の女だな」

			　これまで、手に入れたいものは何でも手に入れてきた。

			　上司だったジョージ達を利用して、金と地位を手に入れた。得た金と地位を使い、部下を、弄(もてあそ)ぶ女を、そして力すら手に入れた。

			　キリエは、どうしても手に入れておきたい。体もだが、聖唱魔術が使えるというのは重要だ。それに、要らなくなれば、喰ってしまえばいいのだから。

			「あぁ……ディスフレンダー君。本当にすまないねえ」

			　レオがキリエに恋をしているのは気付いている。

			　気付いているからこそ、余計にキリエが欲しくなった。

			「ガキのくせに、副隊長なんて座にまで登ってきた君が悪いんだ」

			　自分がどれだけ苦労して、この地位までやってきたと思っているんだ。あんなケツの青いガキが自分のすぐ下にいるなど、許せるわけがない。

			「くく」

			　自分が敬っていた前隊長の末路を知ったら、あの若造(レオ)はどんな顔をするだろうか。

			　想像するだけで胸がすく思いだ。

			「……ふん」

			　そんなことを考えているうちに、時間はやってきた。

			　深夜を回る少し前に、屋敷に客が訪れる。

			　扉を開くと、簡素な服に着替えたキリエが立っていた。

			「よく来てくれたね、キリエ君」

			　玄関先で、マルクスがにこやかにキリエを迎え入れる。

			「……こんばんは」

			　キリエは俯きがちで、声も小さく震えている。

			　怯えている様子が、手に取るように分かった。

			「さあ、ここにいるのもなんだ。私の部屋で話をしよう」

			　笑い出しそうになるのを堪え、マルクスはキリエを寝室へと促した。

			　俯いたまま、キリエは無言でそれに従う。

			（馬鹿な女だ）

			　マルクスの私見として、キリエはそこらにいるような頭の悪い女ではない。ただの馬鹿ならば、教団での権(けん)謀(ぼう)術(じゆつ)数(すう)に飲み込まれ、今の地位につくことはできなかっただろうからだ。

			（だが……）

			　レオが絡むと、話は変わってくる。

			　教団での権謀術数を知っているからこそ、この女は『権力』というものの恐ろしさを知っているのだ。

			　騎士団内でも権力やコネというものは重要だ。教団、騎士団、どちらの深部とも関わりのあるマルクスが本気で手を回せば、レオの出世を阻(はば)める。戦いの激しい僻地へ飛ばし、戦死に導くことすら可能だろう。

			（実際には、あの若さで今の地位まで成り上がってきたディスフレンダーを落とすのには、相当な無茶をしなければならないがな）

			　キリエはレオの未来を閉ざすことを恐れ、マルクスとの婚約を受け入れた。

			　どうやらこの女は、レオの足手まといになることを恐れているようだ。　

			（だからこそ、付け入りやすかったよ、キリエくぅん）

			　マルクスは、内心で嘲(ちよう)笑(しよう)を必死に噛み殺す。

			　だからこそ、

			「……っ」

			　歩く途中、耳を押さえ、息を呑むキリエに気付くことができなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「今、紅茶を入れよう。そこに座っていてくれ」

			「…………はい」

			　キリエを椅子に座らせ、マルクスは紅茶を取りに行く。

			　白い湯気をあげる紅茶の中には、ある粉末が混ざっている。

			　使用を禁じられている、ある薬草を煎じた粉末だ。紅茶に入れただけの量を飲めば、泥酔したかのように意識が朦朧となる。そして、粉末の効果が切れた頃には、キリエはもう一杯『紅茶』が飲みたくて仕方なくなっている。

			　そうなればもう、キリエはマルクスから離れられなくなる。

			「すまない、待たせたね」

			　紅茶を持ってマルクスが部屋に戻ると、キリエは小さく顔を上げた。

			　緊張からか、その顔は真っ青だった。

			「そう硬くならなくてもいい。ほら、この紅茶を飲みなさい」

			　そんな緊張も紅茶を飲めばすぐになくなると、キリエにティーカップを渡そうとした時だった。

			「……貴方は一体、何をしているんですか……？」

			　キリエはキッとマルクスを睨みつけ、震え声でそう言った。

			　その鬼気迫る表情に、マルクスの内心で僅かに動揺が生まれる。

			「……うん？　キリエ君、どうしたのかね。とりあえず、落ち着いて……」

			「悲鳴が……。悲鳴が、聞こえてくるんです」

			「……何？」

			　耳を押さえながら、キリエは掠れた声で告げる。

			「屋敷に入ってからずっと、たくさんの女の人の悲鳴が聞こえるんです」

			「……何を、言っているんだね」

			「牢屋……薬……もう嫌だ、助けて……って」

			　キリエの言葉に、今度こそマルクスは凍り付いた。

			　悲鳴など、マルクスの耳には聞こえていない。どれだけ耳が良くても、地下での音がここに聞こえるはずがないのだ。

			（たとえ魔術を使おうと、聞こえるはずが……ッ！）

			　魔術という単語に、マルクスはハッと目を見開く。

			　この女が使う魔術の名は〝聖唱魔術〟。神(メルト)の奇跡を現代に再現するという、特殊な魔術なのだ。

			（まさか、――〝聖聴〟……か？）

			　聖書に記されていた。〝聖光神〟メルトは、助けを求める者の声を聞き逃さなかったと。

			　その奇跡を人々は、〝聖聴〟と呼んでいた。

			　それを、この女が使えるとすれば――――。

			「何を言っているのかね、キリエ君。君は疲れているんだ……。さあ、この紅茶を飲んで落ち着き――」

			　にこやかな笑みを浮かべ、キリエへと紅茶を差し出す。

			　これさえ飲んでしまえば、〝聖聴〟があろうと関係ない。

			　多少強引にでも、これを飲ませれば――。

			「――ッ」

			　バチッと小さな雷が落ちたような感覚が、マルクスの手に走る。

			　ティーカップが弾かれ、音を立てて砕け散った。

			「……紅茶の中に、何か入れていたのですか」

			「……これは」

			「悲鳴を聞いてから、体に結界を張っておいたのです。……不浄なものから、身を守る結界を」

			　カーペットに染みこむ紅茶を一瞥した後、キリエがマルクスを睨む。

			「貴方は……一体何をしているのですか……？」

			　キリエの双(そう)眸(ぼう)が、正面からマルクスを見据える。

			　先程までの女の顔ではない。邪悪を弾劾する、聖職者の顔だ。

			「まさか……このような力を隠していたとはね」

			「……隠していたわけではありません。こんな風に悲鳴を聞いたのは、初めてです」

			　厄(やつ)介(かい)な能力だ、とマルクスは目を細めた。

			「……否定、しないのですね」

			　キリエの言葉に、マルクスは小さく吹き出した。それから、コツコツコツ、と机を三度指で叩く。

			「否定する必要がないからだよ」

			「……何故ですか？」

			「決まっているだろう」

			　バン、と音を立てて、マルクスの合図に反応した部下が寝室の中に飛び込んできた。

			「――君が、ここで死ぬからだよ」

			　不測の事態に備えて部下を待機させておいたが、まさかキリエに使うことになるとは思っていなかった。

			　まったく儘(まま)ならぬものだと、マルクスは嘆息する。

			「殺せ」

			「よろしいのですか？」

			「陵辱し尽くせないのは残念だが、生かしておいたら、どんな奇跡を起こされるか分からんからな。首を刎(は)ね、確実に息の根を止めろ」

			　もったいないが、仕方のないことだ。

			　確実に殺した後に、遺体を喰らうことにしよう。

			「……っ」

			　部下が剣を抜き、キリエに斬り掛かる。

			　訓練された騎士の動きに対応できず、キリエの首が切断される――。

			「――〝神の聖炎をここに(アンセム・インシネレート)〟」

			　そう確信していたマルクスの視界を、白い炎が覆い尽くした。

			　とっさにマルクスが飛び退いた直後、炎に飲まれた部下が絶叫する。ジタバタと地面を転げまわり、そのまま意識を失った。

			「――――」

			　上級魔術を上回るほどの強大な魔術を、キリエはただの一言で行使してみせた。

			　白い炎の中、紐でくくられた藍色の髪を揺らしながら、キリエは佇(たたず)んでいる。

			　尋常ではないほどの熱量――、だというのに、焼かれた部下達の体に火傷(やけど)はない。

			「素晴らしい。これが噂に聞く、〝聖唱魔術〟か……！」

			「抵抗しなければ、危害は加えません。……マルクスさん。何をしているのか、私に教えてもらえませんか。これ以上、罪を重ねるのは――――」

			「その力は、私にこそ相応しいッ！」

			　奇跡の再現を目の当たりにして、マルクスが昂(こう)揚(よう)する。

			　剣を抜いて迫り来るマルクスへ、キリエは無言のままに腕を振り下ろした。

			　家具を燃やすことなく、ただマルクスだけを狙って白炎が迸(ほとばし)る。

			「その威力は認めるが――」

			「……ッ」

			　訓練された騎士が、為す術なく飲み込まれた白炎。マルクスはそれを、大きく体を仰け反らすことで回避した。

			　想像を越える柔軟性にキリエは一瞬息を呑み、すぐさま次の攻撃へと移る。白炎で形作られた刃がマルクスへ襲い掛かるが――、

			「――使っているのが、君のような小娘ではねぇ！」

			　マルクスは前転してそれを回避。回転の勢いでキリエとの距離を詰め、起き上がると同時に斬り掛かった。

			　そのトリッキーな体捌(さば)きに、キリエは反応できない。

			「宝の持ち腐れというものだよ、君ぃッ!!」

			　下腹部を狙った、マルクスの突き。

			「――〝神は我を見捨てず(プレイ・イージス)〟!!」

			　キリエの詠(えい)唱(しよう)と同時に出現した不可視の壁に、刃が音を立ててへし折れた。

			　間髪入れず、マルクスが掌(しよう)底(てい)を放つが、壁は小揺るぎもしない。

			「……〝聖光神〟の、防御魔術か」

			「はい。貴方では、この守りを破ることはできません」

			　壁に手を突いたまま、諦めたかのようにマルクスがうなだれる。

			　それを見て目を伏せ、キリエは悲しげな表情を浮かべた。

			「マルクスさん。これ以上、罪を重ねないでください。メルト様はおっしゃいました。『己の罪を認め、悔い改めなさい』……と」

			「キリエ君……」

			「人は誰でも間違いを犯します。犯した後に、何を為すのかが重要なんです。マルクスさん。私と一緒に、騎士団の宿舎へ行きましょう。そこで、しっかりと事情を説明すれば――」

			　キリエの言葉に、マルクスが顔を上げた。

			　理解してくれたかと、キリエが気を緩み掛ける。直後に、マルクスの顔に張り付いている嘲(ちよう)笑(しよう)を見て固まった。

			「君は、本当に馬鹿な女だよ」

			〝神は我を見捨てず〟に触れていたマルクスの腕が、赤黒い光を放った。

			　その光のおぞましさに、キリエが一歩後退るのと同時――、

			　

			「――〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟」

			　

			　彼女の身を守っていた壁が、マルクスの右腕に飲み込まれた。

			　防御魔術が容易く破られ、動揺を露わにするキリエ。

			「……っ」

			「遅いんだよ」

			　白炎を放つよりも早く、マルクスの腕がキリエの喉を掴んだ。

			　キリエの華(きや)奢(しや)な体を軽々と持ち上げ、激しく部屋の壁に叩きつける。露出した腕には、無数の赤黒い血管が浮かび上がっていた。その管の中央にあるのは、脈動する菱(ひし)型の結晶体だ。

			「そ……れ、は」

			「これが気になるかね？」

			「……っ」

			「〝英雄アマツ〟の力の一部だよ。ジョージ達へ協力することへの見返りに手に入れたんだ」

			　粘着いた笑みを浮かべ、マルクスは語る。

			　ジョージ達は、〝英雄アマツ〟の細胞と魔力を再現しようと研究を続けていた。その過程で、アマツが使っていた〝魔技簒奪〟という魔術をある程度再現することに成功したのだ。

			「実用的ではないと、あいつらはホムンクルスの研究に方向転換したようだがね」

			「か……は……っ」

			　ボコボコと音を立てて、マルクスの体の一部が変形してくる。

			　服の隙間から、赤黒い触手のようなものが姿を現した。その先端には、無数の歯が生えた円形の口がくっついている。

			「これで他者を喰らえば、その力の一部を私のモノにすることができる」

			「……っ」

			「キリエくぅん……。君の柔らかな肌を食いちぎり、血を啜り、骨を噛み砕く。そうすることで、私は君の聖唱魔術を手にすることができるのだよ」

			　触手が蠢(うごめ)き、キリエと接近してくる。逃れようともがくが、マルクスの人間離れした腕力に身じろぎすることすらできない。

			「君が私のペットになるなら、助けてやらんこともないが？」

			　汚水を煮詰めたかのような、情欲に塗れたマルクスの笑み。

			「……嫌、です……ッ」

			　朦朧とした意識の中、キリエはそれを拒絶した。

			　ここで屈することは自身が信仰する神、そして愛する人を侮(ぶ)辱(じよく)する行為だ。それだけはできない。

			「忌(いま)々(いま)しい。メスガキ風情が私を拒絶するとはな」

			「……っ」

			「骨の髄まで、喰らい尽くしてやる」

			　大きく口を開いた触手が、キリエへ襲い掛かる。

			「――――」

			　遠い日の記憶が、走馬灯のように脳裏を走った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――キリエ・ウルスラ・エイヴェルンは孤独だった。

			　両親は教団での地位を上げることに腐心し、キリエを見ようともしない。

			　けれど、怒られたくないから、キリエは大人しくいい子にしているしかなかった。

			　だからずっと、誰かに話を聞いて欲しかったのだ。

			　同い年の友達に相談しても、理解してもらえない。相談できる大人もいなかった。

			　そんな時に、一人の少年に出会った。

			　内気で、臆病で、少し鈍臭い男の子。村の子達に馬鹿にされているのを、キリエは知っていた。

			　村の外れでボーッとしていた彼に話し掛けたのは、ただの気まぐれだった。

			　ただの、退屈しのぎ。

			　キリエは、一方的に愚痴を零した。どうせ、分かってくれないと思っていたから。

			　だけど。

			「……えっとね」

			　少年はキリエの話を聞いて、しっかりと自分の思ったことを言ってくれた。

			　つっかえつっかえで、口下手だったけれど。きちんと話を聞いてくれたのが、キリエには嬉しかった。

			　それから、キリエは少年と喋るようになった。

			　少年と出会ってから、二年近く経過した頃だろうか。

			　活発なキリエと仲良くなったことで、少年は村の子供達にある程度馴染めるようになっていた。

			「ほら、行くよ」

			「でも……危ないよ」

			「大丈夫だって！」

			　その日、村の子供達で集まって、キリエ達は立ち入りを禁止されている森へ入った。

			　ただ探検したかったという、子どもっぽい冒険ごっこ。

			　嫌がる少年を無理やり引っ張って、キリエ達は森の奥へ入っていく。

			「あ……！」

			　その途中、キリエは綺麗な花畑があるのを見つけたのだ。生えている花が無性に欲しくなって、キリエは列から飛び出して畑に踏み込んだ。

			　そして、見たこともない綺麗な花に夢中になっているうちに、キリエは一人はぐれてしまった。

			「……あれ？」

			　気付いた頃には周りには誰もおらず、日も暮れ掛けていた。

			　森の中を一人、キリエは何時間も彷徨(さまよ)った。自分がどこにいるかも分からないまま、日が落ち、周囲が暗くなっていく。

			　怖くて、不安だった。

			　そして、彷徨っているうちに、キリエは魔物に出会ってしまった。

			『ルル……』

			　小さな狼型の魔物が複数、涎を垂らしながらキリエに飛び掛かってくる。

			　どうすることもできず、座り込んでしまう。

			「助けて……っ」

			　その、直後のことだった。

			　誰かがキリエと魔物の間に、割り込んできたのだ。

			「――――」

			　月の光すらない、暗い森。誰も助けに来てくれない、闇の中。

			　魔物に襲われて、死にそうになった時。

			「も……もう、大丈夫だから……っ」

			　体をブルブル震わせて、今にも泣きそうになりながら。

			　木の棒を手に、キリエを守るために駆けつけてくれた人がいた。

			　その、少年の名前は――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ズドン、と何かが地面に落ちる音がした。

			　見れば、斬り落とされた触手が地面でピチピチとのたうちまわっている。

			　マルクスが、苦悶の表情を浮かべて後退る。

			「――貴、様ァ」

			　締められていた首が、ふっと楽になる。体勢を崩して地面へ倒れ込むキリエの体を、温かい何かが支えた。

			　それは、あの時の再現のようだった。

			　違うとしたら、彼は体を震わせることも泣きそうにもなっておらず、憤(ふん)怒(ぬ)の表情で、一本の剣を握っていることだろう。

			「――もう、大丈夫だから」

			　柔らかな口調でそう言ったのは――、

			「レオ、くん……」

			　レオ・ウィリアム・ディスフレンダー。

			　――キリエの大切な、幼馴染だった。

		

	
		
			　

			第十九話　『無敵の騎士団』

			　

			　――聖堂騎士団・二番隊副隊長。

			　この役職は決して軽い物ではない。

			　教国の要(かなめ)、首都でもある聖都シュメルツを守護する二番隊。その二番手になるには、コネだけではなく実力、そして実績が必要となる。

			　そんな役職を、レオ・ウィリアム・ディスフレンダーは二十五という若さで務めている。

			　それは偏(ひとえ)に、レオが副隊長を務めるに相応しいすべてを持っているからだ。

			　前二番隊隊長からの推薦、卓越した戦闘技術、副隊長を務めるに相応しい実績。

			　そして――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　扉を蹴破り、部屋の中に現れたレオ。

			　優しい手付きでキリエを支えながら、レオは剣の切っ先をマルクスへ向ける。

			「これは、どういうことですか？」

			　高価なカーペットの上には、マルクスから切断されたワームがビチビチとのたうち回っている。

			　レオの静かな問いに、マルクスが苦々しい表情を浮かべた。

			「貴様……何故、ここに」

			「貴方が悪事を働こうとしている……という情報が耳に入ったんです」

			「悪事ィ……？　一体誰が……」

			「誰かなど、今はどうでも良い。もう一度問います。これはどういうことですか？」

			　剣を構えたまま、レオは問う。言外に、マルクスが不用意な動きを見せれば斬り捨てる、と言っている。

			「ぐ……」

			「……レオ君。この人は、屋敷の中でたくさんの人を苦しめてる」

			　押し黙るマルクスに代わって、キリエがその悪行を暴露した。

			　自身もそれまで気付いていなかった力、〝聖聴〟。その力によって、この屋敷で聞いたすべてを、キリエはレオへと告げた。

			　この屋敷の中で、たくさんの亜人が殺されていること。マルクスやその部下のために、多くの女性が慰み者にされていること。そして今も、屋敷の地下に多くの女性が捕らわれていることを。

			「キリエ、それは……」

			　キリエの言葉に、レオは思わず絶句した。

			　それは、信じがたい内容――否。信じたくない内容だった。

			　だが、このような場でキリエが嘘をつく理由がない。

			　事実、マルクスがキリエを襲おうとしているのをレオは目撃している。

			「……はぁ」

			　レオが固まる中、触手が生えていた部分を撫でながら、マルクスが大きく溜め息を吐いた。

			「やれやれ。君は本当に、いちいち私の勘に障るなぁ、ディスフレンダー」

			「……それは、認めたと捉えていいのですね？」

			「はっ。ああ、認めるとも」

			　まるで悪びれた様子のない、落ち着いた口調でマルクスは言った。

			「私はね、亜人がのさばることを許容している、この都市を許容できない。ここは聖都。知性のない獣どもが入っていい場所ではない。だから、あの連中を間引いてやっているんだ」

			　そんな理由で、亜人の女性を捕らえて慰め者にし、殺しているというのか。

			　あっけらかんと事情を口にするマルクスの悍(おぞ)ましさに、レオもキリエも思わず口を噤(つぐ)んだ。

			「私はもうじき、一番隊に配属される。そうなったら、亜人排斥派の騎士と教徒達を味方にして、本格的にこの街から亜人を消していくつもりだよ。あの獣どもは、連合国とかいう掃き溜めにでも集まっていればいい」

			「…………」

			「私に協力しない者は必要ない。私に反対する騎士も教徒も、生きている価値などない。私は聖堂騎士として、この聖都を綺麗にする使命がある」

			　マルクスの韜(とう)晦(かい)に、レオは自身の調査の結果を思い出す。

			　この街では以前から行方不明事件が発生していた。その発生率は、マルクスが二番隊の隊長になってから大幅に上昇している。

			「聖都には、不要なモノが溢れすぎているからね。集めて、掃除する必要があったのだよ」

			　行方不明事件はジョージとリリーの仕業とされているが……あれは、氷山の一角だったのだ。

			「では……貴方は亜人を排斥するために、このようなことを――」

			「なぁんて」

			　マルクスの表情がグニャリと崩れ、喜悦の表情が浮かんだ。

			「――そんな面倒な理由で、私が動いているとでも思ったかね？」

			　それまでの言葉を、マルクスは容易く覆した。

			「私は単純に、亜人が嫌いなだけだよ。目障りなんだよ、あいつら。獣風情が人間様と同じつもりでいやがって。あいつらは奴(ど)隷(れい)か、性処理用の道具として私の役に立てばいい」

			「…………では、貴方はすべての悪行を私欲で行っていたと？」

			「ああ、そうとも。私に反対する輩は、単純に苛ついたから殺した。この私がわざわざ仲間にしてやろうって言っているのに、断るとは何様のつもりだ。私の思い通りにならない者に生きている価値などない。邪魔だ」

			　さもそれが当然であるかのように、両手を広げながらマルクスは饒(じよう)舌(ぜつ)に語る。

			　レオの胸中に沸々と怒りが湧き立つ。

			　人々を守る騎士として、いや、同じ人間として、あり得ない発言だ。

			「他人は貴方の玩具(おもちや)じゃない。貴方の都合一つで殺されるなど、そんなことは許されない」

			「いいや、許されるとも」

			　レオの憤(いきどお)りに、マルクスは「青い青い」と嘲(ちよう)笑(しよう)を浮かべた。

			「――これは私の人生だ。何が許されて、何が許されないかは私が決める」

			　絶句するレオに、マルクスは続ける。

			「ふ、よく考えてみたまえよ。たった一度の人生なんだぞ？　自分のしたいことをして、何が悪い」

			　マルクスは自身の顎に手を当てる。

			「金が欲しい。美味いものが食べたい。いい女を抱きたい。嫌いな者を消したい。偉くなりたい。尊敬されたい。他人の持っている物を自分の物にしたい。自分が最も幸せでありたい。他人の不幸を眺めたい。誰よりも楽しい人生を歩みたい――人間として生まれたならば、当然の欲求だろう？」

			　滔(とう)々(とう)と己の欲求を並べ立て、マルクスはそれが当たり前だと言い切った。

			　だから、自分がやっていることは許されると、己の悪逆を正当化して。

			　マルクスが語ったのは、確かに人が持つ欲求だ。だが、それを叶えるために、この男はどれだけの人を犠牲にしたのか。

			「貴方には他人の痛みが分からないのか……!?」

			「馬鹿かね君は。分かるわけないだろう。そんな魔術は私には使えないからねぇ。それにねえ、他人が痛かろうが傷付こうが、私は痛くないんだよ？　だったら他人のことなど慮(おもんぱか)る必要なんてないじゃないか」

			　もう駄目だと、レオは悟った。

			　この男は、致命的に終わっている。

			　マルクスを一言で表すならば、『利己心の塊』だ。他者を顧みず、己の欲望を満たすことしか考えることのできない、利己心の塊。

			「……言いたいことは、それだけか？」

			「ああ。君も――」

			　グジュグジュと。熟れた果実を指で穿(ほじ)るような、湿った音が部屋に響いた。

			　その音源が、マルクスであることをレオは悟る。

			　大柄なマルクスの肉体が粘土のように蠢き、

			「――言いたいことは、それだけかねぇ？」

			　首、肩、腹部、背中、両腕――あらゆる部位が湿った音を立てながら盛り上がり、人間一人に匹敵する大きさのワームが現れる。それぞれが円形と口と鋭い牙を持ち、グネグネと身を震わせていた。

			「……化物め」

			　その醜悪な姿は、もはや人間のものではない。

			　マルクスはその醜い体を誇るように、両腕を広げた。

			「化物？　いいや違うよ、ディスフレンダー！　これは英雄の力の再現！　如何なる攻撃も喰らい尽くす、簒(さん)奪(だつ)の力だッ!!」

			　昂(たかぶ)るマルクスに呼応するように、その体から生えたワームがレオへと殺到する。

			「キリエ、下がっているんだ」

			　キリエを庇(かば)うように立つと同時、レオの全身から魔力が噴出する。

			　室内を旋風が吹き荒れたかと錯覚するほどの魔力量――直後、魔力を纏(まと)った剣をレオが振り下ろした。

			「フッ――ッ!!」

			　部屋全体を覆い尽くすかのような、眩(まばゆ)い魔力の斬撃。ただの一振りで、レオへ喰らいつこうとしていたワーム達が肉塊へと変わり果てていく。

			　二番隊の副隊長に相応しい、苛烈な剣技だ。

			「――――」

			　容(よう)赦(しや)のない一撃が射線上に立つマルクスを飲み込み――彼(マルクス)の体へと跡形もなく飲み込まれた。

			「……なに」

			　渾(こん)身(しん)の一撃の消失に、レオが目を見開く。

			「良い魔力を、ありがとう！」

			　鉄すらも両断する一撃を平らげ、マルクスが歓喜に叫ぶ。

			「レオ君、気を付けて！　その人、魔術を吸収する力を持ってる！」

			「そういうことだ、ディスフレンダー」

			「……！」

			　ワームを身に纏(まと)ったマルクスの体が、レオの視界から消える。

			　自身の死角に潜り込まれたのだと瞬時に悟り、レオは一撃を辛うじて防御した。

			「ふん」

			　マルクスは鼻を鳴らし、全身から生やしたワームをレオへ殺到させる。

			　それと並行して、マルクスはいつの間にか抜いた剣を横薙(な)ぎに振ってくる。

			　ワームと、マルクス自身の同時攻撃。どんなに人間性が腐っていようと、マルクスは二番隊の隊長だ。弱者に務まる職務ではない。彼の経験と鍛錬から来る力だけは、隊長に相応しい。

			「――！」

			　だが、レオの技術はマルクスに肉薄していた。軽い身のこなしで刃を躱(かわ)すと、レオは次々とやってくるワームを片っ端から斬り落としていく。

			「……ッ」

			「……若造がァ」

			　血の滲むような努力と、本人の才能。

			　その二つが合わさり、ワームを操るマルクスとすら、レオは渡り合っている。

			　――しかし、それはあくまで、対等な条件で戦った場合の話だ。

			　斬り落とされたワームが、十本に届いた頃。それまでレオを狙っていたワームの動きが、唐突に変わった。

			「な……」

			　レオを無視して、後ろに下がっていたキリエを狙い始めたのだ。防壁を張ろうと、聖唱魔術を使用するキリエ。キリエを守ろうと、とっさに魔術を使おうとするレオ。

			「――〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟」

			　その二人の魔力を、マルクスの背中から生えた巨大なワームが、跡形もなく貪り喰った。

			　強制的に魔力を奪われ、キリエとレオの体に疲労感がのしかかる。

			「ほぉら！」

			　再度、キリエへとワームが殺到した。

			　動けないキリエに替わり、レオがその攻撃を受け止める。

			「ディスフレンダー。君は本当に青いなぁ！　技量は認めよう！　だがね！　分かりやすすぎるんだよ!!」

			　そこからの戦いは、一方的だった。

			　ワームはレオではなく、キリエを執拗に狙った。もはや魔術は使えず、レオは素の身体能力だけで、その猛攻からキリエをかばわなければならない。

			　次第にレオの体に傷が増えていく。

			　ワームに肉を食い千切られ、マルクスの刃が全身を斬り裂く。

			　十分も経つ頃には、レオは全身から血を流していた。
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			「レオ君……！」

			　キリエには聖唱魔術以外、戦う術はない。

			　レオの傷を癒やしてあげることすらできない。ただ、傷付いていく幼馴染の姿を見ていることしかできない。

			「レオ……君」

			　己の無力さに、キリエは歯噛みする。

			　情けない。無様だ。自分の軽率な行動のせいで、いつもレオが傷付く。

			　いくら悔やもうと、自分にはレオを助けることはできない。

			「ごめん……レオ君、ごめん……っ」

			　そうして、キリエが泣き出しそうになった時。

			「泣かないで」

			　血だらけの体で、レオは振り向くことなくキリエに言った。

			「余裕だなぁ！」

			　マルクスの攻撃が、直接レオを打ち据えた。

			　ワームの牙に脇腹の肉を抉(えぐ)られ、レオの体から鮮血が吹き出す。

			　悲鳴をあげそうになるキリエの方へ、レオが振り返った。

			「――キリエが泣くところを、見たくないんだ」

			　そう言って、レオがあの森の時のように微笑んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――レオ・ウィリアム・ディスフレンダーは臆病だ。

			　怒られるのが怖い。傷付けられるのが怖い。失敗するのが怖い。嫌われるのが怖い。怖くて怖くて、仕方なかった。

			　ドン臭くて、要領が悪くて、話すのが下手で。

			　そんな自分を知っていたからこそ、嫌われるのが怖くて村の子供達の遊びに混ざれなかった。

			　そうして、気付けば一人きり。皆に臆病だと笑われ、友達などいない。

			　ある時、思い切って遊びに混ぜて欲しいと話しかけた。しかし――。

			　

			『嫌だよ。レオといるとつまんないもん』

			　そう、拒絶された。

			　仕方ないと自分に言い聞かせた。

			　楽しげに笑う子供達を見て、自分では無理なんだと諦めた。勇気のない自分では、何もできないのだと嘯(うそぶ)いた。

			　本当は寂しかった。でも、どうしたらいいか分からなかった。

			　だから、

			『――君と話してると、なんか落ち着くんだ』

			　キリエがそう言ってくれた時、嬉しかった。

			　自分を認めてくれる人がいた。それが、泣きたくなるくらいに嬉しかった。

			　

			『そんな……!?　森に入ったの!?』

			『キリエはまだ森の中なのか……!?』

			　森へ探検に入った日。村に帰ってくるとキリエはおらず、大騒ぎになった。

			　魔物に食べられてしまったんじゃないか、なんてことを大人が話しているのを聞いた時、

			『おい、レオ！　どこに行くんだ!?』

			　気付けば、森に向かって走り出していた。

			　その時に何を考えていたのかは覚えていない。ただ、体が勝手に動いていた。

			　森を駆けまわり、奥の方へ行き、魔物に襲われているキリエを見た。

			『ルルルルルッ』

			　――怖い。

			　吠え猛る魔物。大人ですら、時に食べられてしまうくらい危険な魔物だ。

			　足がガクガクと震えて、今にも逃げ出してしまいそうになった。

			　当然だ。だって、自分は臆病なのだから。

			　魔物の前に出たら、あっという間に食べられるに違いない。

			　そうなったら凄く痛いはずだ。きっと、死んでしまうだろう。

			　それは、凄く怖いことだ。

			『助けて……っ』

			　そんな考えは、キリエの言葉ですべて吹き飛んだ。

			　魔物は怖い。痛いのは怖い。死ぬのは怖い。

			　だけど。

			　

			　――キリエがいなくなっちゃうのは、もっと怖いから。

			　

			　木の棒を手に、レオは魔物からキリエを守ろうとする。襲い掛かってくる魔物。

			　もちろん、レオに魔物を倒すことはできなかった。木の棒は折られ、地面に押し倒される。

			　喰い殺される――その直前に、レオは見た。

			　蒼い鎧(よろい)を身に纏(まと)った、たくさんの騎士の姿を。

			　――聖堂騎士団。

			　悪しき者を討ち滅ぼし、教国を守護する戦士達。

			　駆けつけた騎士達は、瞬く間に魔物を倒していく。

			　その後ろ姿を見た時に、レオは誓った。

			「……今度は」

			　あんな、格好いい騎士になると。

			　

			　――誰にも負けない騎士になって、今度こそキリエを守るのだと。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――その鎧(よろい)は如何なる攻撃をも弾く」

			　掠れた声だった。

			「――その剣は如何なる敵をも断つ」

			　しかし、部屋全体に響き渡る、力強い声だった。

			「……ディスフレンダー、貴様、まさか……！」

			　マルクスの顔色が変わる。ワームを全身から生やし、レオへ向かわせようとした。

			「守りたい場所があるから。守りたい人がいるから」

			　だが、遅かった。

			「我らは決して、屈することはない」

			　室内に膨(ぼう)大(だい)な魔力が吹き荒れる。先程のレオの一撃が旋風ならば、この魔力はまさに暴風。

			　マルクスも、ワームも、身動きを取ることができない。

			「故に、我らは――」

			　聖堂騎士・二番隊副隊長。

			　彼が若くして副隊長になれたのには理由がある。

			　それは偏(ひとえ)に、レオが副隊長を務めるに相応しいすべてを持っているからだ。

			　前二番隊隊長からの推薦、卓越した戦闘技術、副隊長を務めるに相応しい実績。

			　そして――。

			　

			「――【無敵の騎士団(ナイツ・オブ・アンライバルド)】」

			　

			　心象魔術。

			　多くの騎士が辿り着けなかった境地に、至っているが故に。

			　

			「――キリエは、僕が守る」

		

	
		
			　

			第二十話　『騎士の矜(きよう)持(じ)と聖女の誓い』

			　

			　心象魔術【無敵の騎士団(ナイツ・オブ・アンライバルド)】。

			　

			　どんな敵でも打ち倒し、大切な人を守れる最強の騎士。

			　幼い頃に抱いた、聖堂騎士団への強い憧憬を形とした魔術。

			　発動と同時に、レオを中央として室内に嵐を思わせる魔力が吹き荒れる。

			「……っ」

			　嵐の中央に立つレオの清廉で苛烈な気迫に飲まれ、マルクスの呼吸が止まる。

			　吹き荒れる魔力は次第に収まり、そのすべてがレオへと収束していく。

			「……は」

			　魔力が収まってすぐに、マルクスは息を抜くように笑った。

			　何故なら、心象魔術を使用したレオに何の変化も起こっていなかったからだ。

			　世界中で確認されている心象魔術の使い手の数は、十人にも満たない。

			　現在、教国に存在する心象魔術の使い手はレオ・ウィリアム・ディスフレンダーただ一人。

			　当然、マルクスはレオの心象魔術の効果を把(は)握(あく)している。

			「ディスフレンダー。虚勢を張るのはいいが、その効果を私が知らないと思っているのかねぇ？」

			【無敵の騎士団】。その能力は仲間同士の間での力の譲渡だ。

			　魔力、筋力、敏捷力。そういった戦闘における能力(ちから)を仲間へ譲渡する、もしくは自身が受領する。レオが仲間であると認識すれば、非戦闘員からでも力を受け取ることができる。

			　戦闘においての応用力は非常に高い。

			　つまり、この心象魔術は仲間が多ければ多いほど、真価を発揮するのだ。

			「確かに素晴らしい能力だよ、それは。だがねぇ、この屋敷には君の仲間はいない。こんなところで心象魔術を使おうとも、無意味だ」

			　そう断じ、マルクスは全身から生やしたワームの口を大きく開ける。

			　心象魔術とはいえ、所詮は魔術。ワームの力を使えば、容易く喰らうことができる。

			「本当に君は、馬鹿な男だよ」

			　マルクスは十本のワームを、レオに向かって鞭のように振り下ろす。同時に、口を開いたワーム達に向け、魔術の行使を伝達した。

			「魔技(スペル)――――」

			　ザンッと音がした。

			　何の予兆もなく、放った十本のワームの頭部が両断されていた。

			　その直後、爆発が起きたかのように両断されたワームが破裂する。

			「なん――」

			　理解の追いつかないマルクスが、言葉を言い切るよりも早く、その視界からレオの姿が消えていた。

			　風のように吹き荒れた魔力の残(ざん)滓(し)から、レオが何かしらの魔術を使ったのだと悟るのと同時。

			「――はァッ!!」

			「お、おおお――ッ!!」

			　濃厚な魔力を纏(まと)った刃が、マルクスへ向けて振り下ろされていた。

			　それに反応できたのは、マルクスが曲がりなりにも実戦経験を積んできたからだろう。

			　しかし、剣を構え、その刃を防いだのと同時に、マルクスの巨体は吹き飛ばされていた。

			「な、ごぁ!?」

			　私室の壁を砕き、長い廊下へと無様に転がる。

			　受け身を取って即座に立ち上がったマルクスだが、握っていた剣の刃は根本から粉々に砕けていた。

			「貴方の行いは、聖堂騎士に相応しくない。人として、許してはいけないものだ」

			　壁の穴から、レオが姿を現した。

			　その身に纏(まと)っているのは、鎧(よろい)を思わせるかのような重圧な魔力。その量は、通常の強化魔術を遥かに凌駕している。

			「馬鹿な！　何故、そんな力が……ッ」

			　そう叫んだ直後に、マルクスは理解した。

			　この屋敷にいるレオの味方は、たった一人。

			　だが、その〝たった一人〟は聖唱魔術を使用できる魔術師である――と。

			「あの女ァ。この私が目を掛けてやったというのに……！」

			　マルクスが憎悪を滾(たぎ)らせながら呟いている間にも、レオは近付いてきている。

			　鋭くマルクスを睨みつけ、レオは宣言した。

			「――何よりキリエを傷付けた。僕は貴方を、絶対に許さない」

			「……ッ!?　貴様のような青二才に、許可をもらう必要などないと言っただろうが!?」

			　マルクスが咆(ほう)哮(こう)し、全身からワームを生やしていく。同時に、レオの心象魔術を剥がそうと〝魔技簒奪〟の使用を試みるも――、

			「させない」

			　――刃が奔(はし)る。

			　風切り音すら置き去りにして、藍色の刃が瞬いていく。魔力を吸おうと口を開いたワームが、次々に切断されていった。

			「……ッ！　この、このォ!?」

			　予備の剣を抜き、ワームと並行して操るマルクス。

			　実力だけを見るならば、屈強な男達を纏(まと)め上げるに相応しい能力を誇る、俊敏で強烈な攻撃。

			　しかし、レオには届かない。

			　囲い込むような四方からの攻撃は容易く躱(かわ)され、隙を狙った斬撃は弾かれる。

			　当たらない、当たらない、当たらない。

			「クソ、クソ、クソッ、クソがッ!!」

			　それどころか、攻撃を潜り抜け、レオの攻撃がマルクスの体を抉(えぐ)っていく。

			　頬、肩口、脇腹、腰、様々な部位が斬られ、瞬く間にマルクスの足元は自身の血で染まっていった。

			　目を血走らせ、砕けるほどに歯を食いしばり、必死に放つ攻撃もレオには届かない。

			　魔力を奪う暇はなく、傷を治す余裕もない。

			　四方八方からの強襲も、訓練によって培(つちか)った体捌きも、己の戦闘経験を活かしたフェイントも、渾(こん)身(しん)の剣技も、ジョージ達を利用して得た英雄の力も、何もかもが通用しない。

			「こんな、ことが」

			　マルクスは悟った。

			　たった一人の女から得た力で。たった一人の女を守るために。

			　自分が戦っている男はまさしく、無敵の騎士になっているのだと。

			「う、あああああぁあああああッ!?」

			　視界で藍色に煌めく、無数の斬撃。

			　マルクスは為すすべなく、追いつめられていく。

			　すべてのワームが斬り落とされた。

			　横薙(な)ぎの一撃に辛うじて反応し、マルクスは防御体勢をとる。しかし、結果は最初と同じだった。

			　持っている最後の剣が砕け散り、自身は壁を無様に吹き飛ばされる。

			「うぐ……ぁああ」

			　地を這い、マルクスは壁の穴から私室へと必死に逃げ込む。

			　ザリ、とレオの足音が背後から近付いてきた。

			　やがて壁際へと追い詰められ、振り向くと、ほんの数歩前までレオが迫っていた。

			「ま……待ってくれ……！　私を殺すつもりか!?　考えなおせ！　私はもうじき、一番隊へと配属される！　騎士団の中枢に入り込むことができるのだ！　ディスフレンダー君！　君は隊長になるのが夢なのだろう!?　私が手を回せば、君を隊長にすることなど容易い！　い、一番隊の隊長の座でも、君に渡せる！」

			　必死に言葉を並べ立てるマルクスに、レオの目は冷え切っていた。

			　壁に寄りかかっているキリエは、無言でその様子を眺めている。

			「そんなやり方で隊長になっても、僕の夢は叶わない。僕は自分の手で、隊長の座を掴みとってみせる」

			「こ、ここで得た私との繋がりも君の実力の一つだ！　最大限利用するべきとは思わんかね！」

			「思わない。貴方はもう、騎士じゃない。……ただの、外道だ」

			　バッサリと切り捨てられ、マルクスの表情が歪(ゆが)む。

			　焦(しよう)燥(そう)から、額に浮かんだ脂汗が滴る。

			「……殺しはしません。貴方には罪を償ってもらう」

			　同じだ、とマルクスは内心で吐き捨てる。

			　ここで捕まれば、やってきたことがすべて明るみに出てしまう。そうなれば、どれだけ手を回そうとも死罪は免れない。結局、マルクスは死ぬことになるのだ。

			　そんなことがあってたまるか、とマルクスは頭を回転させる。こんなところで、死ぬわけにはいかない、と。

			「ま……待ってくれ。そうだ。前隊長のことを覚えているかね！」

			「……！」

			「前隊長、フーリル君のことだ！」

			　前二番隊隊長。

			　マルクスが就任する前には、フーリルという女性が務めていた。

			　レオの実力を見抜き、二番隊の副隊長に推薦した人物だ。任務中に行方不明となっており、未だに見つかっていない。

			「彼女に会いたいとは思わないかね!?」

			「フーリル隊長の所在を知っているのか……!?」

			　目を見開くレオに、マルクスは頷いた。

			「か、彼女は私が捕らえている」

			「――――ッ」

			「彼女の居場所は私しか知らない！　い、今から彼女と君を会わせてやろう！」

			　レオの怒気に息を飲みながら、マルクスはそう告げた。

			　マルクスを立ち上がらせると、レオは首元に剣をつきつける。

			　今のレオならば、マルクスが全身からワームを生やそうとも、即座に両断することができる。

			「変な動きはするな。……フーリル隊長はどこにいる？」

			「ち、地下の隠し部屋だ。鍵はそこの机に入っている」

			「……取るんだ」

			　剣を突きつけられたまま、マルクスは机の棚に手を伸ばす。

			　一番下の封印が掛けられた棚を開き、マルクスはある物を取り出した。

			「見せてみ――――」

			　それを見て、レオは絶句した。

			　マルクスの手の中にあったのは、一本の手首だったからだ。

			「なんだ……それは」

			　保存魔術が掛けられていたのか、それはまだ生きているかのように白かった。

			　女性らしく小さいものの、どれだけの鍛錬を積んできたのかが分かる固い手のひら。長い指に、形の良い五本の爪。

			　そして、手の甲にある一文字の深い傷。

			「――――」

			　その傷をレオは知っている。

			　心象魔術を使いこなす訓練中に、加減を誤って前隊長に付けてしまった傷。

			　すぐに治癒魔術で治そうと、慌てて駆け寄ったレオに彼女は言った。

			　――バーカ。へっぴり腰だったお前が、この私の防御を越えてたんだぞ？

			　――これはお前が成長を示す証だ。

			　――可愛い部下の成長の証を、消してたまるかってんだよ。

			　そう言って、前隊長は笑っていた。

			　レオの成長を喜んで、本当に嬉しそうに。

			「フーリル、隊長」

			　手首が、ポイと地面に投げ捨てられる。

			　受け止めようと、レオが動こうとした瞬間。

			「青いんだよ、君はァ！」

			　嘲(ちよう)笑(しよう)とともに、マルクスの一撃が放たれた。

			　それまでの数倍はあるだろう、巨大なワームによる一撃。

			「――黙れ」

			　その不意打ちは、レオが片手で握った剣で、容易く止められた。もう片手に、前隊長の手首を掴んでいる。

			「……っ。ふん、良かったじゃないか！　前の隊長に一部でも会えて!!」

			「黙れッ!!」

			　続くマルクスの追撃も、当然のようにレオには通じない。

			〝魔技簒奪〟を使う暇も与えず、一瞬で斬り落とした。が――。

			「――狙いはそっちじゃないんだよ」

			「っ」

			　キリエの息を飲む声が聞こえた。

			　振り返れば、最初にレオが斬り落としたワームが、キリエへ向かって進んでいるのが見えた。

			「斬り落としただけでワームの活動が止まるなど、私は一言も言っていないがねぇ」

			　無数のワームの体が、ボコボコと膨れ上がっていく。

			「喰らった魔力を暴走させ、あのワームどもは小規模な爆発を起こす」

			【無敵の騎士団】でレオにすべての力を渡しているキリエには、爆発を防ぐ手立てはない。

			「――キリエッ!?」

			　レオが振り返り、キリエの下へ向かう。

			　その直後、床に転がっていたワームが一斉に爆発した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　爆炎が晴れる。

			　ワームの肉塊が飛び散り、緑色の血液で汚れた私室の中。全身を焼き焦がしたレオが立っていた。

			「……ほう。間に合ったのか」

			　レオの後ろには、キリエが呆然と壁にもたれかかっていた。

			　纏(まと)っていた魔力を使い、レオはキリエを守ったのだろう。そのせいで自分の防御はおざなりになり、あの爆発をもろに喰らってしまっている。

			　受けたダメージによって【無敵の騎士団(ナイツ・オブ・アンライバルド)】は解除されていた。

			「ふははは！　実力で敵わないなら、別の手を使えば良い。青二才の分際で、私に勝てるとでも思ったかぁ？」

			　爆発のダメージによって、レオは瀕(ひん)死(し)の傷を負っていた。今も、辛うじて立っているだけだ。

			「ああ、そうそう。前隊長のフーリル君だがね、とっくに死んでいるから安心したまえ。彼女、最後までレオには手を出さないでくれ、と君を心配していたよ。いやー、良い上司をもったものだね、ディスフレンダー君！」

			「……ッ」

			「それとねぇ、ディスフレンダー君」

			　マルクスが嗤(わら)う。

			「――知っているかね？　首を締めながら犯すと、女ってのはいい具合に締まりが良くなってねぇ！」

			「――――」

			「どうした、声も出ないかね？」

			　レオは何も言わなかった。ただ、一歩。マルクスに向けて踏み出す。

			「まあいい。そんな体で何ができる？　死ね、ディスフレンダー！」

			　マルクスが巨大なワームを放つ。満身創痍のレオに、それを躱(かわ)すだけの余力は残っていない。

			　嘲(ちよう)笑(しよう)し、マルクスのワームがレオを丸呑みしようと、大きく口を広げた瞬間、

			「――〝神の威光をここに(アンセム・ライトニング)〟!!」

			　それは白い雷の槍だった。

			　奔(はし)った雷の槍がワームを貫き、焼き焦がした。それだけでは止まらず、雷がマルクスの脇腹を吹き飛ばす。

			「ぐ、あああああッ!?」

			　雷で黒く焼けた脇腹を押さえ、マルクスが転げ回る。

			「き、さま……ァ。」

			　立ち尽くすレオの目の前。それまで壁に寄りかかっていたキリエが、荒い息を吐きながら立っていた。

			「魔力は、全部ディスフレンダーに渡したんじゃなかったのかァ……!!」

			【無敵の騎士団】の発動と同時に、キリエはレオにすべての魔力を譲渡している。

			　故に、彼女の中には魔力は残っておらず、魔術を使える道理はない。

			　彼女が魔術を使えたのは、

			「レオ君に、手は出させない……！」

			　その一心で、己の限界を乗り越えたが故に。

			　

			　――ずっと、レオ君に守られてきた。

			　あの森の時もそう。

			　聖都に来て、キリエの力が邪魔だと暗殺されそうになった時もそう。

			　対人関係に困った時だって、レオは助けてくれた。

			　怖い時。寂しい時。悲しい時。苦しい時。辛い時。いつだって、レオは自分を助けてくれた。

			　傷を負っても、君が無事なら良いと笑いながら。

			　――ずっと、レオ君に迷惑を掛けてきた。

			　だから、せめて彼の夢を壊すまいと、マルクスとの婚約に応じたのに。

			　結局また、迷惑を掛けてしまった。

			　自分が我慢すれば、なんて考えて。勝手な思い込みで動いて。

			　ごめんね、レオ君。

			　もっとちゃんと、話しあえばよかったんだ。

			　レオ君が守ってくれて、すごく嬉しかった。

			　レオ君はまた、こんなことは望んでない……って言うかもしれないけど。

			　キリエは、一歩前に踏み出した。

			「――今度は私が、レオ君を守る」

			　マルクスへ向けて、白雷を撃ち出し、続いて白炎を放つ。

			　持てる聖唱魔術のすべてを放つ。しかし――。

			「ばぁああああああかが」

			　マルクスには、届かなかった。魔力を喰らうワームの前では、キリエの魔術はただの餌(えさ)でしかない。

			「メスガキ、メスガキ、メスガキィ。なぁ、どれだけ私をコケにすれば気が済むんだ？　あ？　てめぇみたいなのはよぉ、黙って抱かれてりゃいいんだよ肉塊が――!!」

			「……っ」

			　ワームの一撃が、キリエに迫る。

			「――――」

			　鮮血が撒き散らされた。ワームが斬り落とされ、緑色の血液がカーペットに染みこんでいく。

			　満身創痍なはずのレオの一閃が、ワームを切断していた。

			「死に損ないの……分際で……ッ!?」

			　標的をレオに変え、マルクスがワームを放つ。しかし、向かってくる攻撃に、レオは一切の興味を示さない。ただ、マルクスを見据え、歩を進めるだけ。

			「〝神の聖火をここに(アンセム・インシネレート)〟――ッ!!」

			　レオに向かうワームを、キリエの炎が焼き尽くした。

			「クソがァ……」

			　マルクスは地面に転がっていた残りのワームに指示を出し、キリエを襲わせる。

			　既に魔力切れに近いキリエには、そのワームに対応する余裕はない。

			「――――」

			　今度は藍色の剣が煌めいた。キリエに襲い掛かろうとしていたすべてのワームが跡形もなく消し飛ぶ。

			「ディス……フレンダァ……!?」

			　レオは何も言わない。ただ、歩を進めるのみ。

			「〝魔技簒奪〟」

			　キリエの魔力を奪い、レオへの支援を中断させる。その合間を縫ったワームの一撃が、レオの肉を食い千切る。血が吹き出し、レオの足元におびただしい量の血液がこぼれ落ちる。

			「――――」

			　自身の血に足を滑らせそうになりながら、レオは覚束ない足取りのまま、一歩前に踏み出す。

			　その瞳は既に、焦点が合っていない。しかし、その双(そう)眸(ぼう)は揺るぐことなくマルクスを捉えている。

			　マルクスが如何なる攻撃を放とうと、レオはそれを自身の体で受け止めていく。

			　しかし、キリエへ放つ攻撃はただの一つの漏らしなく、その剣で引き裂いた。

			　心象魔術は既に使えず、レオは満身創痍だ。持っているのは、何の力もないただの騎士剣。

			　どう足(あ)掻(が)いても、マルクスに勝てる道理はないはずだ。

			「――――」

			　だというのに。

			　その眼光は鈍らず、その気迫は衰えず。

			　焼け焦げた体で、溢れるような血を垂らしながら、一歩一歩マルクスへと近づいてくる。

			「――――」

			　言葉はない。ただ前へと踏み出すのみ。

			　レオを守るキリエと、キリエを守るレオ。

			「ぐ……ッ」

			　傷付いたレオならば、四方八方からの攻撃には反応できないはずだ。

			　まずはレオを支援しようとするキリエを殺す。そうなれば、レオを殺すのは容易いことだ。

			　容易い、はずだ。

			　レオは満身創痍なのだ。強化の魔術も使えない。

			　勝てるはずだ。そうでなければおかしい。

			　そう自分に言い聞かせ、マルクスが前を向いた時。

			「――――」

			　気付けば、一歩前にレオが立っていた。

			　怖気の走るような、焦点の合わない双(そう)眸(ぼう)がマルクスを射貫く。

			　ダラリと垂れ下がった腕が、ゆっくりと持ち上げられる。幽鬼のようなレオが握る刃が、鈍い光を放った。

			「――ひっ」

			　転がるようにして、マルクスは逃げ出していた。

			　ワームを使えば――否、マルクスの実力ならば体術でもレオを殺せるはずだ。

			　だが、予感があった。

			　あと一歩、レオが前に踏み出せば。あの剣が振り下ろされれば。

			　自分は、殺されていただろうと。

			「ひあああああッ!?」

			　殺される、殺される、殺される。

			　悲鳴をあげながら、廊下を走りだした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はっ……はっ……」

			　キリエに抉(えぐ)られた脇腹を押さえながら、マルクスは長い廊下を走る。

			　あてもなく、無様に逃げ、ようやく、後ろからレオが追ってきていないことに気付いた。

			「……私は何故、逃げて……ッ」

			　あんな死に損ないに怯えるなど、どうかしている。

			　今すぐにでも部屋に戻って、あの二人を殺そうか。

			「……いや」

			　その考えを否定し、マルクスは再び走り出した。

			　ここまで来たのなら、予備のワームを連れてくるべきだ。そうすれば、確実に二人を殺すことができる。

			　マルクスは、地下へ通じる階段へ向かった。

			「クソ……消耗が激しすぎる。喰らわなければ……」

			　体内に埋め込んだアマツの力が、魔力を求めて暴走し始めている。捕らえている亜人でも喰らって、回復しなければならない。

			　そう考え、マルクスが廊下を曲がろうとした瞬間――四肢がドサ、と音を立てて地面に落ちた。

			「は……ぇ？」

			　呆けた声を漏らした直後、

			「あ、ばぁッ!?　があああああああああッ!?」

			　傷口から鮮血が吹き出した。

			　芋虫のように地面を転がりながら、マルクスは見上げる。

			 

			「――探したよ、マルクス」

			 

			　そこに、満面の笑みを浮かべた男が立っていた。

			　血に濡れた、翡(ひ)翠(すい)色の剣を握りながら。

		

	
		
			　

			第二十一話　『狂食の果てに』

			　

			「よう、久しぶりだな」

			「な……何だ、お前……」

			　自分の四肢を斬り落とした男を見て、マルクスの本能が『逃げろ』と叫び出す。

			　レオから感じた、怖気の走る死の恐怖とは別。確固とした〝死の形〟が目の前で笑っていた。

			「ま、まさか……」

			「心当たりがありそうだな？　ということは、既にリューザスから俺の名前も聞いてるのか」

			　その言葉を聞いて、マルクスは確信する。

			「あ……アマツ……？」

			「あぁ。お前らに裏切られるまでは、そう名乗っていたよ。今の俺は、天月伊織って名前だけどな」

			「ほ……本当に、生きて」

			「どうした、マルクス。幽霊でも見たような顔だぞ？」

			　伊織と名乗った男の目を見て、マルクスは悟った。

			　この男は自分が何を言っても聞き入れず、容(よう)赦(しや)なく殺そうとするだろう、と。

			「ひ」

			　逃げなくてはならない。

			　芋虫のように地面を這いずり、マルクスが来た道を戻ろうとする。

			　振り返ってすぐに、私室の入り口にレオが倒れているのが見えた。

			「ディス……フレンダァ……」

			　やはり、逃げ出したのは間違いだったのだ。

			　レオは満身創痍で、マルクスに勝てる道理などなかった。

			（あいつから逃げさえしなければ、こんな傷を負うことなど……ッ）

			　マルクスが後悔した時には遅かった。

			「ワームみたいに這うのは良いが、逃がすわけないだろ」

			「あ、があああああああッ!?」

			　マルクスの脇腹に剣が突き刺さった。体内に冷えた異物が入り込む感覚に絶叫する。

			　激痛に泣き叫ぶマルクスを薄い笑みで見下ろしながら、伊織はチラリとレオの先に視線を向けた。

			「……少し、時間を掛けすぎたか」

			「ばっ、ひ、ぎぃい」

			　呟いている間にも、伊織はマルクスの体に刃を突き刺し続けている。

			（不(ま)味(ず)い、まずいまずいまずいまずいまずいッ）

			　レオとキリエから負った傷。そして、四肢を斬り落とされたことで、体内に埋め込んだアマツの力が暴走を始めている。

			　このままでは体内のワームが制御できなくなり、体が変質してしまう。全身の肉がワームへと変わり、マルクスは死ぬことになるだろう。

			「ぞんな、ふざけた結末があっでだまるがァアああああ!!」

			「…………」

			　残っていた余力を、切断された両脚に回した。傷口がグジュグジュと脈動し、大きく盛り上がっていく。両足に生やしたワームを床に叩き付け、マルクスは後ろへ飛び退いた。

			「ぐぁあああ」

			　その拍子に、刺さっていた刃のせいで脇腹が千切れるが、気にしている余裕はない。

			　次いで、失った両腕の代わりに、二匹の巨大なワームを生み出した。

			「亡霊がァあああ！　今さら、私の邪魔をするなァああああ!!」

			　二本のワームが、伊織を丸呑みしようと襲い掛かる。

			　四肢を切断したと、伊織は完全に油断しているはず。

			　至近距離からの攻撃を、躱(かわ)せる道理など――――。

			「――〝魔眼・重圧潰〟」

			　二匹のワームは伊織に届くことなく、湿った音を響かせて重力に押し潰された。

			「あっ……は……？」

			「うむ。念入りに魔眼で確認したが、この男から魔力付与品(マジツクアイテム)の類いは見つからなかったぞ」

			「ありがとう。この様子を見ると、これ以上の奥の手はなさそうだな」

			　伊織の後ろから、一人の少女が姿を現した。

			　艶やかな銀髪を魔力で揺らし、双(そう)眸(ぼう)を紅く染めた魔眼の使い手。

			　リューザスから、魔族であると聞かされていた少女だ。

			「穢(けが)らわしい魔族がァ……」

			「穢らわしいのは貴様の方だろう。虫ケラ風情が」

			　絶句するマルクスへ、伊織が近付いてくる。

			「俺も早いところ、目的を果たしたいんでな」

			「ひ……。な、何をするつもりだ……？」

			「リューザスから聞いてないのか？　復(ふく)讐(しゆう)だよ、復(ふく)讐(しゆう)。お前、ジョージ達が俺を殺そうとしていることを知っていて、協力したんだろ？　つまり、お前は間接的に俺を殺したわけだ」

			　青ざめるマルクスに、伊織がニッコリと微笑んだ。

			「――だったら、俺がお前を殺しても文句はないだろ？」

			　嗤(わら)いながら、伊織が一歩一歩近付いてくる。

			「ぁあああ……！　ま、待ってくれ！」

			「もう十分に待ったさ。お前も、三十年間好きにやってたんだろ？」

			　出会ってからずっと、伊織は嬉しそうに笑っている。

			　その表情とは裏腹に、その瞳に浮かんでいるのはどす黒い憎悪だ。

			　伊織がマルクスに向けているのは、同じ人間を見る目ではない。

			（死ぬ。殺される。この私が……？　死ぬ……？　まさか、そんな）

			「あ、が……ッ」

			　グジュグジュと、体内が蠢いている。もう幾(いく)許(ばく)の猶予もない。

			「死、ぬ……私が……」

			　ようやく一番隊への配属が決まったのに。

			　まだ女を抱き足りない。まだやりたいことがある。

			　それがこんなところで、突然現れた過去の亡霊に殺される？

			「認め、られるかァッ!!　私はこんなところで死ぬような人間じゃないんだッ！　こんな結末、許してたまるかァアアアアアアッ」

			　マルクスの腹部が蠢き、大きく盛り上がると、無数の牙が生え揃ったワームの口腔が現れた。

			「アマァアアアツッ!!　私に喰わせろッ！　喰わせろ、喰わせろ、喰わせろォォォ!!」

			　口腔が大きく開き、その力を解放していく。

			　ジョージ達から与えられた、英雄の力。

			「私の英雄の力がッ！　亡霊などに負けるはずがない！　貴様らは私の餌(えさ)になっていれば良いんだァァアアアア!!」

			「――【英雄再現(ザ・レイズ)】」

			　伊織の呟きは、既にマルクスの耳には届かない。

			　このまま、この男達から魔力を絞り尽くして殺してやる。こいつらの魔力と肉があれば、受けたダメージを完全に癒やしてもお釣りが来る。

			　マルクスの頭にあるのは、ただそれだけだ。

			「魔技簒奪(スペル・デイバウア)ァアアアアアアアア――ッ!!」

			　大きく開いた口腔が、伊織の魔力を喰らっていく。

			　これまでに喰ったことのない、濃厚な魔力がマルクスの体内に流れ込んでくる。

			　伊織はどうすることもできず、魔力を吸われるがままだ。

			「はははははッ！　どうだぁ!?　ああ!?　これがッ私の力だッ!!」

			　奪えるだけの魔力を吸収し、マルクスが嘲(ちよう)笑(しよう)する。

			　これだけの魔力を奪えば、たとえ〝英雄の亡霊〟であろうとも、干からびて――――、

			「終わりか？」

			　――いなかった。

			　マルクスが奪った量の数十倍はある魔力を纏(まと)った伊織が、平然とした表情で立っていた。

			「は、な、心象、魔術……？」

			　伊織の纏(まと)っている魔力の正体を、マルクスが呆然と呟くと同時だった。

			「じゃあ、返してもらうぞ。――〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟」

			　その瞬間、マルクスの視界が闇に覆われた。

			　体温が下がり、凍えるほどの悪寒が全身に走る。

			　視界が正常に戻った瞬間、マルクスの体内から、根こそぎ魔力が奪いつくされていた。

			「こっ、か……」

			　両足のワームも、腹部に作った口腔も、ボロボロと崩れ落ちていく。

			　魔力を奪い尽くされた枯渇感に、体を動かすことすらできない。

			（な、なんだ……これはッ。これが〝魔技簒奪〟？　お、同じ魔術とでも言うのか？）

			　マルクスと伊織の〝魔技簒奪〟とでは、まるで比べ物にならない。

			　冷めた表情の伊織が、マルクスを見下ろす。

			「クソォォオ……私は……まだぁ……ッ」

			　往生際悪く、マルクスが逃げようと藻掻く。

			　どうして、自分がこんな目に遭わなくてはならないのか。おかしい、間違っている。

			　これもすべて、レオとキリエのせいだ。

			「殺して……やる。グチャグチャに殺してやる……ッ！　あのクソアマは、犯し殺して……ッ」

			「まだ余裕があるんだな」

			　朦朧とした意識で憎悪を口走るマルクスの前で、伊織がゆっくりと足を持ち上げた。

			「殺すとか犯すとか、楽しげな妄想をしてるとこ悪いが、お前にそんな時間が残ってるわけないだろ？」

			　持ち上げた足が、マルクスの股間部の上へ移動する。

			　朦朧とした頭でも、伊織が何をしようとしているかは理解できた。

			　血相を変え、マルクスが叫ぶ。

			「な……や、やめろ!!」

			「安心しろ。もう不要な器官だから」

			「待、て……待て、待てッ、ま――」

			　パキッと音がした。

			　卵が潰れるような呆気ない音だった。

			「ぇっ」

			　グリンとマルクスの視界が裏返る。

			　泡を吹き、吐瀉物を撒き散らしながら、マルクスの意識は暗転した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　マルクスの屋敷の地下には、亜人を捕らえて遊ぶための設備が揃っている。

			　コロッセオのように、亜人同士が戦う様子を高いところから見下ろして楽しむ空間もある。

			　その中央に、白目を剥いたマルクスが転がっていた。

			　その様子を、俺とエルフィは観客席から眺める。

			「度し難いほどに悪趣味な場所だ。下らぬ薬を使って、無理やりに殺し合わせるとはな」

			　コロッセオ型の部屋を眺め、エルフィがそう吐き捨てる。

			　ここで戦わせられていた亜人は皆、攫(さら)われてきたのだろう。

			　そして、性処理に始まり、このような地下で見世物のように扱われていた。

			「……だから、同じことをしてやるのさ。これまで自分がやってきたことを、自分自身で経験してもらう」

			　そう話しているうちに、下に動きがあった。

			「が……あ、くっ」

			　気絶していたマルクスが、呻きながら目を覚ました。

			　それからすぐに潰れた股間の痛みを感じ、大声で泣き叫ぶ。何度も嘔吐しながら、犬のように浅い呼吸を繰り返していた。

			「目が覚めたか？」

			「……っ!?」

			　滑(こつ)稽(けい)な姿を見下ろし声を掛けると、真っ青な顔をしたマルクスがギョッと視線を向けてくる。

			「これ以上、私に何をするつもりだぁ……！」

			　酷く怯えた表情で、マルクスが尋ねてきた。

			「安心しろ。俺達はお前に手を出さない」

			「……え？」

			　マルクスがこちらに聞き返そうとしたのも束の間だった。

			「がっ!?　あ……がぁあああッ」

			　グジュグジュと、湿った音がコロッセオに響き渡る。

			　芋虫のように転がるマルクスの体に、変化が訪れていた。全身の肉が蠢き、皮膚を突き破って無数のワームが生えてくる。

			「ぎゃああああぁああ」

			　自分で操っていた時と違い、勝手に生えてくるワームにマルクスは激痛を感じているようだ。

			　あの体はジョージ達の研究の一環だろう。俺の魔力サンプルと複数の魔物の細胞を、ホムンクルス技術を応用して人体に移植する。それによって、擬似的な〝魔技簒奪〟を再現した。

			　そんなところだろう。

			　オルガ達を作っていたことから考えるに、マルクスのアレは使い勝手の悪い失敗作だ。

			　限定的な力しか使えない上に、その出力は本物の足元にも及ばない。さらには本人が重度のダメージを負い、魔力の大部分を失うと、力が暴走してしまう。

			「収まれ……ッ。収まれええッ」

			　マルクスの肌の色が、少しずつ変色していく。

			　このまま放置しておけば、数十分後にはマルクスは大きなワームに変わっていることだろう。

			　――当然、それだけじゃつまらない。

			　生えてきたワーム達が鎌首をもたげた。牙が覗(のぞ)く円形の口が、マルクスへと向けられる。

			「が……ぐっ。……あぇ？」

			　直後――ワーム達は、一斉にマルクスに喰らいつき始めた。

			「ぎ、あああああッ!?」

			　ブチブチと、肉が食い千切られる音が連続する。

			　ワーム達は手当たり次第にマルクスの肉を貪り、血を啜っていた。

			「な、何が!?　どうじて、私を――ぐがっ……あがああああ!?」

			　ワームに貪られるマルクスは、状況に理解が追いついていないようだった。

			「言っただろ？　俺達はお前に手を出さない。とっくに、準備は終えたからな」

			　俺の言葉に、マルクスはハッと顔をあげる。

			「ま……さか。まさか、貴様……」

			　懐から、使いきった空き瓶を取り出して、マルクスに見せてやった。

			　保管されていた、違法薬物の一つ。摂取した対象に強烈な飢餓感と食欲を植え付ける、『飢餓薬』という薬だ。その効果は、マルクスの部下で実証済みだ。

			「お前が呑気に寝ている間に飲ませておいたよ。お前のワーム達は、さぞ空腹だろうな」

			「な、な……」

			「だが、ここにはお前以外に誰もいない。食べられる物は何もない」

			「――――」

			　顔に絶望を貼り付け、マルクスが目を見開く。

			「だったら、ワームが喰うのは一体誰なのか。――少し考えれば、分かるだろ？」

			「ぁあ……うわぁああああああああッ」

			　マルクスの絶叫が、室内に響き渡る。

			　そう、俺は何もしなくていい。

			「――お前が勝手に喰われて死ぬだけだ」

			　ワームに全身を貪り喰われても、四肢のないマルクスには泣き叫びながら、ワームのように転がることしかできない。

			　ああ、いや。もう一つだけ、やれることがあったな。

			　そろそろ、マルクスにも薬の効果が現れ始めている頃だ。

			「そのワーム達は、空腹だからお前を喰ってるんだよ。だったら、本体のお前が腹を膨らませればいい」

			「ひッ……ひっ」

			「つまり、お前もワームを喰えばいい」

			　俺の親切な助言に、マルクスは「ふざけるな」と絶叫した。

			「こんなものが、ぐえるがぁ……!!」

			　ワームに貪られながらも、まだそんなことを言っていられる余裕があるとはな。

			　マルクスは拒否したが、ただワームに喰われて死ぬだけでは、あっさりしすぎている。

			　そんな簡単に殺してなるものか。だからもう一度、空き瓶をマルクスに見せて言ってやった。

			「大丈夫だ。飢餓薬はワームにお前を喰わせるためだけに飲ませたんじゃない」

			「あ……ああッ！」

			「お前にワームを喰わせるためにも、飲ませたんだから」

			　俺の言葉に、マルクスの顔が蒼白を通り越して土気色に変わった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はっ……がふ、がっ」

			　それから、数分後。

			　そこには、ワームに体を喰われながら、自身もワームを喰っているマルクスの姿があった。

			「ふぅ……ふぐぅうッ」

			　グチャグチャと咀嚼音が響く。

			　涙を流し、何度も緑色の液体を吐きながら、マルクスはひたすらにワームを喰い続ける。

			　マルクス本人も、現在は耐え難い飢餓感に襲われているのだろう。だが、ワームの方がマルクスより食事の速度が速い。

			　マルクスが四本目のワームを食い終わる頃には、ワームはマルクスの骨が露出するほどに肉を噛み千切っていた。

			「が、ああああッ。ふぅう、ぐうぅう」

			「どうした、このままじゃ喰われるだけだぞ？」

			「だずげて、ぐれええ」

			　肉片を吐き出しながら、マルクスが懇願してくる。

			「まずい、まずいまずい……ッ。痛い痛いいだいいだいいだいッ。もう、ぐいだぐないっ!!」

			　激痛のせいか、マルクスのワームを喰う速度も落ちている。

			　そろそろ、頃合いだろう。

			「だずげてッ。だすけてくださいッ!!」

			「……ああ、ちょうど良いものがある。これでお前の傷を治してやるよ」

			　そういって、ポーチからいくつか瓶を取り出した。

			　血のような赤い液体が入っている。当然、これも飢餓薬と一緒に取ってきた薬物だ。

			「はやぐッ！　はやぐだずげろおおお!!」

			　瓶を開け、下で悶えるマルクスに赤い液体を振り掛けた。

			　液体が傷だらけのマルクスの肉体に染みこむと、瞬く間に肉が再生していく。傷の癒える感覚に、一瞬だがマルクスが安らぐような表情を見せた。

			　直後、傷の癒えた部分に、再びワームが喰らいついた。

			「あっ、ああぎゃあああああああああああああああああッ!?」

			　その瞬間、それまでのものとは比べ物にならないほどの絶叫が響き渡った。

			「ああああッ!?　なんで、なにがァあああッ!?」

			　地面を転げまわり、治癒した部分が床に擦れる。それだけで、マルクスは激痛のあまりに嘔吐した。白目を剥き、ビクビクと痙(けい)攣(れん)して意識を失う。そしてすぐに、ワームに肉を食まれ、その痛みに叫びながら目を覚ます。

			「まさか、まさがぁあああああ！　それ、それはッ！　かっ、神の雫!?」

			「正解だ」

			　マルクスに掛けた、赤色の液体。亜人の女性に使われていたものと同じ、神の雫という薬物だ。部位欠損の傷ですら治る代わりに、この薬物はいくつかの副作用を持っている。

			　その一つが、神経の鋭敏化だ。水を掛けられただけでも気絶するほどに、今のマルクスの神経は鋭敏になっている。

			　そんな状態で肉を千切られれば、一体どれだけの痛みになるだろうな？

			「あぶ……ぶば、ば」

			　再び、マルクスが泡を吹いて気絶する。しかし、すぐワームに肉を食い千切られ、激痛で目を覚ますことになる。

			　それを何度も何度も繰り返し、痛みに泣き叫びながら、マルクスは再びワームを喰い始めた。

			「あがぁあ!?　もう嫌だ！　もう嫌だぁああ」

			　しかし、すぐにマルクスは泣き出してしまった。

			「わるがった……！　私がわるがった！　だずけてぐれッ！」

			　無言の俺に、マルクスは必死に懇願してきた。

			「か、金がほしがったんだッ！　ジョージ達が、アマツに届くはずの魔力付与品(マジツクアイテム)を奪えば、高額で買い取ってくれるって言っだから！　出来心だったんだぁ！」

			　芋虫のような状態で、マルクスは土下座するかのように頭を地面に擦り付ける。

			「が……ぎぃいいッ。あ、ぁあ、あのどきに手に入った金は、数倍にじて返すッ！　ど、どんな魔力付与品だって用意するッ!!　捕まえてる亜人は皆解放するし、な、なんだったら亜人迎合派にもなるッ！　わたじが手を回せば、都市にいる亜人の待遇もよぐできるはずだ!!　へ、平和に……できるッ!!」

			　なんて言えば、俺が助けてくれるかを必死に考えているのだろう。

			『平和にできる』か、なるほど。

			〝英雄アマツ〟に対しては、魅力的な誘いだったかもな。

			「俺がそのワームをすべて切り離してやれば、お前は助かるかもな」

			　マルクスの顔が、パッと輝いた。

			「普通のポーションを使えば傷は治せるだろう。飢餓薬もしばらく耐えれば効果が消えるだろうし、神の雫も一度使ったくらいならば、後遺症は残らないはずだ」

			「じゃ、じゃあ……」

			　期待の表情を浮かべるマルクス。

			　その頭に、俺は神の雫をぶち撒けた。

			　傷が瞬く間に癒え、そしてまた、ワーム達はマルクスの肉を喰む。

			「ごぁあああああああッ!?」

			「何度も言わせるなよ。俺が何をしにここに、わざわざこんなところに来たと思ってるんだ？」

			　こんな中途半端なところでやめるわけがないだろう。　

			「お前は自分の利益のためだけに、俺を裏切った。さっきも言ったが、俺はその復(ふく)讐(しゆう)をしているんだよ」

			「どおじでッ!?　だ、だしかに私は魔力付与品を横領しだッ！　だ、だがぞれだけだ!?　わだじは直接、お前に手をだじでないッ!!　ごごまでざれるようなことは、じてないッ!?」

			　心底笑わせてくれるな、この男は。

			　笑いすぎて、吐き気がするよ。

			「ここまでされるようなことはしていない？　したんだよ、お前は。自分の欲のために、俺が死ぬ要因を作った。それだけで十分だ。お前が直接手を下したかどうかなんて、関係ない」

			　ただ一人の漏らしなく、一切の妥協なく。

			　俺はお前らに復(ふく)讐(しゆう)すると誓ったのだから。

			「ぐ……があああああ！　が……あっ、酷すぎるッ！　それでも英雄なのがあ!?」

			「知らないのか？　〝英雄アマツ〟はもう死んだよ。お前らが殺したんじゃないか。ここにいるのは、お前らに復(ふく)讐(しゆう)するために帰ってきた、ただの亡霊だよ」

			「あ、あああ……ああああああああああいやだあああああああああああああああああッ!?　死にたくない、死にたくない、もう喰いたくない、うぶ、だずげでえええええッ」

			　駄々っ子のように、マルクスが喚き立てる。

			「ゆるじて、許してくれ！　頼む、ゆるじてええええ!?」

			　その言葉に対する返答は簡単だ。

			「――許すか許さないかは俺が決める」

			　絶句するマルクスに笑いながら俺は言った。

			「――俺はお前を、許さない」

			　そう告げた時の、マルクスの表情。

			　激痛、飢餓感、死への恐怖、希望を裏切られた絶望。

			　自分の死が避けられないものだと知って、心底自分の所業に後悔する表情。

			　そして、あんなことをしなければと、泣き叫び、心底謝罪するその姿。

			「はははははッ!!　そうだ！　俺はお前のその姿が見たかったんだよ!!」

			「だれが！　誰がだずけて！　誰でも良いがらッ！」

			　悲鳴をあげ、マルクスが助けを呼び始める。俺に助けを求めるのは諦めたらしい。

			「誰がいないのかッ!?　りゅ、リューザス！　リューザス殿ッ!!　あ、ああああキリエ君ッ!!　ディスフレンダーでも良いッ!!　誰があああああああ」

			　助けなど来ない。お前の部下の大半は既に始末した。

			　リューザスは、お前を助けに来るような奴じゃない。

			　後半の二人に関しては、どんな思考で助けを求めているのか理解できないな。

			「に、にぐッ……！　喰わなくては。肉ッ、肉を、肉ッ。ああぁああッ！　ごのままではッ」　

			　ひとしきり叫んで、誰も助けに来てくれないと悟ったのだろう。

			　ブチブチと、マルクスはなりふり構わずワームに喰らいついた。

			　喰って、喰われて、喰って、喰われて、喰って喰って喰って喰って。

			「ぶ、ああ……がああああ」

			　どれだけ喰おうとも、マルクスの飢餓感が癒えることはない。

			　それだけの量、飢餓薬を飲ませてあるからな。

			「ごぇ……お、ぶっ」

			　それからマルクスは喰い続けた。

			　動けなくなる度に、神の雫で体を癒やしてやり、再び食事を続けさせる。

			　限界を越えた量のワームを喰ったせいで、マルクスの腹部が裂け、中からワームの肉がはみ出していた。

			「はぐっ……うっ、はふ、ぐっ」

			　それでも、マルクスは喰うのをやめない。やめられない。

			　そうしてマルクスが弱り始めた頃に、また神の雫を掛けてやる。

			「ぁ……ああ」

			「心配しなくても良い。神の雫は、まだ腐るほどあるからな」

			　そう微笑み掛けると、感激のあまりかマルクスは大声で叫び始めた。

			「あ……あぁ。ああああぁああああッ！　いやだああああああァあああああああああ――!!」

			　そしてまた。

			　グチャグチャと、咀嚼音だけが響き続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　数十分後。

			　既に咀嚼音は止んでいた。

			　もう、マルクスの叫び声は聞こえない。ただ、ビチビチと跳ねる音だけが聞こえてくる。

			「……‥」

			　あの男の姿は、もうどこにもない。

			　残っているのは、最後に生き残った一匹のワームだけだった。

			　観客席の下に降り、俺はそのワームを見下ろす。

			　最後のワームが、陸に打ち上げられた魚のように体を震わせている。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀を持ち上げ、ワームに向けて振り下ろした。

			『――――ギッ』

			　小さな断末魔。切断され、ワームは呆気なく絶命した。

			　それを見て、俺は思わず呟いた。

			　

			「――醜いな」

		

	
		
			　

			第二十二話　『復(ふく)讐(しゆう)者は月に嗤(わら)い』

			　

			　その後、マルクスの屋敷に複数の聖堂騎士団が駆け付けた。匿名で争うような音が聞こえるという通報があったからだ。

			　騎士が戸を叩くも、返答はなし。不審に思い中に入ると、屋敷には激しい戦闘を繰り広げたであろう痕跡があった。

			　すぐさま騎士達が探索すると、負傷した二番隊副隊長のレオと、メルト教団のキリエが血塗れで倒れているのが発見され、すぐさま病院へと搬送された。

			　そして、その後の調査によって、マルクスが行っていた悪事が明らかになった。

			　屋敷の地下には大量の女性が監禁されており、違法な薬物も発見された。指名手配中のジョージ達との繋がりを示す資料も見つかっている。救出された女性達の多くが薬物の中毒となっており、すぐに治療施設へと送られた。

			　マルクスやその部下は見つからず、指名手配されることとなった。

			　しかし、事件の詳細は一般の騎士に明かされることはなかった。

			　今回の件が外に知れれば、聖堂騎士団の権威が大きく失墜する。それどころか、〝聖光神〟メルトの威光すら翳(かげ)りかねない。

			　そのため、関係者に緘(かん)口(こう)令(れい)が布(し)かれ、調査は秘密裏に行われることとなった。

			　そして、排斥派の旗印の一つが、マルクスだったため、亜人排斥派は大きく勢いを削がれた。

			　――とされている。それが良い方に向かうか悪い方に向かうかは、それこそ神のみぞ知る、と言ったところだろう。

			　以上が、今回の件の顛末だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　上手い具合に後処理を騎士団に押し付けた数日後、俺達の宿に、レオがやってきた。

			「私にキリエのことを知らせてくれて、ありがとう」

			「……何のことだ？」

			「……それに、倒れていた私とキリエに応急手当をしてくれたことにも、深く感謝するよ」

			　これ以上はとぼけきれないか。

			「答えなくてもいい。君達にも何か、事情があるんだろう？」

			　仕方なく口を開こうとすると、レオに止められた。

			「どんな事情があってもいい。私はただ、礼を言いたいだけなんだ」

			　現場に証拠は残していないはずだが、流石にレオには隠しきれなかったようだ。

			「君達のお陰で、私はキリエを助けることができた。感謝しても、しきれない」

			「……そんなに感謝しているというのなら、いくつかお願いを聞いてもらえないか？」

			　頷いたレオに対して、俺はある『お願い』をした。

			　この男なら、任せられるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夕刻、俺とエルフィは、聖都の店で料理を食べていた。

			　教国は他国に比べ、農作物が豊かだ。

			　教国の小麦から作られたパンの美味しさには、肥えた舌を持つエルフィも唸(うな)っている。既に四つ頼んだパンのうち、三つをエルフィに食われた。

			　パンに手を伸ばそうとすると悲しそうな顔をしやがるので、一つしか食べられなかったのだ。

			「今回の件で、騎士団と教団内は大変な騒ぎになっているようだ。あの様子だと、迷宮の討伐は延期だろうな」

			　ジョージ達に引き続き、今度は二番隊の隊長の悪事が明らかになったんだからな。

			　この状態なら、俺達は余裕を持って迷宮に挑むことができそうだ。

			「退院したレオが、隊長の代理をやっているらしい。正式な隊長になるのは時間の問題かもな」

			「それは良かったな。あの横恋慕男がいなくなれば、あの騎士達も良い恋ができるだろう」

			　……良い恋。

			　エルフィが言うと、違和感しかない。

			「……お前の口から、恋などという単語が飛び出すとはな」

			「そ、そんな驚いた顔をしなくても良いだろう……」

			　エルフィは少し気まずそうな顔をしながら、パンと一緒に頼んだホットミルクを啜る。

			　熱かったのか、舌を出して涙目になっている。

			「……私は、ああいうもどかしい恋が好きではないのだ」

			「はぁ」

			「そんな顔をするな!!　悲恋になりそうな男女を見れば、どうにかしてやろうと思うのが普通だろう!?」

			　……そうだろうか。

			　いや、そう考える奴もいるのかもしれないが、エルフィが言うのは違和感が凄まじい。

			　こいつは、色気よりも食い気だろう。

			「まあ、お前も長生きだもんな。恋愛の一つや二つは経験してるか」

			「……え？　あ、ああ。うん、もちろんそうだぞ？　私は百戦錬磨の恋愛大魔王だからな！」

			「…………」

			　まあ、みなまでは言うまい。

			　やはり、エルフィはエルフィだったということだ。

		

	
		
			[image: p365.jpg]
		

	
		
			「そ、そういう伊織はあるのか!?　その。恋愛……経験……みたいなのはっ」

			　こちらの冷たい視線に気付いたのか、エルフィが誤魔化すように矛先を俺に向けてきた。

			　恋愛経験、か。

			「……まあ、ないわけじゃない」

			　記憶が摩耗してほとんど覚えていないが、地球で何度かクラスメイトに惚れたりしたような記憶がある。もう、顔も名前も思い出せないが。しかし、もうかなり昔のことのように思えるな。

			　恋愛だとか恋心とか、最後に感じたのは三十年は前だろうか。

			　……ああ、吐き気がする。

			「……ふーん。そうか」

			　エルフィはつまらなさそうな表情で、適当な返事を返してきた。

			　追加でまたパンを頼んでやがる。

			「おい、お前が聞いてきたんだぞ。何だよその態度」

			「別に？　伊織も恋愛大勇者だったってことだろう？　別に？　なんにも思ってないぞ？」

			「少なくとも、恋愛大勇者では断じてない」

			　何だその頭が痛くなるような称号は。勇者やめたって言ってるだろ。

			「ふんだ」

			「…………」

			　運ばれてきたパンを食べながら、エルフィが時折チラッと視線を向けてくる。

			　何なんだ、こいつは。

			「……こほん」

			　俺と呆れた表情に焦ったのか、取り繕うようにエルフィが口を開いた。

			「……昔、ある男女を見掛けてな。あの二人と少し重ねて考えてしまっただけだ」

			　なるほどな。エルフィにも色々と事情があるのだろう。

			　魔族でありながら人間びいきなのも、過去に何か事情があったからなのかもしれない。

			「ま、私も恋多き女ということだ」

			「そうなのか」

			「うむ。私のように見目麗しくて聡明な者などそうはいないからな。言い寄る男も多かったのだぞ？」

			　魔族にも、モテるとかいう概念はあるんだな。強ければモテる、くらいに考えていた。

			「…………」

			　そんなことを考えていると、エルフィがジトッとした目付きで見てくる。

			「……詳しく聞かないのか？」

			「なんでだ？」

			「……別に」

			　……よく分からない奴だな。

			　

			　のちの情報収集で分かったが、レオとキリエは亜人迎合派の旗印にされることになったらしい。

			　色々と、厄(やつ)介(かい)事に巻き込まれそうだ。

			「二人はどうなるんだろうな」

			　そんなことを呟いた俺に、

			「それでも、あの二人なら上手くやるだろう」

			　珍しく、そう言ったエルフィが印象的だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　食事を終え、帰途に就く。

			　マルクスの件が噂として流れているせいか、数日前と比べて人通りは減っている。

			　あれだけの事件だ。流石に隠しきれなかったのだろう。

			「歩いたらお腹が減ってきたな」

			「ほんの数分前、馬鹿みたいにパン食べてただろ」

			「む、私は馬鹿じゃないぞ」

			　他愛もない会話をしながら、裏路地を通る。

			　人通りはなく、ひっそりとしていた。誘拐された者の多くは裏路地で消えたという話だから、流石に皆避けているのだろう。

			　既に日は落ち、空には赤い月が昇っていた。裏路地が、月で赤く照らされている。

			「……ふう」

			　歩きながら俺は小さく溜息を吐き、

			　

			「――いつまでも見てんじゃねえよ、クズ野郎」

			　

			　目の前の空間に爪を立てた。

			　バキッと音が響き、何かが砕けた感覚が伝わってくる。

			『――ク。ハハッ、何だ。気付いてやがったか』

			　嗄れた聞き覚えのある声。リューザスの耳障りな哄(こう)笑(しよう)が、裏路地に響き渡った。

			　だが、表を通る誰もがその声には気付かない。

			　まるで、ここだけが世界から切り離されているかのようだ。

			『マルクスに復(ふく)讐(しゆう)して、捕らえられていた不幸な人々も助け――。はっ。さっすがは英雄サマ。立派なこったなァ、おい』

			　遠視の魔術でこちらを見ているのだろう。

			　これまでも、何度か見られている気配もあった。

			『ジョージ達の時もそうだろ？　あのガキどもを助けてよォ。お優しいことだ。まったく、馬鹿は死なねェと治らないって言うが、てめェは死んでも治らなかったみたいだなァ。え？　英雄アマツさんよ』

			　警戒する俺に、リューザスは嘲(ちよう)笑(しよう)混じりに言葉を続けていく。

			『そこの魔族も大変だなァ？　そういう偽善を振りかざしてたから殺されたってのが、この英雄サマは、まーだ分かってねェみたいだぜ？　くだらねえ自己満足に振り回されて、さぞ迷惑だろう？』

			　エルフィは何も答えない。

			　腕を組み、魔眼を開いたまま、会話する価値すらないと無言を保っている。

			　小さく、向こうから舌打ちの音が聞こえた。

			『……は。まあいい。どの道、てめェら二人とも俺が殺すんだ。てめェのくだらねえ英雄譚も、ここで終わ――』

			「なあ、リューザス」

			　耳障りな言葉を遮(さえぎ)り、口を開いた。

			「お前、随分と英雄にこだわるんだな？」

			『あ……？』

			　リューザスの嘲(ちよう)笑(しよう)が止まった。

			「英雄英雄って、何回口に出せば気が済むんだ？」

			　数秒の間が空き、再びリューザスの声が響く。

			『……こだわってんのはてめェだろうが。どうせ、ルシフィナと交わした馬鹿な〝約束〟を今でも覚えてんだろ？　救えねえよなァ』

			「約束？　忘れたよ、そんなものは。俺は俺のやりたいことをやってるだけだ」

			『それが、その英雄ごっこってのかよォ？』

			「まーた〝英雄〟か。しつこいな、リューザス。馬鹿の一つ覚えか？」

			『…………ッ』

			　英雄とか勇者とか、そんなんはとっくにやめてんだよ。馬鹿が。

			「てめぇみたいなクズの口から〝英雄〟なんて言葉が出ると、鳥肌が立つんだよ。他人の命を利用することしかできないお前が、一体どういうつもりで英雄を語ろうとしてんだ？」

			　笑いを堪えるのが辛いから、やめてくれよ。

			　滑(こつ)稽(けい)にもほどがある。

			「お前こそ、旅の途中で『大切な人のために戦う』って言ってたよな？　妹だったっけか？　お前のその行動を妹が見たらどう思うだろうな？　腐りきったてめえじゃ、合わす顔なんてないだろうが」

			　そう煽って、思い出した。

			「……あぁ、そうか。その妹っていうのも、俺を信用させるための嘘だったか」

			　ルシフィナとディオニスも用意していた、綺麗事で塗り固めた虚言だ。

			　くだらない。

			「よくよく考えると、てめぇみたいなクズが誰かのために戦うわけがなかったな。冷静になれば分かったことだろうに。……気付かなかった自分に失望するよ」

			　――ブチッ。

			　次の瞬間、リューザスの気配が裏路地から消失した。

			　途端に、表の喧騒がこちらに伝わってくる。

			「監視の魔術もないな。完全にこちらとのパスを切ったようだぞ」

			「……何だ、あいつ」

			　ギャーギャーと耳障りな声で、騒ぎ立ててくると思ったんだがな。

			「まあいい」

			　予感があった。

			　次はあいつが手ずから殺しに来るだろう、と。

			「その時に、すべてを終わらせてやる」

			　楽しかった、あの日々を思い出す。

			　本当に、あいつらとの旅は楽しかった。

			　リューザスが騒ぎ、ディオニスが呆れ、ルシフィナがそれを楽しそうに笑う。

			　そんな日々が、脳裏に焼き付いているからこそ。

			　リューザスのすべてを壊し尽くしたら、どれだけ愉しいだろうと――、

			　

			「――はは」

			　

			　夜空に浮かぶ赤い月を見上げ、俺は嗤(わら)った。

		

	
		
			　

			閑話　『嵐の前の静かな時間』

			　

			　早朝に目を覚まし、今日中にやりたいことを頭の中でピックアップしていく。

			　マルクスへの復(ふく)讐(しゆう)が終わっても、俺の復(ふく)讐(しゆう)はまだ終わらない。

			　リューザス達への対策に、忌光迷宮の情報収集と、やらなければならないことは山積みだ。

			　遊んでいる余裕などない。ない――のだが。

			「食べたい、食べたい食べたい食べたい!!」

			　教国の名物をもっと食べたいと、元魔王が目の前で駄々を捏(こ)ねていた。

			「……あのな。情報収集をしなければならないんだが？」

			「まだ迷宮に行くまでに少し猶予があるだろう！　王国の魔術師どもへの対策も、ほぼ仕上がった！　少しぐらいは余暇があっても良いはずだ！」

			「……なら、一人で行ってこい。俺は王国式結界への対処魔術の練習をしてるから」

			　その言葉に、エルフィはブンブンと首を振って言った。

			「私は、伊織と一緒に美味しい物を食べたいのだ！」

			「……どうして？」

			「一人の食事よりも、お前と摂る食事の方が美味いからだ」

			　こいつ……。臆面もなく、よくもそんなことを言ってくれるな。

			「……頼む、伊織。今日だけで良いから、一緒に聖都を歩いてくれないか？」

			　ああ、クソ。

			「分かった、分かったよ。今日だけだからな」

			　パッと目を輝かせるエルフィに、大きく溜息を吐いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　教国は農作物が豊かな国だ。

			　パンやビールの原料になる麦類や、イモ類、野菜、果実などが美味とされている。

			　教国に来てからパンやサラダを何度か口にしているが、他国に比べて確かに美味しかった。

			　とはいえ、食事に対して興味がないから、俺は適当に買った物でも良いんだがな。

			　そう言ったら、エルフィに怒られてしまったが。

			「はむ……はむ……」

			　最初に入った店でエルフィが選んだのは、野菜の特製ソース付けという簡素なメニューだった。

			　皿にどっさりと盛り付けられた複数種類の野菜に、にんにくやオリーブオイルなどを合わせたソースを付けて食べるというものだ。

			　一緒に食べたいというので、一人前をエルフィと分けて食べている。

			　ボリボリと、エルフィは美味しそうに人参を齧(かじ)っている。まるで兎だな。

			　せっかく頼んだのだし、と俺もスティック状に切られたきゅうりに手を伸ばし、ソースを付けて口に運ぶ。

			　冷えた野菜とは対照的に、ソースは温かかった。

			　ソースはにんにくの風味が強く、パンチのある味だった。それが野菜の風味を際立てていて、なかなかに美味しい。シャキシャキとした野菜の食感も悪くない。

			「……どうだ？」

			「美味いよ」

			「そうか」

			　俺の言葉に、エルフィは嬉しそうに笑う。

			　その笑みに、どうしてか俺の口角も緩んだ。

			「これは、俺の世界だとバーニャカウダと呼ばれていた料理だな」

			「ばーにゃかうだ……？」

			「にんにくやアンチョビを混ぜて作ったソースを野菜に付けて食べる料理だ。名前は違うが、これとほぼ一緒だ。好きで、よく食べていた覚えがある」

			　この店のは、アンチョビは入っておらず、黒胡椒や味噌で味付けしているみたいだけどな。

			「ばーにゃかうだが好きとは、体も華(きや)奢(しや)だし、伊織は意外に女の子っぽいところがあるな」

			「うるさい。俺は別に華(きや)奢(しや)じゃないし、健康志向なだけだ」

			「くふふ。だが、好物というのならば良かった。来た甲斐があったというものだ」

			「……ああ」

			「美味しい物は、私一人だけでなく、伊織と共有したいからな！」

			　エルフィは、優しくそう微笑んだ。

			「……でもお前、たまに俺の分まで食べるよな」

			　そんな俺の言葉に、汗を流して下手くそな口笛を吹き始めたせいで、色々残念だったけどな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　バーニャカウダの後、パンや野菜をチーズに付けて食べるチーズフォンデュや、果物の蜂蜜漬け、野菜のスープなど、色々なところで食事をした。

			　だが、どの店の料理も美味しかった。

			　と言っても、俺は途中で腹が苦しくなり、エルフィのを少し摘んでいた程度だが。

			　あいつ、あれだけ食べながら、ビールもガブガブ呑んでいたな。

			「…………」

			　あれだけ食べるのが好きならば、封印されていた三十年間はどれほど辛かっただろう。

			　ふと、隣を満足気に歩くエルフィを見てしまう。

			「美味かったか、エルフィ」

			「うむ。どれも美味だったが、やはりチーズが最高だったな。チーズを絡めたパンの味ときたら、天にも昇るほどだ」

			「良かったな」

			　今でも、俺はそれほど食べ物に興味がない。

			　体調が崩れるような粗悪な食事でなければ、安いパンや味の薄いスープでも構わない。

			　だが、エルフィが美味しそうに食べているのを見るのは……何というか、まあ、不快ではない、な。

			「だが、少し気になったことがある」

			「何だ？」

			「……時々見かけた、『亜人お断り』という店だ」

			　確かに、途中でそういった看板を掲げた店をいくつか見かけたな。

			　聖光区に近いほど、そういった店が多かったように思える。

			「亜人を受け入れ始めているとはいえ、まだ割り切れない者も多くいるだろうからな」

			　魔王軍が暴れ回ったことで、住処を追われた亜人も多い。

			　多くは連合国や帝国へ向かったが、全員がそこまで行けるわけではない。

			　教国で暮らさざるを得ない亜人も、きっといるだろう。

			　そういった亜人を見捨てるのは正しいのか？　という疑問を抱いた者が、少しずつ亜人を受け入れ始めたらしい。

			　それでもまだ、受け入れられない者はいる。

			「……仕方ないと分かってはいても、あまり気分の良いものではないな」

			「まあな」

			　そんな会話をしながら、腹ごなしに聖都内をブラブラと歩く。

			「今さらだが、伊織は種族に頓着がないのだな。お前が住んでいた世界には、人間以外の種族はいなかったのだろう？　余計に他種族が気になるんじゃないか？」

			「逆だな。他種族がいなかったからこそ、この世界に蔓延している差別意識とかとは無縁でいられるんだ」

			「ふむ……そういうものか」

			「ああ。種族だけで差別する理由がない。正直に言えば、猫耳や狼耳や角が生えた人間……というくらいの認識でしかないな」

			　当然、身体能力や文化など、亜人と人間では小さくない違いもある。

			　それでも、悪意を持って攻撃してくるようなことがなければ、俺は大して気にならない。

			「多くの種族に忌み嫌われる魔族の私と行動できるのは、伊織がそういう考えだからだろうな。そういった考えの者は、この世界には少ない」

			　そう語るエルフィは、どこか遠い昔を懐かしむような表情だった。

			「人間だろうとクズはいるし、魔族にだって良い奴はいる。だから、付き合う上で一番大事なのは、そいつの中身なんだと思うよ」

			　中身が大事。

			　当たり前で、言うのは簡単な言葉だ。だが、俺には中身を見る目がなかった。

			　今の俺は、あの頃よりもマシになっているだろうか。

			「……くふふ」

			　ふと隣を見ると、エルフィがニヤニヤと笑みを浮かべていた。

			「ふふん、つまり伊織は、この私の中身が良いと褒めているのだな？　この美しい美貌を持つ、賢い私の中身を素晴らしいと褒めているのだな!?」

			　美しい美貌って単語がもう馬鹿なんだよな。

			「ん？　どーした伊織。惚れたか？　やはり私に惚れてしまったか？」

			「お前、良い性格してるよな」

			　頭の中身はあまりよろしくないみたいだが。

			「それ、褒めてないだろう！　というか、何か馬鹿にしてないか!?」

			「…………」

			　……まあ。

			「美しいとか賢いって部分は置いておいて、お前は良い奴だと思うよ。今の俺が信頼できるのは、お前だけだ」

			「……そ、そうか」

			　俯いて、ニヤニヤと笑みを浮かべるエルフィ。

			「……私も、お前のことを信頼しているぞ、伊織」

			　嬉しそうにしながら、エルフィが距離を詰めてくる。

			「ああ」

			「くふふ」

			　笑みを浮かべ、エルフィがさらに近付いてくる。

			「……でも、あんまり近付かないでもらえるか？　さっきから角がガンガン当たって、かなり痛いから」

			「えぇ……」

			　そんなやり取りをしながら、宿に戻った。

			　久しぶりの、気の休まる時間。

			　いつかを思い出すような、どこか懐かしい時間。

			　

			　

			　――こうした時間はもう、取れないのではないか、という嫌な予感があった。

			　

			　嵐の前触れのような静かな時間の中。

			　この予感が外れて欲しいと、ふと思った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　聖都シュメルツから少し離れた場所に、小高い丘がある。

			　その上に、一人の少女が立っていた。

			「むーん、大した騒ぎにもならなかったかー。翼竜(ワイバーン)を二番隊が瞬殺なんて、やっぱり聖堂騎士団には優秀なのが揃ってるみたいだね」

			　良いことだ、と嘯(うそぶ)きながら、少女は丘の下に広がる平原に視線を落とす。

			　顎に手を当て、ふむふむと何かを考え込むと、

			「多分、この辺りかな」

			　少女は桃色の髪を揺らしながら、満足気な表情でそう呟いた。

			「ん？　何の話かって？　もちろん、この後の展開の予想さ。……む、失礼な。賢くて聡明なボクの見立ては概ね当たるんだよ？」

			　少女はそう言いながら、得意気に胸を張る。

			　だが、丘の上には少女以外には誰もいない。少女の視線の先には、何もない空間が広がっているだけだ。

			「それに、ほら。ボクの言った通り、君の目当ての人も見つかったしね。……うーん、ひと目見に行くのは、ギリギリセーフかな。けど、介入するタイミングはボクに任せてよね？」

			　一人で呟きながら、少女が空を見上げる。

			「そろそろ、嵐が来るね」

			　彼女の上には、どんよりと濁った灰色の空が広がっていた。

			「じゃあ、ボク達もそろそろ合流しようか。――ベルディア」

			　そう呟くと、少女は「ふう」と小さく息を吐く。

			　誰かとの会話が終わったのか、しばらく沈黙した後、シュメルツの方に視線を向けた。

			「あの二人には、是非とも頑張ってもらいたいね」

			　そして、整った顔で可愛らしく微笑み、こう言った。

			　

			「――ボクの復(ふく)讐(しゆう)のためにもさ」
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